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　この世界を変えられる。

　私はそう思っている。

　これを傲ごう慢まんや妄もう想そうなどと笑える者は、私の偉大なる〝主〟を知らないからだ。

　世界は、〝主〟の考えるようにあるべきだ。

　その理想を実現するべく、我が〝主〟は力をふるい、同志を集め。

　そして、苦悩している。




　偉大なる私の〝主〟が、苦しみ、悩んでいる！

　人を殺し、アヤカシを殺し、自分の子を殺し。

　永遠なる死からさえも、生せい還かんを果たす〝主〟が！

　それは私にとっても辛つらく苦しいこと。

　そして。

　何と喜ばしいことだろう！

　この世界のどこに、私を苦しめることができる者がいるだろう！

　それは我が偉大なる〝主〟のみ！




〝主〟を悩ませ、苦しめている唯一のお方。

　あの方は、世界を変えようなどとは微み塵じんも考えていない。

　ただひたすらに日を過ごし、死へと歩む誇り高き犬。

　血を流し、骨を砕き、内臓を焼き。

　絶望と凌りよう辱じよくをその肉体と魂に刻みながら、それでもなおこの世界に希望を持っている。

　それは何と、愚かしく。

　何と、美しいことだろう！




　私は、〝主〟もあの方も。

　等しく愛している。

　あのお二方さえいれば、私には何もいらない。

　この世界に真の終しゆう焉えんが訪れようと。

　この心に変わりはない。

　ああ、私の偉大なる〝主〟。

　そして、私の愛いとしいダブルブリッド。

　もっと私に、あなたたちを愛させてください。

　あなたたちが苦しみ、生き、それでも進もうとしている時だけ。

　私の心は満たされるのです。

　他ほかの人間やアヤカシには、私の心を動かすことさえできないというのに！




　愛しています、お二人とも。

　心の底から。

　だから、まだ。
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　その事故は、東京都と神奈川県の境界線上で起きていた。東京都狛こま江え市と神奈川県川かわ崎さき市の間には多た摩ま川が存在し、その多摩川に架かる多摩川水道橋が事故現場だった。横倒しになった中型のトラックが道路を塞ふさぎ、その車体に数台の自動車が衝しよう突とつして事態はさらに悪化していた。運の悪いことに、流出したガソリンに引火したらしくトラックのコンテナは火に包まれていた。夜の暗くら闇やみの中で、そこだけが切り取ったように赤い。

　しかし、偶発的な事故にしては火勢がやけに強過ぎることに、気が付いた者は何人いただろうか。

「……おかしいわ。少し、早過ぎるわね」

　事故現場を目の前にして、数十台の車両が立ち往生をしている。その中の一台、白いセダンのハンドルを握っていた女がぽつりと言った。

　女は美しかった。年の頃ころは三十代前半に見える。茶色がかった髪を綺き麗れいなボブに切り揃そろえ、その下にある顔は、白く、冷たく、そしてどこか婉えん然ぜんとしていた。彼女は揃えられた眉まゆを細くしなやかな指で撫なでると助手席に目を向けた。

「確かに。僕ぼくたちの行動がまた読まれていましたね」

　少年は、眉み間けんの皺しわを撫でた。十代になったばかりであろう少年は、その年の人間では決して持ち合わせていない冷れい徹てつさと聡そう明めいさを既に持ち合わせていた。そして何より、眉間に慢性的に刻まれてきた深い皺が彼の少年らしさを台無しにしていた。それらを除けば、彼は年相応の愛らしい少年に見えたかもしれなかった。

「……撤てつ退たいするわよ。これだけ人がいれば、特高も手を出せないわ。……今はまだ連中の数が少ないけど、それだけが唯一の救いね」

「それはしかたのないことです。彼らの絶対数そのものが少ないんですから。……だから僕たちが生まれたんですけどね」

　顔を伏せて、少年は呟つぶやいた。

「……彼は、どうなったんでしょうね」

「連中は確保してないはずよ。……多分、彼はまだあの中ね。私たちに取られるくらいなら、燃やしてしまえといったところかしら」

　少年は、小さな掌てのひらで頭を押さえていた。女にも聞こえないような声が、口から幾つも紡ぎ出されている。十秒ほどそうした後、少年はゆっくりと女の方を見上げた。

「……鈴すず香かさん。いないそうです」

「燃え尽きた……わけじゃないわよね」

　鈴すず香かと呼ばれた女は、前方で燃え続けるトラックを見つめた。

「そんなことができる存在を、私はたった一人しか知らないわ」

「……でも、そのたった一人が問題なんです」

　少年は顎あごに手をやった。何か策をめぐらして考え込んだその顔を、車内の薄うす暗ぐらい照明がぼんやりと闇やみに浮かび上げている。

「晃こう、そういう顔はやめなさい。……似ているわよ」

「しかたありませんよ」

　少年、晃はその腕を組むと、鈴香を見上げて言った。

「僕ぼくたちの戦いも、本格的になりそうですね」




　通勤は戦いだ。

　山やま崎ざき太た一いち朗ろうは、新しん宿じゆくから渋しぶ谷やに向かう山の手線の電車内で毎日そんなことを考えている。ひしめき合い、他人との接触を否応なしに迫られるこの空間を心地よいと考えられる人間など、存在しないだろう。いるとしたら、この混雑に乗じようとする犯罪者くらいか。

　太一朗の胸の前では、頭の頂点がやや薄くなった中年男性が必死に足を踏ん張っている。この男が少しでも力を緩ゆるめれば、太一朗の胸が彼の顔を受け止めることになるのだ。それはお互いに避さけたいことだろうと、太一朗は考えていた。

　ふと見下ろすと、上目遣いに太一朗を見ていたその中年男性と目が合った。男はひどく動揺したらしく、目玉を慌ただしく左右に動かすと天井から下げられている雑誌の広告を一心に見つめ始めた。『自分は最初からあなたを見ようと思ったわけではなく、あの広告を見ようとしたんです』と態度で表そうとしているかのようだった。

　太一朗が不満気に鼻を鳴らすと、哀れな中年男性はその視線を慌てて下げた。威い嚇かくのつもりではなかったのだが、結果的にそうなってしまったようだ。

（たかだか傷の一つくらいで、俺おれの人相はそうも悪く見えるのか？）

　彼の左頰ほおに走る古くはないその傷は、長さにして五センチはあった。頰肉を深く抉えぐったその痕あとは、太一朗が自覚しているよりもはるかに目立っている。長身で筋肉質な体格、温和とは言えない顔立ちと合わさることにより、彼の顔は実際恐ろしげに見えていた。

　かといって、この傷を隠す気など太一朗にはない。彼はこの傷を恥ずかしいとは思ってはいないのだ。ただそれでも、少々悩むこともあった。

（うちの連中、何て言うかな……）

　太一朗が神奈川にいる自分の家族の顔を思い返した時、電車がやや大きく揺れて車内にいた全員の体が一定の方向に傾いた。動く隙すき間まもないとはいえ、傾く時は全員で傾いてしまう。その流れに逆らって、太一朗は一人直立不動であり続けようとした。吊つり革を摑つかむ手首にぐっと力を入れ、足を踏み締しめる。

　だが彼一人が姿勢を保ったところで、この車内では大した意味を持たない。太た一いち朗ろうの背中に誰だれかが寄り掛かったが、別に腹を立てたりはしなかった。短気な彼でも、さすがにこの程度のことで怒ったりはしない。

「あ、ザッキーだ」

　しかし、その声が自分の背後から聞こえてきた時は、怒りより先に戸惑いの感情が生まれた。若い男、いや少年と言ったほうがいいだろう。その少年の声には聞き覚えがあったし、自分のことを『ザッキー』などという似合わない愛称で呼ぶのも、その声の持ち主だけだった。

「無視すんなよ、ザッキー。俺おれのこと忘れちまったのかあ？」

　背中が小突かれた。この状況でどうやって手を動かしたのか、太一朗は少し不思議に思った。とにかく、自分の背後にいる誰だれかを確認するために何とか首を回す。確認するまでもなく、そこには相あい川かわ虎とら司じの笑顔があった。どうやら彼は、自分の額ひたいで太一朗の背中を打ったようだ。

「よう、こんな所で会うなんて奇遇だな」

　別に無視してもよかったが、太一朗は返事をすることにした。これ以上背中を一方的に小突かれても面白くないし、物言わぬ人の群れの中で話し相手がいると、気が紛れる。

「……ああ」
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　何が楽しいのか、虎司はにやにやしている。笑うと、人にしてはやや鋭するどい歯が剝むき出しになる。目付きや顔立ちは決して柔らかくはないのだが、こうして笑っていると子供じみた普通の学生にしか見えない。現に彼は、学校指定のブレザーを着用していた。その正体がアヤカシであるなど、誰だれも気が付かないだろう

　今日が土曜日であることを思い出した太た一いち朗ろうは、その格好を不思議に思った。

「学校、休みじゃないのか？」

「あれ、休みの日でも繁はん華か街がいに出かける時は制服着用って生徒手帳に書いてなかったけか？　渋しぶ谷やは立派な繁華街だろ」

　そんなの律りち儀ぎに守っているのか。そう口に出して言ってやろうかと思った太一朗だったが、やめておくことにした。虎司のやっていることは、決して間違ってはいないのだから。

「んで、ザッキーはどこに行くんだ？」

　車内アナウンスが次の停車駅である渋谷を告げたため、二人の会話は一時中断された。

「俺おれは降りるぞ」

「あ、俺も降りるわ」

「……片かた倉くらさんに用があるのか？」

　太一朗の現在の上司、片倉優ゆう樹きはここ数週間寝てばかりいる。起きたかと思えば、ビルの屋上にパジャマのまま上がって、ぼんやりと座っている。太一朗はそんな時、いつも彼女の背中を見ていた。

　果たして、今日はどうなのだろう。

「用っちゃ用があるな。この間のでかい傷はどんな感じだ？」

「見える範はん囲いは治ってると思うけどな」

　もっとも顔と手首の先くらいしか見ていないので、服の下がどうなっているかなど太一朗が知るわけがない。あらためて思い返すと、あのよくわからない事件の後から優樹は足や腕が見えるような服を着ていなかった。

「お、そろそろだな。やっとこの地獄から解放されるぜ」

　虎とら司じの笑いを、太一朗は見ていなかった。ただ、真っ直すぐに自分の前を見ていた。

　そこに彼の求める人がいるかのように。




「あー、ほんと土日の渋谷は人が多いよなあ、まるで日本中の人間がここにいるみたいだ」

　太一朗の職場であり虎司もかつては勤めていた捜査第六課分署ビル自体は、渋谷の表通りに存在するわけではない。そこに行くまでの間には、もちろん人がいれば自動車も通る。一大繁はん華か街がいである渋谷なのだから当然だ。

「クリスマスはもっとひどいし、どこにこんだけの数の人間がいたのか俺ぁ不思議だよ」

「俺が知るか」

　ぶっきらぼうな太一朗の言葉に、虎司がその顔を見上げた。二十センチ以上の身長差が二人の間にあるため、虎とら司じが太た一いち朗ろうの顔を見るためには頭をしっかりと上げる必要がある。

「何だ、何だ。人にスリーパーホールドかけてるような顔しやがって」

　相変わらずこの少年の表現方法は太一朗には意味不明だ。

「そんな面してっと、人相がますます悪くなんぞ。世の中楽しいことばかりだ、ぱっといこうぜぇ、ぱーっとよ！」

　虎司は人が往来する歩道の中央でいきなり両手を上げて、その手を太一朗の背中に叩たたき付けた。その威力は太一朗を二歩よろめかせるのに充分な力を持っていた。

「……お前なあ」

　前を歩いていた若者にぶつかりそうになるのを必死で堪こらえると、太一朗は眉まゆをしかめて後方にいるはずの虎司を振り返った。だが既に彼はそこにはおらず、いつの間にか太一朗の前方に移動していた。虎司はにかっと笑うと、太一朗の右手首を摑つかんで歩き出す。

「鳥とり頭あたまが嫌きらいなもん同士、仲よくしようぜ、ザッキー。そうだ、俺おれが今通ってる学校の校歌でも歌ってやろうか」

「やめろ、この手を離せ」

　抵抗したいのだが、虎司の力は太一朗をはるかに上回っている。通行人たちの奇異な物を見るような視線が痛い。

「んじゃ、一番からいくぞー。校歌斉せい唱しよう！　ザッキーも歌え」

「お前の学校の校歌なんか知らん。恥ずかしいからやめろ！」

　太一朗がそう言うと、突然虎司は手を離して不思議そうな顔で振り返った。

「恥ずかしいか？」

「当たり前だ」

　首を傾かしげて問い掛ける虎司に、太一朗が答える。これで恥ずかしくない人間がいるなら、会ってみたいものだ。

「そっか、じゃあやめよう」

　あっさりと引き下がる虎司を、太一朗は不ふ審しんに思った。この傍若無人を絵に描いたようなアヤカシが、『恥ずかしい』などという理由でおとなしくなるなど考えられない。そんな太一朗の思いが通じたのか、虎司の方から理由を述べてくれた。

「団長が昔言ってたのを思い出したぜ。人前で恥ずかしいことをしちゃいけないってさ。とくに自分の知り合いがいる時は気を付けろって。すっかり忘れてた」

「……そういう重要なことは、ちゃんと覚えてろ」

「気にすんな。世の中覚えることがたくさんあるから、古いことから忘れないとな」

　大きな声で笑う虎司を、太一朗はげっそりとした目付きで見た。

「……それも恥ずかしいぞ」

「俺に笑うなってか。そりゃできない相談だ。さあ、行くぞザッキー！」

　元気に歩き出すその後ろ姿から、太た一いち朗ろうは腕時計に視線を移した。午前七時五十分。一日はまだ始まったばかりだというのに、もう気力を使い果たしてしまったような気がする。

　だが彼の精神的疲労は、これからが本番だったのだ。




　何かを削る音が聞こえる。白かった刃は奇妙な粉のようなものに彩られ、その輝かがやきを失っていた。それでも刃を持つ左手は全く動きを止めることはなく、一定の調子で同じ作業を繰くり返す。大おお雑ざつ把ぱなようで、それは繊せん細さいな動きだった。また刃が動き、本来なら決して削ることのない物をまた削った。

　じわりと、赤い液体が滲にじんだ。

「あ、削り過ぎた」

　まるで鉛筆を削っているような口調で片かた倉くら優ゆう樹きは呟つぶやいた。

「……朝から何やっているんですか、片倉さん」

　出勤した直後にその光景を見た太一朗は、朝の挨あい拶さつも忘れてそう言った。

「ザッキーは間抜けだなあ。ナイフで腕の皮を削ってんだよ」

　虎とら司じの言葉は、確かに事実を指し示していた。パジャマを着たままの優樹は、六課の床に胡座あぐらをかいて座り込んでいた。右袖そでをまくって、まだ火傷やけどの痕あとが残るその腕の皮ひ膚ふを左手で持ったナイフで削っている。床に敷しかれた新聞紙の上には、その削られた皮膚が落ちていた。

「そんなもん見ればわかる」

　久しぶりに太一朗は優樹の腕を見た。彼よりはるかに細いその腕は、火傷の直後とは比べ物にならないほどに元の肌はだに近付いていた。しかしそれでも、完治したとはまだ言えない。優樹が削っていたのは、その腕に残っているやや膨ふくれ上がったどす黒い肉芽組織だった。

　優樹はその膨らみをナイフの先端で軽くつついてみせた。

「これはあたしの死んだ細胞の塊なんだな。これの下でまともな皮膚が再生してるの。放っておいてもいいんだけど、少し削ってやった方が治りが早くなるんだよ」

　優樹は少し血が付いたナイフを持ち直すと、また削り始めた。だがそれをじっと見ている太一朗の視線に気が付き、手を止める。

「見てて気持ち悪いなら、場所を変えてやるけど」

「いや、別にいいです」

　見ていて気味の悪い光景ではあった。だが、右目の空くう洞どうを見たり手首を縫ぬい合わせたりした時の衝しよう撃げきに比べれば、そう大したものではない。太一朗はそう自分に言い聞かせると、あらためて「おはようございます」と言ってから自分の席に着いた。

「ふーん、火傷した時はこうするのかあ」

　一方の虎司はというと、興きよう味み津しん々しんといった顔で優樹の正面にしゃがみ込んでその作業を見始めた。

「これは一般的な処方じゃないから、虎とらくんは真似まねしちゃ駄だ目めだよ」

「しねえって。俺おれ、団長みたいに器用じゃねえもん。手ごと切っちまいそうだ。それにしても、団長って回復力凄すげえよなあ。……あれ、昔はもっと遅くなかったっけか。抉えぐった腿もも肉にくが生えてくんのに、一ヶ月はかかってたような覚えがあっぞ」

「ああ、そうだね」

　優ゆう樹きが最近になって気が付いたことを、虎とら司じはあっさりと指摘した。優樹は、先月負った火傷やけどの完治に二か月以上かかると思っていた。ところが、まだ一か月も経たっていないのにかなりの部分が元通りになっている。顔や首の辺りには、もう全く痕あとが残っていない。怪け我がを負うたびに、再生能力が向上しているようだ。

　それは、優樹にとっては嬉うれしいことではなかったが。

「……で、どうしたの、何か用があって来たんでしょ」

「あ、それなんだけどさ……」

　そう言いながら、虎司は思い出したように膝ひざを叩たたいた。その勢いで、新聞紙にのっていた優樹の皮が数センチ宙に舞う。

「……風を起こさないように」

「へーい」

「おい相あい川かわ、片かた倉くらさんの邪じや魔まをするんじゃない」

　見かねた太た一いち朗ろうが虎司を注意する。

「邪魔してるわけじゃねーけどさあ……」

　虎司は再び優樹の腕に視線を移動させ、その膨ふくらんだ肉芽組織を人差し指で弾はじいた。

「あ、結構硬いな。こりゃ削るのが大変だ」

「そうだよ、ちょっと力の加減を間違うとこれの下で治っているまともな皮ひ膚ふも削れちゃうからね」

「だから相川、邪魔をするなって言ってるだろ」

　太一朗が再度、苛いら立だたしげに声をかけた。短時間しか付き合っていないとはいえ、虎司の性格はそこそこ把は握あくしているつもりだ。この程度の注意がきく相手には見えない。それでも、太一朗は注意せずにはいられなかった。

「いいよ、太一くん。あたしが移動すればいいんだからね。虎くん、少し待っててくれる？　急ぎの用なら、削るのを後にするけど」

「いや、そこまで急いでねーよ」

「じゃ、ちょっと削ってくるね。しばらく太一くんと遊んでいなさい」

「はーい、早く削ってくれな」

　優樹は苦笑しながら、新聞紙とナイフを持って立ち上がり出ていってしまった。

「んじゃ、ザッキーよ、何か面白いことやってくれ」

　虎とら司じは太た一いち朗ろうの正面にある優ゆう樹きの机に着くと、勝手にその机上を整理し始めた。そしてある程度片付くと、机の上に靴くつを脱いでから足を乗せる。側そばに置いてある扉とびらの歪ゆがんだ小型冷蔵庫を開け、缶かんコーヒーを二本取り出すとそのうち一本を太一朗の机の上に転がした。

「まあ飲めや」

「お前、本当に遠えん慮りよって言葉を勉強した方がいいぞ。机の上に足を乗せるな。勝手に片かた倉くらさんの缶コーヒーを飲むな」

「いーじゃん、靴は脱いだしこの冷蔵庫の中身は俺おれらの共有財産だし。見た目はでかいくせに、考え方が細かいな」

　虎司はプルトップを開けると、一気にその半分を飲んだ。

「お前が自分勝手過ぎるんだ」

「気になんのか？」

　なぜか缶の縁ふちを齧かじりながら、虎司が問う。

「普通は気になるもんだ」

「めんどくせーの……ああ、そーいやザッキーも人間だったよなあ」

「……何言ってんだ、今さら。お前、俺のことを何だと思ってたんだ？」

　見た目も中身も若いこのアヤカシは、自分のことを同類だと思っていたのだろうか。

「団長の友達だと思ってた。どーでもいいけどさ……あ、ってことはザッキーでもいいんだな。人間なんだから」

　虎司は一人で勝手に頷うなずくと、その三白眼を太一朗に向けた。

「実は今日さあ、俺初はつ詣もうでに行くんだよ」

「……はあ？　お前、今をいつだと思ってんだよ」

　太一朗は思わず聞き返す。

「五月に決まってんじゃねえか」

「普通、一月に行くだろ」

「あれ、初めて神社に行くことを初詣っていうんだろ？　俺ぁ今年まだ一度も神社に行ってないから、まだ初詣にゃ行ってないことになるよな」

「そうか？」

　そういうものだろうか。太一朗はつい真剣に考えてしまう。

「でも、何でいきなり初詣に行くことになったんだよ」

　文句を言いながらも、つい太一朗は虎司がよこしたコーヒーに手をかける。

「何でかな……ちょっと待て、思い出すから」

　虎司は五秒ほど天井を見上げ、「おお」と声を上げてから視線を戻した。

「安あん藤どうがさ、今年の連休はどこに行ったか、って俺に聞いたんだよ。んで、俺はどこにも行ってねえって答えたんだ。そういや正月もどこにも行かなかったなあって俺が言うと、安藤がじゃあ初はつ詣もうではどうしたって聞きやがる。俺おれはそんなもん行っちゃいねえっつーと、行った方がいいんじゃないかって言うんだ。ふーん、そんなもんかって俺は思ったわけよ。近所の神社でもいいのかって聞いたら、普通はでっかい所に行くもんだと安あん藤どうは言うわけだ。じゃあ明治神宮にでも行くかって思ったけど、一人で行っても面白くねえかなあって……」

「……もういいよ、お前の話は無む駄だに長いぞ。要するに安藤って子と一緒に明治神宮に行くんだな」

「そうそう、よくわかったな」

「わからない奴やつがいるもんか……それにしても、よくお前なんかと一緒に行く気になったな、安藤って子は」

「さーな、安藤も初詣してなかったんじゃねーの？」

「行く奴は正月中に行くし、行かない奴は初詣自体興きよう味みを持たないもんだ……あ」

　太一朗は、四月に一度会っただけの安藤の態度を思い出した。太一朗のことを見ようとしなかった彼女が何を見ていたのか。彼女が見ていたのが相あい川かわ虎とら司じであることに思い至った時、太一朗はやっとあの内気な女子高生がこのアヤカシに好意を持っていることに気が付いた。

「そうか、そうだったのか」

　思わず口に出した太一朗を、虎司は空からになったコーヒーの缶かんをくわえながら見た。

「どした、ザッキー」

「いや……」

　あらためて虎司の顔をしみじみと見てしまう太一朗であった。顔はどちらかというと三枚目だし、性格もいいとはいえない。自分の顔や性格は棚に上げておき、心の中で太一朗は虎司の〝人間性〟について感想を述べた。

「で、いつ行くんだ」

「今日の午後一時にモヤイ像の前で待ち合わせだ。ザッキーも行きたいか？　初詣。何なら連れてってやろうか。その代わり昼飯おごってくれ」

「誰だれがお前なんかにおごるもんか。それに相手の気持ちを考えてやれよ……ってちょっと待て、お前、まさかその格好で行くつもりか？」

「おかしいか？」

　虎司は自分の胸元を見下ろした。

「ネクタイも締しめてあるし、ワイシャツだって珍しく第一ボタンまで留めてある。胸のポケットにはしっかり生徒手帳も入ってるぞ。靴くつは一昨日おととい洗ったし、頭も体も洗った。財布の中には金とキャッシュカードが入ってる。……どっから見ても、完かん璧ぺきだ。あ、どこか汚れてるか？」

「そうじゃない、デートに学校の制服で行くなってことだよ」

「デート……ああ、男と女がどっかに行くことか。へえ、そうなのか？」

「……お前と話してると疲れるよ」

　太た一いち朗ろうはコーヒーを机の上で回しながら、ため息をついた。

「そっか？　俺おれは楽しいよ、また一つ賢かしこくなった気がするぜ」

　大きく口を開けて笑う虎とら司じを見ていると、太一朗はひどく疲れた気分になる。その時、優ゆう樹きがナイフを片手に戻ってきた。

「あ、お帰り、団長。ちゃんと削れたか？」

　優樹はナイフの柄でこりこりと白髪頭をかいた。

「それなりにね……虎くん、靴くつを脱いでも机の上に足を乗せちゃいけません」

「へーい」

　虎司はひどく素直に従うと、優樹の机から少し離れた床に座り込んだ。

「なあ、そのナイフえらく硬そうだな」

「硬いけど、それがどうかした？」

　ウェットティッシュで刃を拭ふきながら、優樹が問い返す。

「ちょっと貸してくれよ、齧かじるから」

『齧る』。それが何を意味するのか、はたで聞いている太一朗にはよくわからなかった。まさかナイフを齧るという意味ではないだろう。だから、太一朗は何も言わずに優樹と虎司を見ていた。

「とても切れ味がいいから、気を付けるんだよ」

　優樹が差し出したナイフの柄を受け取った虎司は、しばらくその刃をしげしげと見つめた。

「なあ、団長。ちょっとこれ、血ぃ臭くせぇぞ。別にいいけどさ」

　そう言ってから虎司が取った行動は、太一朗を驚おどろかせるのに充分なものだった。虎司はナイフを水平に構えると、歯でその刃を嚙かんだのだ。硬質な物が擦すれ合う、かちかちという音が室内に響ひびき渡る。

「……お前、本当にナイフ齧ってんのか？」

「虎くん、返事しなくていいから齧ってなさい」

　太一朗の疑問に、優樹が答えた。

「虎くんは、たまに硬い物を齧りたくなる性せい癖へきがあるの。でも普通の硬い物……鉄とかだと、鉄の方を嚙み砕いちゃうから、あまり意味がないんだよね」

「そうそう。何かさ、軟らかいもんばかり食ってると歯がうずうずすんだよ、『硬いもんが齧りてえ』ってさ」

　一度刃から口を離して虎司が言う。すぐに齧る作業を再開する虎司を、太一朗はあきれた目で見た。

「……つまり、猫ねこが爪つめを研ぐのと似たようなもんか」

「そう考えてもいいと思うけど……」

　ナイフが床に落ちる音が、その会話を中断させた。

「いでえーっ！　切ったあーっ！」

　虎とら司じが口の端を押さえて立ち上がっていた。手の下から、赤い血がだらだらと落ちている。腰を浮かし掛けた太た一いち朗ろうだが、優ゆう樹きは手でそれを制した。

「……虎くん、そのまま押さえて洗面所に行って、血が止まるまで舐なめてなさい」

「ふぇーい」

　太一朗から見るとそれは結構な出血に見えたが、虎司は勢いのある返事をして洗面所に姿を消した。それを見送ってから優樹は立ち上がり、彼が床に残していった血けつ痕こんを拭ふき取る。

「手伝いましょうか？　それにあいつほっといてもいいんでしょうか」

「ちょっと深そうだけど、大丈夫でしょ。しばらくご飯食べるのが辛つらいだろうけど」

　床を拭き終わると、優樹はナイフを拾い上げて同じように血を拭き取った。そしてそれを鞘さやにしまうと、何事もなかったかのようにまた席に着いた。

「いいんですか？」

　優樹の行動は、太一朗には薄はく情じように見えた。自分の友人が怪け我がをしたのだから、もう少し心配してもよさそうなものだ。

「いいって、何が」

「だから、相あい川かわの怪我ですよ」

「死ぬほどのもんじゃないよ。治るのに、そう時間はかからないって。それに、虎くんは結構冷静に対処してたから、そう本人も気にしてないと思うけど」

「あいつが、冷静、ですか？」

　優樹はやけに整せい頓とんされてしまった自分の机を見ると、新聞を取った。

「虎くんは床には血を落としたけど、制服を汚さないように手でかばってたもの。それくらい落ち着いてたってことだよ」

　そうだった。出血は派手だったが、虎司の制服には血が付いていなかった。あのがさつなアヤカシが、そこまで気を回していたことに太一朗は感心する。

「ま、心配してどうなるもんでもないから、そう気にすることじゃないよ……あたしとしては、君の顔に残っちゃった傷の方が気になるけど……」

「人相悪いですかね」

　頰ほおの傷を指でなぞってみる。

「世間の人は、顔に傷があるとそれにばかり気がいっちゃうからね。君が妙な偏見を持たれないか、ちょっと不安だよ……」

「他人が自分をどう見ようと、自分には関係ありませんよ」

　自分で言ってから、太一朗はその言葉が少しだけ間違っていることを知った。他人が自分をどう思おうと、どうでもいい。だが、『自分のことをどう思っているのか』、太一朗が気にしている人物がたった一人、目の前にいる。

　本当に、この人は自分のことをどう思っているのだろうか。

「うう～……」

　眉まゆをしかめながら、虎とら司じが洗面所から戻ってきた。もう傷口を手で押さえておらず、出血も止まっている。だが彼が切ってしまった口の端には一センチほどの赤い痕あとが残っており、結構目立っていた。

「飯が食えるかすげー不安だ……うおお、喋しやべると痛いてえ！」

「痛いんなら喋らなきゃいいだろうが」

　太た一いち朗ろうの言葉に虎司は答えず、座っている優ゆう樹きの所へと歩み寄った。

「なあ、団長。この傷目立つか？　俺おれ、これから人と会う約束してんだけど」

　虎司の傷を見つめた優樹は、机の引き出しを開けるとそこからかなり大きめの絆ばん創そう膏こうを取り出した。

「これ貼はって傷を隠して、理由を聞かれたら、適当にごまかしなさい。間違っても、事実を言っちゃいけないよ」

「おう、そうするよ。うー、やっぱ口動かすと痛えわ！」

　絆創膏を受け取った虎司は、傷口にそれを貼ると床に座り込んだ。

「喋りづらいよなあ……くー、ちょうどいい硬さのもんは久しぶりだったからな、つい調子こいてがりがり齧かじったらこれだ。俺もまだまだお間抜けさんだぜ」

　痛い痛いと強調するわりには、虎司はいつものようによく喋りよく笑った。

「まあ、制服に血が付かなかったのはよかったぜ。血ってほんと落ちにくいからなあ……」

「……相あい川かわ、用が済んだら早く帰れ」

　虎司がいると、平へい穏おんな勤務は望めそうにない。彼の行動は見ていて飽きないが、それ以上に疲れてしまう。だから太一朗は、早いところ彼に出ていって欲しかった。

「え、まだ用済んでねえよ。……あれ、俺何でここに来たんだっけ……」

　真剣に悩み始めた虎司に、優樹が助け舟を出した。

「今日は人と一対一で会うから、その時に気を付けないといけないことをあたしに聞きに来たんじゃないのかな？」

　虎司の制服の着方を見れば、彼が多少は格好に気を遣っているのが一目でわかる。こういう時は、彼が人間と『私的』に会う時であることを優樹は知っていた。

「そーそー、それだよそれ！　さすが団長だ！」

　一人で手を打って感心すると、虎司は床に寝そべりながら優樹を見上げた。

「制服が汚れるよ」

「だって、ここの床綺き麗れいじゃん。綺麗な床を見ると俺は寝たくなるんだよなあ……んで、団長。俺は今日、安あん藤どうと初はつ詣もうでに行くんだけど、やったらいけないことって何だろうな？」

「……道の真ん中で笑ったり歌ったり叫んだりするな」

　太た一いち朗ろうが、つい口を挟はさんでしまった。

「お、さすがザッキー、人間の習性には詳しいんだな」

「習性じゃない、常識だ」

「似たようなもんだろ。だいたいその『常識』ってのが難しいんだ。電車だの自動車だのの屋根の上に乗っちゃいけないって常識に俺おれが慣れるのに、どれだけかかったと思ってんだ？」

「そりゃ、常識以前の問題だ」

「それはさておき……」

　優ゆう樹きが二人の会話を中断させた。

「虎とらくん、太一くんの言ってることは正しいよ。とくに安あん藤どうさんはああいう性格だから、『ああ、恥ずかしいな』って思っても虎くんのことを注意できないだろうし、気を付けるんだよ」

「へーい。ったく、人って何で見ず知らずの他人の目まで気にするんだろうな？　てめーのやりたいことやりゃいーじゃん」

「それをやると、世の中はうまくいかないんだよ」

「ふーん、そんなもんか……他ほかには何かあるかな？」

「もし食事をすることになったら、野菜を残さないこと」

　虎とら司じの悲しそうな表情を、太一朗はこの時初めて見た。

「えー、嫌いやだよ！　俺、基本は肉食だもん」

「ケーキやトーストは食うくせに……」

「それはそれ、これはこれだ。あれは入るところが別なんだよ。……だいたい、俺は野菜って奴やつは体が受け付けないんだ。とくに生野菜は駄だ目めだ。その中でも、トマトとセロリとレタスときゅうりは許せん！」

　なぜか、虎司は両手を掲げて振るわせた。

「トマトソースのパスタは平気なのにね」

「生じゃなければいいんだ。生で食っていい物なんて肉だけだ！」

　力説する虎司を見て、優樹は「やれやれ」と言った様子で言葉を続けた。

「で、ご飯食べたら割り勘でね」

「そりゃ大丈夫だ、俺が遠えん慮りよなくたかるのは団長くらいだからな」

「威張るな、それに普通は男がおごるもんじゃないか？」

「え、そういうもんなのか？　俺ぁ知らねえぞ」

「まあ、とにかく……」

　こんな調子で、三人の会話は続いていった。虎司がそれなりに人の常識を理解して去っていったのは午前十一時を過ぎた頃ころだった。




「……ああ、疲れた……」

　思わず口に出して太た一いち朗ろうは呟つぶやいてしまった。

「これで、虎とらくんも色々と覚えてくれればいいんだけど……忘れっぽいからね、あの子は。安あん藤どうさんも大変だろうけど、彼女もその辺りは覚悟してるんじゃないかな」

　自分の席を離れて、優ゆう樹きはソファーに腰掛けて新聞を読んでいる。だいぶ暖かいのに紺色の半はん纏てんをパジャマの上から羽は織おっていた。

「まだ、調子悪いんですか」

「まあね、胸や腹はまだ火傷やけどの痕あとがひどいから」

　四月に起きた、謎なぞの少年との戦い。あれはいったい何だったのか、今でも太一朗は知らない。きっと優樹にもわからないだろうし、それにもうどうでもよかった。

　優樹が無事に生き延びたのだから。太一朗はそう素直に思えるようになった。

　ここ最近は、怪け我がの回復に専念する優樹を見ているだけだった。会話も決して多かったとは言えない。だが、そうやって優樹を見ていて、太一朗はやっと自分の気持ちがわかったような気がした。

　上司への尊敬や、仕事仲間への友情とは一線を画した感情。ただ漠ばく然ぜんとした好意ではなく。

　片かた倉くら優樹という女性に、山やま崎ざき太一朗は恋をしていた。

　その理由までは、太一朗にはよくわからなかった。異様な事件と平へい穏おんな時間を共有し、嫌きらいになれる要素もたくさん見付けた。そして、それ以上に惹ひき付けられた。

　出向が終われば、もう毎日顔を合わせることはできなくなる。だから、六月になるまでに現在の関係から一歩くらいは進みたかった。

「君の出向もそろそろ終わるね」

　優樹が新聞を手にしたまま、顔だけを太一朗の方に向けた。

「色々あったわけだけど……この経験を生かしてこれからも頑がん張ばるんだよ」

「はあ、そうですね」

　返事をしながらも、その言葉に太一朗は少し不満を持った。自分がここを去ることについて、優樹は何の感傷も抱いていないのだろうか。だが、それを言葉に出して聞くことは太一朗にはできなかった。

「もう、会えなくなるんですかね」

　太一朗がそう言ったのは、優樹に「そんなことはない」と否定して欲しかったからだ。それに対する優樹の言葉はひどくあっさりとしていた。

「どうだろうね？　まあ友達なんだから二度と会えないってことはないでしょ。年に二回はＥＡＴとの合同訓練もあることだし」

（つまり、俺おれに自分から会おうって気は全然ないんだな……）

　太一朗は、大おお田たが以前に言っていたことを思い出した。優樹は友人に対しても線を引く、と。歩み寄ってくる友人は受け入れるが、自分からは決して近付こうとはしない。だから三年もの間、自分から友人たちに連絡を取ることをしなかったのだろう。

　そうなると、太た一いち朗ろうの方からその『線』を踏み越えるしかないのだろうか。

「寂しくなるけど、仕方ないね。世の中、出会いがあって別れがあるわけだし」

　優ゆう樹きの無む頓とん着ちやくぶりは太一朗を悲しませるのに充分な要素であったが、それでも彼はどうにか会話を続けようと努力した。

「あの……少し思ったんですけど」

「うん」

「優樹さんは、あの相あい川かわと安あん藤どうって子の仲についてはどう考えているんですか？」

　安藤が虎とら司じのことを好きだということに自分でさえ気が付いたのだから、観察力に優れた優樹がわからないはずはない。そう前提した上での質問だった。

「虎くんが卒業したら、それで終わるだろうよ」

　返ってきた答えは、やはりあっさりとしていた。

「安藤さんはかわいそうだけど、十代のよき思い出としてもらうしかないよ。アヤカシと人間の関係ってのは、そんなもんだからね」

「どうして、そう思うんですか」

　優樹は、自分との関係についてもそう思っているのだろうか。

「虎くんがアヤカシだって知ったら、安藤さんもちょっと引くだろうし、人間として付き合うには虎くんは異常過ぎるもの」

「じゃ、安藤さんが相川のことをアヤカシだって知っても好きだったらどうなるんでしょう」

　太一朗の様子がずいぶんと真剣なことを知った優樹は、持っていた新聞を畳んで太一朗と向き合うために体の向きを変えた。アヤカシと人間との関係は、優樹は〝現実〟を体験しているせいで淡々とした物言いをしてしまう。その点については、優樹はリアリストであった。それが太一朗には気に入らなかったのだろうか。

　優樹が振り返った時、太一朗は真っ直すぐにこちらを見ていた。その瞳ひとみはあまりにも強烈な光と静かな激情を放っていたため、優樹は目を逸そらしてしまった。

「ずいぶんとあの二人のことを気にするんだね……どうしたのかな？」

　優樹は人の心情に聡さとい。だがそれは、あくまで優樹の理解できる範はん囲いだ。だから、太一朗が何を思って虎司の人間関係を気にするのかが理解できなかった。

「だって、安藤さんがかわいそうじゃないですか。相川のどこが好きなのかは知りませんが、あの子は好きなんだろうし、相川も嫌きらいじゃないみたいだし、それが人間とアヤカシだからって理由だけで……」

「その理由だけで充分だと思うけどね」

　自分の言葉がひどく冷めているように優樹は感じたが、それが現実である以上はどうしようもない。

「……でも……」

「寝るわ、あたし。帰る時は戸と締じまりしておいてね」

　それだけ言い残すと、優ゆう樹きは立ち上がって宿直室に入ってしまった。

　太た一いち朗ろうにはそれを引き止めることができなかった。この話題を好まなかったから逃げたのだろうが、優樹が怪け我が人であることもまた事実だ。休息が必要なのだろうと思うと、無理には止められない。それくらいの思し慮りよは太一朗にもあった。

（俺おれたちの関係って、いったい何なんだろう……）

　太一朗は自分の大きな掌てのひらを見た。いつの間にか汗をかいていたその手を、太一朗は強く握り締めた。




　宿直室に入った優樹は、そのまま寝ずに畳の上に座り込んだ。太一朗が何を考えているのか、優樹にはよくわからなかった。ただ太一朗が苛いら立だち、悲しんでいるような気はした。

　彼は、自分との別れが悲しいのだろうか。それに対して自分が何も言わないことに苛立っているのだろうか。

　そんなことはないだろう、と優樹は思っていた。優樹は太一朗のことを信頼し、自分の数少ない友人たちの中でも多少は特異な存在だと自覚している。だがそれはあくまで優樹の心情であり、太一朗がどう思っているかは想像ができない。ただ嫌きらっていないことだけは読み取れた。

　それでよかった。ただ嫌われていないだけで、優樹は幸せだった。

　だが。もしも太一朗が自分のことが好きだったら。

　それはひどく恐ろしいことではないだろうか？

　優樹にとって、人間には嫌われることが当たり前だった。好かれたことなどない。

（ああ……そうじゃなかったっけ……）

　優樹は自分の左手首を、右手で握り締めた。




　一方、相あい川かわ虎とら司じと安あん藤どう希のぞみはその後どうなったかというと。

「うおお！　賽さい銭せん箱って中身が見えねえようになってんのな、すっげえ不思議だ！　あ、あそこに一円玉が引っ掛かってやがる。賽銭箱揺らしたら、落ちっかなあ……。でも、これ盗まれねえのかなあ。……おお安藤、入れんのか？　余計な金遺ってんような気がすんのは俺おれだけか？　幾ら入れるんだ？　って口が痛えよー！　」

「ご、五円……相川くん、唇くちびる、大丈夫？」

「うわっ、何て中途半端な金額入れるんだ！　せめて十円にしてやれよ。百円は、ちょっと惜しいかなって思うけどさあ……あ、俺も五円入れりゃ二人合わせて十円か……って、五円がねえ！　でも一円が五枚あるから、入れてやろうっと。あ、ところでさ安藤、お前も初はつ詣もうでまだだったのか？」

「え、一月に行ったけど……相あい川かわくん……声が大きいと思う……」

　それなりに楽しい時間を二人とも過ごせた、らしい。




　翌日、優ゆう樹きは午前十時に目を覚ました。最近は十二時間近い睡眠をとっている。常人と比較しても睡眠過多である。だが彼女にとってはこれが怪け我がを治すもっとも確実な方法だ。布団の中でしばらくぼんやりした後、パジャマの裾すそをめくって腹部の火傷やけどの具合を確かめる。硬化した醜みにくい皮ひ膚ふの凹おう凸とつが目に入った。撫なでてみるとざらざらとした手触りがする。この傷が消えるのはもう少し先のことだろう。

　優樹はゆっくりと立ち上がると、大きく伸びをしてから宿直室を出た。日曜日は、太た一いち朗ろうは出勤してこない。だから優樹はパジャマの上に半はん纏てんを引っ掛けて、寝ね癖ぐせも直していなかった。

（………………）

　とくに感覚の拡大をしたわけではないが、優樹はすぐに自分以外の生物がいることに気が付いた。ハンガーに、太一朗の背広がかかっていたからだ。今日が日曜日であることと、最近太一朗が背広を着ていないことを思い返しながら、優樹は朝刊を取りに行こうとした。だが自分の机の横を通りかかった時に、朝刊がそこにあるのに気が付いたため手間が省けた。

　朝刊を手に取った時、台所へと続く扉とびらが開いて太一朗が顔を出した。

「おはようございます」

「……おはよう」

　その後に何と言おうか、優樹は頭の寝癖を押さえながら少し考える。

「朝ご飯、できてますよ。顔を洗って寝癖直してください」

「はあ……」

　なぜ太一朗がここで朝食を作っているのだろう。優樹が考えている間に、太一朗は台所に戻ってしまった。さて、自分はいったいどうすればいいのだろうか。朝刊を持ったまま、優樹は活性化しない頭を撫でた。結局優樹は、太一朗に言われた通りに顔を洗い、櫛くしで髪をとかした。

　それが終わると、冷蔵庫からビールを取り出してソファーに座り新聞を読むという、いつもと全く同じ行動を取った。やっと頭脳がしっかりと働き始めた頃ころ、太一朗が再び台所から出てきた。今度は盆を持っている。

「生なま鮭じやけを焼いたんですけど、醬しよう油ゆはかけますか？」

「いい……」

　太一朗が持ってきたのは、炊きたてらしいご飯に大根と油揚げの味み噌そ汁、生鮭、卵焼き、白菜の漬け物、そしてほうれんそうの卵とじだった。

「納豆と生卵、どっちかご飯にかけます？　海苔のりもありますけど」

「いや、それはいいんだけど……どうして朝ご飯作ってくれるの？　それに今日は日曜だよ」

「日曜が休みだなんて決めた覚えはありません……最近飯食べてないじゃないですか。そんなんじゃ怪け我がが治りませんよ」

　優ゆう樹きにとって睡眠と食事を比較すると、間違いなく前者の方が重要度は高い。食事をとるよりも寝た方が、怪我を治すにははるかに効率がいいのだ。だからここ最近は必要最低限の食事しかとっていない。それも太た一いち朗ろうのいない時間帯に食べているので、彼はしばらく優樹の食事風景を見ていなかった。だから、心配されてしまったのだろうか。優樹がそんなことを考えているうちに太一朗は自分の分を運んできて、

「いただきます」

　と言ってから食べ始めた。優樹はしばらくビールをちびちび飲んでいたが、それを飲み終わった時点でやっと箸はしを持った。

「……いただきます」

　味み噌そ汁が優樹の舌には少々濃こく、卵焼きの味はやや甘かったが、そんなことはどうでもいいほどにその食事は美味うまかった。なぜこれほど美味おいしく感じるのか不思議なほどに。

　二人が別れの前に一緒に食事をしたのは、これが最後であった。




　太一朗が優樹の朝食を作ろうと思ったのは、ただの気まぐれではなかった。彼はこの日、一大決心をしてこの捜査第六課分署に足を踏み入れていた。太一朗は間違いなく勇敢であったし、何かをやろうとしてためらうことなど滅めつ多たになかった。それでも、彼がこの決心をするのに結構な時間を要した。朝食を作るという行動は、普段は休んでいる日曜日という日に来る口実に過ぎない。もっとも、優樹がろくに食事をとってないことは太一朗も気が付いていたが。

　後片付けを手伝おうとする優樹を押しとどめ、一人台所に立ちながら、太一朗は一いつ瞬しゆんだけ自分がひどく馬ば鹿かなことをしているような気分になった。

　そこそこ料理ができるとはいえ、自分以外のために作ったことなどなかったのだから。

（俺おれは、いったい何を考えているんだろう……）

　食器を洗いながら、太一朗は普段は全く考えもしないことを考えていた。




　食後のお茶を飲みながら、優樹もまた『太一朗がいったい何を考えているのか』を読み取ろうとしていた。だが、すぐにその思考をやめて天井を見上げた。

「傷の具合は悪くないですか？」

　台所から戻ってきた太一朗は、優樹の正面のソファーに座った。優樹はその方を見ず、天井を見つめ続ける。

「悪くはないかな」

　胸の下部をパジャマの上から触ってみる。手刀を突き込まれ、さらにその傷口は爆ばく発はつのエネルギーの直ちよく撃げきを受けた。傷の中で、もっとも治りが遅い箇所だ。痛みそのものは無視できるが、その手触りは正常な皮ひ膚ふとはほど遠かった。

「じゃあ、代よ々よ木ぎ公園に散歩にでも行きませんか？」

「はい？」

　なぜか優ゆう樹きは丁寧な返事をしてしまった。

「たまには太陽の下を歩くのもいいと思うんですけど」

　優樹は窓の外へと視線を向けた。

「今日は曇くもってる……それに時々屋上で日光浴してる。……ああ、そういえば紫外線対策ってしてなかったっけ……日光浴って体に悪いのかな……今度調べよう、うん」

「いや、そうじゃなくて……」

　困ったように腕を組み、太た一いち朗ろうは先ほどの優樹と同じように天井を見上げた。

「こもってばかりいると、精神衛生上よくないですよ……たぶん」

　まるで、今思い付いたような太一朗の言葉だった。

「まあ……それは事実かな……」

　歩かなくても足が萎なえたりはしないが、それでも少しは動かした方がいいかもしれない。

「じゃ、着替えたらちょっと出掛けてくる……留守番よろしく」

「え……あ……と……自分もご一緒しますよ」

　立ち上がる優樹を見て、慌てたように太一朗も立つ。

「え、何で？」

　問い返す優樹に、太一朗は言葉が詰まる。

「いやあ……自分も散歩したい気分だな……と……」

　どこかわざとらしい太一朗の態度を優樹は不思議に思ったが、それ以上の追及はやめておくことにした。退屈嫌ぎらいの彼に留守番を頼むことが、間違っているのだろう。

「わかったよ、一緒に行こうか……歯、磨みがいてくるね」

　のんびりとした動作で洗面所に行く優樹を見送ってから、太一朗は息を吐くとハンガーに近寄って背広を取った。思えば三月一日にここに来た時も、初めて優樹と飲みに行った時もこの背広を着ていた。面倒だったので最近は着ていなかったが、今日は久しぶりに袖そでを通した。

　今日は、彼にとって特別な日にしたかった。




　優樹は相変わらず冬の服装だった。暖かい色のハーフコートと帽子、手袋など、五月となった今の季節には全く合っていない。明治通りを歩く数え切れない人々の中で、もっとも厚着をしているのは優樹であっただろう。とくにコートは完全に冬用である。このハーフコートは数年前に買ったものだが、内側に少量ではあるが血の染みが付いてしまったので簞たん笥すの奥に放置してあったのだ。いざという時に着る機会があるかと取ってあったが、本当にそんな時が来るとは優樹も思っていなかった。

「暑くないですか？」

　歩く時に優ゆう樹きと合わせるのはすっかり慣れたが、今日の彼女は普段以上に歩みが遅かった。それでも太た一いち朗ろうは、すぐにその歩調に合わせるために努力を始めた。日曜の渋しぶ谷やはただでさえ人が多いため、少々歩きづらい。だが人とぶつからずに歩く術すべを、二人は知っていた。

「君の方こそ、珍しくワイシャツとネクタイだね。何かあるの？」

「ええ、まあ……」

　太一朗は優樹の手を見た。暖かそうな手袋をした小さな手に握られているのは、傘かさであった。優樹はそれを地面に突きながら歩いている。

「歩くの、辛つらいんですか」

　無理を言って散歩に連れ出したのは、悪かったかもしれない。太一朗にしては珍しく、素直に反省した。やはり後悔はしていなかったが。

「そうでもないよ、雨が降るんじゃないかな、と思っただけ。新聞では降水確率三十パーセントとか書いてあったし」

「三割なら、降らない確率は七割ですよ」

「そりゃそうだけど、降る確率はゼロじゃないんだよ？　二割ならともかく、三割ならあたしは傘を持つね」

「意外と心配性なんですね」

「そうかな……」

　優樹が傘を持っているのは、雨に備えたものではない。主目的は、杖つえ代わりにすることだった。外傷でもっとも深いのは胸だと思っていたが、神経系もまた深刻なダメージを受けていた。

　三月下旬に起きたある事件で、優樹は大量の血を失い神経融合ブレイクや筋量増幅ブーストという神経に多大な負荷をかける能力を連発した。その傷が完全に癒いえていない状態で、またも大きな傷を負った。

　蓄積した傷は、間違いなく優樹の体を蝕むしばんでいた。

　傘を突いて歩くと、格段に楽だ。体重の全すべてを足にかけないで済む。足の火傷やけどはほぼ治っているのだが、傷はその内部にある神経に残っていた。六課分署内での歩行や階段の昇降くらいならさして負担もないが、代よ々よ木ぎ公園まで歩くのは少々辛い。

「やっぱり日曜日の渋谷は人が多いね……どこにこんなに人がいたんだろうね？」

　全く辛そうな顔も見せずに、優樹はゆっくりと歩き続ける。

「何か、相あい川かわと同じようなこと言ってますね」

　太一朗は、優樹が突いている傘の先端を見ながら答えた。態度に出なくとも、傘にどれくらいの体重をかけているかは見ればわかる。

「肩でも貸しましょうか」

「何で？　あたしは元気だよ。それに……」

　優樹は太一朗を見上げた。

「君の肩を借りると、あたしが地面から浮かないといけなくなるでしょうが」

　身長差がありすぎる二人が、肩や腕を組むのは不可能に近い。優ゆう樹きは、もっと前からそのことに気が付いていたが。ついでに余計なことも思い出してしまう。

「ああ、そうだった……君を背負うのは大変だったなあ……」

「そんなことありましたっけ」

「三月二十五日の夜のこと。酔った君を引き摺ずって帰った。君は大きい上に体格もいいから、背負えないんだよね」

「そうですか、それはすいませんでした」

　今度は自分が背負おうか。そう提案しようかと思った太た一いち朗ろうだが、結局やめてしまった。優樹が自分を背負うのと、自分が優樹を背負うのとは訳が違いすぎる。

「まあいいけどね……過ぎたことだし。でも、他ほかの人の前では気を付けるんだよ。普通の人が持ち上げるには、君は重すぎるんだからね。……ああ、また思い出した……赤あか川がわさんの方がもっと重かった……」

「え、隊長を背負ったことがあるんですか？」

　太一朗の本来の上司である緊急捕ほ縛ばく部隊長の赤川は、太一朗以上の身長と体格を誇る。彼を背負うのは、確かに大変だろう。

「どうしてそんなことになったんです？」

「細かいシチュエーションは、言えないな。赤川さんもあの頃ころは若かったし」

　かつて一度だけ、優樹は赤川と酒を飲んだことがある。あの時の赤川のことは、あまり思い出したくない。それに詳しく話すと赤川の威信に関かかわる。それほどのひどい出来事だった。

「お酒は美味おいしく飲もうね……」

「はあ……？」

　いきなりの優樹の言葉に、間の抜けた返事をする太一朗であった。




　代よ々よ木ぎ公園は、ただのんびりと散歩をするのにふさわしい場所ではある。ただ日曜日ともなると多くの人がそう考えてしまうために、結果的には多くの人間がいる閑散とは無む縁えんの場所になってしまっていた。多少の天候の悪さは、人の出足にあまり影えい響きようを与えていないらしい。

「やっぱり人が多いね……」

　木々に挟はさまれた道を歩きながら、優樹が言う。

「花見の時に来たかったです」

　この公園には、ソメイヨシノが六百本以上ある。四月には花見客で賑にぎわったが、五月となった今ではただの青々と茂る木でしかない。

「桜はね……嫌きらいってわけじゃないけど、空うつろ木ぎさんを思い出すからねえ……それにたいてい人が周りにたくさんいるでしょ。そういう桜は嫌いやだな」

「それって、人込みが嫌きらいってことですか？」

「さあ、どうだろうね……」

　優ゆう樹きは花見が嫌いなわけではなく、ただ人込みが嫌いなのだろうと太た一いち朗ろうは解釈することにした。しかし、あの無気力なアヤカシの名前がどうしてここで出てくるのか、少し不思議だ。

「……この公園はね、色々なことがあったんだよ」

　先ほどよりも歩調を落とす優樹に、太一朗も合わせる。優樹は一歩踏み出すのに、たっぷり一秒はかけていた。

「一度だけ花見をやったのも、夏か純すみちゃんが火事を起こしそうになったのも、ここだった……」

「クロフォードの奴やつと戦ったのは、隣となりの競技場でしたね」

「そうだね、元気でやってるかな」

「あんな吸血鬼、元気じゃなくてもいいです」

　二人が三月の下旬に出会った吸血鬼、フレデリック・アシュトン・クロフォードとの戦いは、今となっては思い出の一つだ。

「そうかな？」

　苦笑いする優樹を見下ろして、やっと太一朗は気が付いた。優樹の歩みは本当に遅いが、それでもよく喋しやべっている。六課からこの代よ々よ木ぎ公園まで一キロはないが、優樹の足には辛つらかったのではないか。優樹が陽気に喋っているのでわからなかった。なぜこんな簡単なことに気が付かなかったのか。

　優樹が誰だれであろうと弱みを他人に見せたがらない性格であることは、知っていたはずなのに。

「……その辺りで小休止をとりましょう」

　太一朗は優樹に「疲れてませんか？」と聞きそうになるのを慌てて訂正した。そう問えば、優樹が「疲れていない」と答えるのはわかりきったことだ。太一朗にしては非常に珍しい、他人の体と心情を気遣った行動だった。

「ああ、そうだね……」

　そんな太一朗の意図に、優樹も気が付いていた。別に優樹は疲れていたわけではない。ただしっかりと地面を踏み締しめて足裏の神経を刺激してやっていたのだ。そうすることで、中枢からもっとも離れた足の神経が『死んでいない』ことを確認できる。そのために普段より歩みが遅かったのだが、太一朗にはそれが疲れているように見えたのだろう。

　その太一朗の心遣いを無む駄だにしないため、優樹は休むことに同意することにしたのだ。

「でも、ベンチはあるけど全部誰か座ってるよ」

　優樹の言う通り、今まで二人が見てきたベンチには必ず誰かに占領されていた。カップルや家族連れはともかく、寝ている奴やつは引き摺ずり落としてやろうかと一いつ瞬しゆん物ぶつ騒そうなことを考えた太一朗であった。

「誰だれかが座っててもいいんですよ。優ゆう樹きさんが座る場所があれば……ちょっと行ってきます」

　ベンチの隅だけでもスペースがあれば、自分は立っていればいい。そう考えた太た一いち朗ろうは優樹の側そばを離れ、十代らしい男と女が座っているベンチに歩み寄った。その二人はベンチのほぼ中央に座っており、端に寄ってもらえば優樹が座ることくらい簡単にできる。

「すいません……」

　肩を組んで何やら談笑している二人に、太一朗は丁寧に話し掛けた。だがそれだけで、その二人は怖いものを見たような表情を浮かべた。男の方が女の手を取ると、二人は何も言わずにベンチから立ち上がり足早にその場を去ってしまう。

「………………」

　結果としてはちょうどよかったのだが、腹が立ってしまう太一朗であった。

「そんな、怖い顔で行くからだよ」

　やや離れた所から一部始終を見ていた優樹は、苦笑しながら近付いてきた。

「……自分って怖いですかね」

「そうだね。身長高いし、筋肉付いてるし、顔に傷あるし。それで笑わないと、かなり怖い人に見えるかも。それに、髪で隠れてるけどこめかみの傷も見えるともっと怖いんじゃないかな……しかたないよ、人はまず見た目から入るもの」

　優樹は、空いたベンチを見下ろした。

「せっかく君がどかしてくれたんだから、ありがたく座らせてもらおうか……どっこらしょ」

　年寄り臭い掛け声と共に、優樹はベンチに座った。

「そう気にするもんじゃないよ、役に立ったんだから。何事もよい方向に考えればいいんじゃないかな……座れば？」

　立ったままの太一朗に声をかける。

「はい……」

　優樹から四十センチほど離れた場所に太一朗が腰を下ろす。優樹を横目で見ると、彼女は傘かさを地面に突き、うなだれたように足元の土を見ていた。顔色はそう悪いようには見えないが、表情はどこか硬い。

　太一朗はそんな優樹とは対照的に、腕を組んで空を見上げた。話したいことも聞きたいことも色々ある。だが、それだけが彼の求めているものではない。彼は優樹とこうして共にいられるだけでもそれなりに幸せだった。

　そう、『それなり』にだった。優樹はこの現状に満足し、それ以上のものなど望んでいなかった。だが太一朗は違う。彼は常に前進し、停滞を嫌きらう。貪どん欲よくなまでに、自分の求めるものを手に入れようとする。

　片かく倉くら優樹という二重雑種ダブルブリツドと山やま崎ざき太一朗という人間は、あまりにも違いすぎた。違うからこそ、二人はお互いに好意を持つに至ったのかもしれない。

　だがその好意の『質』は擦すれ違っており。

　二人の溝をより確実なものとしていた。




　灰色の雲が空を流れていくのを見て、太た一いち朗ろうは優ゆう樹きの傘かさが役に立ちそうな気がした。

「雨、降るかもしれませんね」

　ベンチに座って約一時間後、背もたれに腕を乗せてややだらしない格好で空を見ていた太一朗は、久しぶりに声を発して優樹の方に顔を向けた。優樹は座った時と全く同じポーズをとっている。ただ目を閉じていることだけが、一時間前との唯一の違いだった。

「うん」
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　短い返答があったおかげで、太一朗は優樹が寝ていないことを確認することができた。太一朗が姿勢を直ただして太い首をぐるりと回した時、その首筋に水滴が落ちた。やはり降ってきたようだ。歩道を歩く準備のよい人々は傘をさす用意を始め、それ以外の人たちは空を見上げて心なしか歩調を速める。

　降り始めたばかりのため雨足はまだ弱いが、これからどうなるかはわからない。太一朗が何か言おうとする前に、優樹が動いた。地面に突いていた傘を太一朗の方へ差し出す。思わず受け取ってしまった後で、太一朗は優樹を見る。

　体を支える傘を手放した優樹は、肘ひじを膝ひざの上に置き、やや前傾姿勢になっていた。それでも相変わらず下を見ており、動こうとはしない。

「先、帰ってて。あたしはまだここにいたい気分だから」

「自分が傘かさ持って帰ったら、優ゆう樹きさんが濡ぬれるじゃないですか」

　太た一いち朗ろうは傘を開くと、優樹の方に傾けた。彼の体半分以上は傘からはみ出てしまうが、そう気にもならない。

「……太一くんは、気が付かないのかな？」

「何が、ですか？」

「この場所がどこか」

「どこって代よ々よ木ぎ公園の中ですよ」

　あらためて周囲を見回す太一朗だが、そこに変わったものなど何もない。都会の真ん中で人の心を和ませる緑に生い茂ったたくさんの木々。足早に行き交う渋しぶ谷やの人々。

「…………あ」

　本当に小さな声を上げて、太一朗はやっと思い出した。広い代々木公園の一角、この場所に優樹も太一朗も来たことがあるのだ。忘れもしない三月九日の深夜に。

　ここで、一人の二重雑種ダブルブリツドが死んだのだ。

「まだ、気にしてるんですか」

　殺人鬼高たか橋はし幸こう児じの死因を、太一朗は心不全と聞いている。彼の境遇とやらに同情することもできるが、そのことをいつまでも気にする優樹を見るのは面白くない。あんな男のことで、優樹がいつまでも心を痛ませなくともいいはずだ。

「……よく思い出すよ、彼のことは。彼が間違えた原因は何なのかなとか、助かる方法はなかったのかなとか……」

「あんな奴やつ、死んだ方がよかったんですよ」

　今まで言えなかったことを、太一朗は初めて口にした。彼は優樹が引いている『線』を、この時踏み越えたのだ。優樹の反論を覚悟しての言葉だったが、彼女は微動だにもせず太一朗の言葉を肯定も否定もしなかった。

「……そうかもしれないね」

　口ではそう言ったが、優樹の内心の考えは違っていた。たとえ彼が非道な解剖を施されても、たとえ彼が自分を殺そうとしても。

　高橋幸児に生きていて欲しかった。その理由はただ一つ。彼が自分と同じダブルブリッドであるから、ただそれだけであった。

　その願望と理由がいかに傲ごう慢まんで惨むごたらしいことか、優樹は知っている。だからこそ、そう思う自分自身を嫌けん悪おし、否定したくなるのだ。

　その優樹の態度は、太一朗にとってはひどく煮え切らないものに見えた。そして、今日は優樹に対して自分の本音を言おうと思った。

「どうしてあなたは、そうやってこの会話を止まらせてしまうんですか？」

　優ゆう樹きの肩がほんの一いつ瞬しゆんだけ震ふるえた。太た一いち朗ろうの『あんな奴やつ、死んだ方がよかった』という言葉を全すべて否定してしまえば、その理由を話すきっかけが生まれてしまう。だから優樹は『そうかもしれない』という曖あい昧まいな表現を使うことで、この話題を終わらせようとしたのだ。

「……別に責めているわけじゃないです。忘れてたとはいえ、こういう因いん縁ねんのある場所に優樹さんを連れてきた自分も悪いとは思います。でも、あいつのことを気にしていったい何になるんですか。それでも気になるんなら、誰だれかにぶちまければいいじゃないですか。自分が信用できないなら、大おお田たなり隊長なりに言った方がいいです！」

　喋しやべっているうちに興こう奮ふんしてきた太一朗の声は、次第に熱を帯びて大きくなっていった。そんな太一朗の口調にも、優樹は一回だけ手を握り締しめただけで何も言い返さなかった。太一朗の方に顔を向けず、無表情に地面を見ている。

　雨は、やや強くなり始めて傘かさからはみ出している太一朗の肩を濡ぬらした。

「優樹さん……」

「誰かに言ったら」

　雨が地面をうがつ音の中、静かな優樹の声が太一朗の耳に飛び込んできた。

「誰かに言ったら、どうなるのかな」

　その声はひどく冷たく聞こえたが、それでも太一朗は言い返した。

「楽には、なりませんか？」

「そうかな？」

　優樹は少しだけ顔を上げたが、やはり太一朗の方を見ようとはしない。

「……きっと」

「そう、かもしれないね」

　またも曖昧な返事をした優樹は、やけに自じ嘲ちようじみた笑いを口元に浮かべた。それはひどく寂しそうで、今にも消えてしまいそうな笑いであった。

「で、あたしはいったい何を言えばいいんだろうね？」

　そうあらためて聞き返されると、太一朗も困ってしまう。

「……高たか橋はし幸こう児じのことをどう思っているんですか？」

　迷った末に、太一朗はそう言った。単に太一朗が聞きたいだけのことだったが。

「嫌きらいだよ。……初めて会った時からね」

　その表情も口ぶりも、どこか平坦で抑揚がなかった。

「……それだけ、ですか？」

「それだけ、じゃないと思う……嫌いだけど、憎むことはできない。死んでしまったけど忘れることはできない。忘れられないと……彼の生と死はいったい何だったんだろうって考える。そう考えると、今度は自分のことを考える……。そして自分のことを考えると、嫌いやで嫌でたまらなくなる……。自分のことを嫌きらいになると……」

　優ゆう樹きは、そこで言葉を切った。そして勢いよく顔を上げると、笑って太た一いち朗ろうを見た。その笑いは先ほどとはうって変わって、やけに明るいものだった。

「うーん、駄だ目めだな。全然楽にならないよ。君は正直だけど噓うそつきだね」

　そう言うと、優樹は首の裏を右手で叩たたいた。そして左手首の時計を見る。

「もうこんな時間なんだねえ……そろそろ帰ろうか」

「……そうやって、あなたは陽気なふりをして、俺おれと自分自身をごまかしているんですね」

　優樹の明るさとは対照的に、太一朗はひどく押し殺した低い声でゆっくりを言葉を区切った。表情はひどくこわばって震ふるえており、その双そう眸ぼうには恐ろしいまでの怒気が込められている。がり、と彼が口の中で歯列をずらした音が、優樹にも聞こえるほどだった。

　雨の雫しずくが二筋、彼の頰ほおをつたった。

「俺にあなたの本音を聞く資格はないかもしれません……でも一つ確かなことがあります。あなたがあなた自身を嫌う理由なんかありませんよ」

「誰だれかが誰かを嫌うのに、理由なんかいらないよ」

　太一朗の言葉にも、優樹は軽い口調で返した。

「なら……」

　傘かさを優樹の方にさしかけながら、太一朗が立ち上がる。

「人が人を好きになるのにも、理由はいりません」

「……そう、なのかな？」

　優樹はのろのろと顔を上げて、太一朗の顔を見た。彼が何を意図してそんなことを言い出したのか、理解できない。

「俺は……」

　両方の拳こぶしを力強く握り締しめると、太一朗は一言一言を区切るように言葉を搾しぼり出した。

　短いようで長かったこの二か月近い時間の中で、太一朗が見付けた心の真実を。

「俺は、あなたが……片かた倉くら優樹さんのことが、好きです」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、強い風が二人の間を駆け抜けていった。




『好き』と家族以外の『人間』に言われたことは、一度だけあった。

　しかしその記き憶おくは、ひどく苦いものでしかない。

　だから、思い出さないようにしていた。

　嫌わないでほしい。

　ただ、それだけ。

　それだけでよかったのだ。




　優ゆう樹きは太た一いち朗ろうの顔から目を逸そらし、長く長く息を吐いた。そしてたっぷり三十秒を過ぎた後、一言の疑問を発した。

「それで？」

　あまりにも素っ気ないその言葉に、優樹の返事を待っていた太一朗はたじろいだ。

「……それでって言われても……」

　ただ『好きだ』と言うその言葉に全すべての気力を注ぎ込んだ太一朗は、つい口ごもってしまう。

「それで、どうしたいの？」

「どうしたいのって言われても……」

　馬ば鹿かのように同じような返事を繰くり返してしまう太一朗の顔を、優樹が見上げた。

「君は、あたしのことを好きだって言ったけど……それをあたしに言うことで何を求めているの？」

　それまでうろたえてることしかできなかった太一朗だが、その言葉には強烈な反応を示した。

「自分は、優樹さんが自分のことを好きか嫌きらいか聞きたいです！」

　そう怒鳴った後で、太一朗はこの言葉を優樹以外の誰だれかが聞いてはいないかと慌てて周囲を見回した。彼の声は怒声と言ってよかったが、強くなった雨とそれに気をとられている通行人には、二人の会話を聞く気などなかっただろう。

「好きだよ。だから、何なのかな？」

　色気も何もない淡白な口調で返すと、優樹は再び太一朗から視線を逸らす。

「君があたしのことを好きで、あたしが君のことを好きだと、お互いに確認できたわけだけど、それから先は何かあるのかな？」

　あらためて問い返されると、太一朗は言葉に詰まってしまう。彼自身はその先にある出来事を知っていたし経験もあったが、それは言葉ではなく行動で示すものであった。

「あー……えーと……」

　太一朗は空を見上げて、自分が何を言い、どんな行動を取るべきか考えていた。相手が優樹でなければ直接的な行動に出ることができたかもしれない。だが、太一朗にとって優樹はあまりにも『重い』存在だった。

「こういうことが、前にもあったんだよね……聞く？」

　雨音に紛れて消えそうなほどの優樹の呟つぶやきを、太一朗は聞いた。

「はい……」

　それから一分ほどの沈ちん黙もくを経て、優樹はゆっくりと話し出した。




「昔……高校の時のことだけど……ま、学生時代なんてろくなことがなかったけどね。楽しいことも少しはあったけど。アヤカシ……いちいち人に二重雑種ダブルブリツドだなんて言ってもしょうがないから、アヤカシだってことで通ってたよ。それだけで偏見はあったけど、別にいじめられてたわけじゃないよ。

　友達……皆無ってわけじゃなかったけど、今は全然付き合いがないね。

　その頃ころ日くさ下か部べって同級生と仲がよかったよ。彼は……まあ、いい人、だったと思う。色々あったけど、それは長くなるから省くね。彼と最後に会った日……卒業式の前の日だったかな、今の君と同じような会話をしたよ。

　日下部くんは、あたしにキスした。人の唇くちびるが自分の唇にくっつくっていうのは、気持ちのいいことじゃないね。好きな人間同士はこういうことをするんだって日下部くんは言ったけど、あたしは嫌いやだった。……もともと人に触られるのは嫌きらいだったし。それでも、少しは我慢してみた。でも、彼が胸に触った時は、我慢できなかった。

　日下部くんを押しのけたら、彼はこう言ったよ。

『自分のことが嫌いなのか』って」

　優ゆう樹きは淀よどみのない口調で淡々とそれだけを話すと、軽く首を振った。

「彼があたしに何したかったのか、わかったけど……歯だろうと舌だろうと、誰だれかの体の一部分があたしの中に入ってくるのは、嫌なんだよ……」

　苦しそうにその白髪頭を抱えると、優樹は太た一いち朗ろうを見上げた。その目はひどく哀かなしそうに太一朗を見つめたが、すぐに伏せられた。

　そんな優樹を見下ろして、太一朗はしばらく何も言えなかった。その日下部という男の気持ちはわからなくもない。好きな異性を抱きたいと考えるのは、至極当然のことなのだ。

　人間にとっては。

「……で、その日下部って奴やつとは、その後どうなったんですか？」

　この問いに対する優樹の答えは、太一朗の想像通りだった。

「会ってないよ。色々あって、あたしは卒業式には参加しなかったからね。大学に行ったことは知ってるけど、それから先はどうなったんだろうね」

　うなだれたまま、優樹は自分の手を広げた。

「人の手が、嫌いなんだと思う。この五本の指に摑つかまれたり触られたりすると……心臓を摑まれるイメージが重なるから怖いんだって、最近わかった。とくに、大きかったりごつごつしてたりする手は……」

　太一朗もまた、傘かさを持っていない方の自分の手を見た。優樹の頭を鷲わし摑づかみにできるほど大きく、血豆が潰つぶれた痕あとが生々しく残るその手はがっしりとしていた。

　優樹が嫌う条件に全すべて当てはまっていた。

「君は、あたしにむやみに触ったりはしないよね？　そのことであたしを嫌いになったりするのかな？」

「……俺おれは……」

　何と答えていいかわからず、太一朗は黙だまり込んだ。優樹が他人に触れられるのを嫌うのは、幼少時に心臓や内臓を誰だれかの〝手〟によって触られたことが起因している。それは太た一いち朗ろうにもわかった。だが、その精神的外傷トラウマを克服させる方法などわかるはずもない。

「………………」

　太一朗は手を伸ばすと、優ゆう樹きの手首を摑つかんだ。太一朗と比べてあまりにも細いその手首は、力を入れれば折れそうな錯さつ覚かくを彼に見せた。この手は、太一朗を打ち倒すのに充分な力を秘めているのに。

「……何のつもりかな？」

　優樹はその手を振り払ったりはしなかった。ただ反射的に太一朗と自分の手から目を逸そらし、手首回りの触感を断絶した。

「今は触覚を絶ってるから別にいいけどね」

「……それじゃ、いつまでたっても人に触られるのが怖いままじゃないですか」

「あたしから触るぶんには平気だし、今までは困らなかった。これからも困らないよ」

「自分は困ります」

　そう言ってしまってから、太一朗は少し後悔した。それはあまりにも自分勝手な言い分だったからだ。

「君が困っても、どうにもできないけどね……」

　左手首の腕時計に少しだけ目をやってから、優樹は雨で濡ぬれた地面を再び眺ながめた。

「人ってのは、嫌きらいなものには触ろうとしないけど、好きなものには触りたがる……。それは今までの経験でわかるよ。君があたしのことを好きだっていうのは嬉うれしいけど……嬉しくない。虎とらくんや夏か純すみちゃんがあたしのことを好きだって言ってくれるのとは別の気がする……なぜだろうね？」

　その優樹の疑問に、太一朗は答えることができた。ただそれを言葉にも行動にも出すことはできなかった。優樹に拒絶されることは容易に想像できたからだ。

「自分は……」

　太一朗が何かを言おうとしたその時。

〝彼〟は唐突に現れた。




　ベンチの裏にある茂みをかきわける音がしたかと思うと、突然そこから人影が現れて優樹と太一朗がいるベンチの横をよろよろと通り過ぎていった。

〝彼〟の足取りは異様なまでに遅く、右足と左足が別れたがっているかのように左右にふらふらと揺れる歩き方だった。その裸足はだしの一歩を踏み出すたびに、泥どろ水みずが小さく跳ねてますます〝彼〟の足を汚している。もとは白かったであろう薄うすっぺらなシャツとズボンは、雨に濡ぬれ泥に塗まみれていた。

　最初は優樹も太一朗も、〝彼〟が誰であるかに気が付かなかった。だが、夢遊病者のようにふらふらと歩み去ろうとするその後ろ姿を見て、優ゆう樹きは思わず立ち上がった。

「あ……」

　太た一いち朗ろうが止める間もなく、優樹はやや早歩きで〝彼〟に近寄った。そして容易に〝彼〟の正面に回り込むと、その顔を下から見上げた。〝彼〟もまた、自分の進路を塞ふさいでいるものを見下ろした。

　優樹が驚おどろいたような嬉うれしいような、何とも言えない奇妙な表情を浮かべるのを太一朗は見ていた。その顔に降り注ぐ雨のせいで、優樹はまるで泣いているかのようにも見えた。




　別れは、出会った時から既に始まっているものだ。

　だが、二人の最初の心の別れはこの時から始まったのだ。
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「……で、堀ほり内うちくん。君はこの片かた倉くらと一緒に高たか橋はしの死体を捜すことに異存はないんだね？」

　内閣府外局、特異遺い伝でん因子保持生物管理委員会の長である土つち谷や信のぶ夫おは、一度その大きな体を揺すらせた。体重の重みに耐えかねてか、椅い子すが軋きしむ音が室内に響ひびく。

　内閣府十五階にあるその部屋には、表面上は二人の人間と一人のアヤカシがいた。だが正確に表現するなら、一人の人間と一人のアヤカシと一人の二重雑種ダブルブリツドであった。

　その事実を知らない人間、東京都特別保健所の堀内はソファーに腰掛けていた。クリーム色のカジュアルスーツの襟えりを正すと、見目のよくない委員長ではなくドアの側そばに立っている片倉優ゆう樹きの方を見た。室内だというのに帽子も取らず、無表情に壁かべにかかっている風景画を凝ぎよう視ししている。土谷のアヤカシ嫌ぎらいは有名であったから、堀内は優樹の無礼な態度に疑問を持ったりはしなかった。

「はい、片倉巡査部長の協力があれば、高橋の死体を内密に見付けることは容易でしょう」

「ふん……アヤカシの死体捜しは公にはできん。その鼻だけはいい白髪犬に見付けられるなら、それにこしたことはない。見付からなかったら、君たちの責任問題にもなるわけだ。ああいう標本はその筋では高く売れる。国内ならまだいい。だが外に持ち出されてしまったら……」

　堀内は土谷の言葉に頷うなずきながらも、優樹の方を盗み見ていた。この探究心ばかりが旺おう盛せいな女研究者は、優樹に対する『憐れん憫びん』いう感情を持ち合わせていない。彼女が優樹を見ていたのは、この二重雑種が因いん縁ねん浅からぬ『同種』の死体を捜すことにどれほど感情を動かすかを知りたかったからだ。

　だが優樹は相変わらず無表情であり、堀内が期待したような動揺は全く見せなかった。

「では堀内くん、君たちの方でも色々と都合があるだろう。捜索は明日からでいいのか？」

「はい。内密ではありますが、東京都特別保健所の正式な依頼で片倉さんに捜索の協力をお願いします。それでよろしいですね？」

「はい、よろしくお願いします。後でこちらから連絡します。明日のことについて相談しましょう」

　優樹は軽く帽子を上げると、またすぐに被かぶり直した。

「堀内くん。私はこの白髪犬に委員会登録の連中について言っておくことがある」

「はい、それでは失礼いたします。片倉さん、また明日お会いしましょう」

「はい、どうも」

　堀内が部屋を出るのを確認すると、優樹は部屋の扉とびらを見たまま言葉を発した。

「で。どうなっているんですか、浦うらさん」

　優ゆう樹きが振り向いている間に、土つち谷や信のぶ夫おという人間は浦うら木き良よし隆たかというアヤカシに変わっていた。サイズの合っていないスーツを着たその姿は相変わらず滑こつ稽けいだが、優樹には笑っている暇がなかった。

「堀ほり内うち女史との会話で、事実の大半は語られています。高たか橋はし幸こう児じの死体を大阪へと搬送中、その車両が事故に遭いました。乗員四名は重傷、高橋の死体は行方ゆくえ不明です。最初は車と共に死体も燃えたと思われていましたが、残ざん骸がいには何も残っていませんでした。肉はともかく、骨は残るはずですから。事故現場が橋の上でしたので、川に落ちた可能性は否定できません。警けい察さつにはとりあえずただの車両事故ということで済ませました。事後処理も終わっていますよ」

　いつもと同じ笑みを浮かべて、浦木は自分を見ている。優樹は、自分の良心が少しだけ痛むのを感じていた。優樹は噓うそをついたことはいくらでもあるし、事実の一部を捻ねじ曲げることもある。ただそれでも、浦木に重大な事実を隠すのは気がひけた。

「じゃ、浦さんが堀内さんに言わなかった事実ってなんですか？」

　優樹はいつもと同じように浦木に話しかけた。誰だれにでもこうやって〝自分〟を偽ることができるということで、優樹は自分がひどい〝偽善者〟であるような気がした。

「まず、あの事故が人為的なものであることです。うまく偽装してありましたが」

　そんな優樹の苦悩をお構いなしに、浦木は言葉を続けた。

「高橋の死体というのは、人間にとってはまだまだ価値は十二分にあります。死体というのは抵抗をしませんからね。ある意味、生きていた時より扱いやすいでしょう。何しろ、彼は問題児でしたから」

　優樹は帽子を取ると、先ほどまで堀内が座っていたソファーに体を沈めた。

「お茶でもお入れしましょうか？」

「……コーヒーの方がいい。砂さ糖とうとミルクをたくさんぶち込んだ奴やつ」

「嗜し好こうが変わったんですか？　ブラックの方がお好きだったと記き憶おくしていますが」

「……何となく、めちゃくちゃ甘ったるいコーヒーが飲みたくなったの」

　浦木は、いつもよりも優しい笑顔で優樹を見ていた。

「甘い物をとりたい時は疲れている時ですよ」

　そう言いながら、浦木は隣となりの部屋へと続いている扉とびらの向こうへと姿を消した。優樹は一度その背中を見てから、ソファーの背もたれに全体重を預けて天井を見上げた。

　優樹は、確かに疲れていた。心も体も。

　昨日は、それほどの事件が起こった日だった。




「……早く、隊長に知らせましょう。それで、こいつを持ってってもらいましょう」

　捜査第六課分署ビルの三階と四階には、いくつかの空き部屋が存在する。その中の一つ、八畳ほどの広さを持った何もないフローリングの部屋に、山やま崎ざき太た一いち朗ろうと片かた倉くら優ゆう樹きがいた。

　いや、もう一人、壁かべによりかかっている青年がいる。薄うす汚よごれたその青年は、ただ口をぼーっと開け、両手足を床に投げ出して天井を見上げていた。しかし本当は、彼はちゃんとあるものを目で追っていた。片倉優樹の白髪頭を。

　自分が移動するたびに青年の頼りない頭が左右に揺れるのを見て、優樹は床に座り込んでいた。

　青年の名は、高たか橋はし幸こう児じという。アヤカシと人の間に生まれた二重雑種ダブルブリツドであり、二十三人の人間を殺害した有害指定生物である。三年前に優樹をはじめとする捜査第六課の面々に捕ほ縛ばくされ、その後はアヤカシの研究施設に入れられていたが、今年の三月に再び優樹の前に現れた。

　最終的には捕縛されたものの、その直後に死亡したという知らせを優樹は受けていた。太一朗に至っては、彼の死体を四月に確認している。

　だが、二人の目の前に彼はいた。

「うん……」

　そう言いつつも、優樹はポケットに入った携帯電話に手を伸ばそうとはしなかった。代よ々よ木ぎ公園でさ迷う高橋を見付け、すぐに緊急捕縛部隊に通報しようとする太一朗を押しとどめて何とかここまで連れてきたのだ。

　彼を見た時、『高橋幸児は死んだはずだ』という当たり前の疑問は、もちろん優樹の頭には浮かんだ。『よく似た別人』とは、考えられなかった。自分が高橋幸児を見間違えるはずがない。

　そういう確信が優樹の心の中にはあった。

　だが理屈を色々と考える前に、優樹は高橋の頼りない体を支えていた。雨で濡ぬれて冷たいはずのその体はやけに熱を帯びており、少し優樹を驚おどろかせた。それでも優樹は、高橋のために自分の肩を彼の懐ふところに入れてやった。

　その時、二人の視線が合った。高橋幸児のその瞳ひとみには何の力もなかった。

　それでも。彼は優樹を見て笑った。

　残酷で凶暴な嘲ちよう笑しようではなく、とても穏おだやかで晴れ晴れとした笑みだった。

〝殺人鬼〟の笑いではなく、彼の年と外見にあった爽さわやかな笑顔だった。

「うんって言いながら、こんな所まで連れてきたじゃないですか」

「そうだね……」

　曖あい昧まいな答えを返す優樹を見下ろしながらも、太一朗は高橋の方に注意を向けていた。その右手には、先ほど取り出したばかりの拳けん銃じゆう、ベレッタが握られている。さすがに銃口は向けていないが、それに装そう塡てんされているのはソフトポイント弾だ。

（これだけ近ければ、目を撃うち抜ける……）

　太一朗はそんなことを考えていた。構えて、狙ねらいを付けて、引き金を引く。自分が取るべき行動を頭の中で繰くり返しながら、太た一いち朗ろうは冷静でいながらも苛いら々いらしていた。

　初めて高たか橋はし幸こう児じに会った時、彼は有害指定生物だった。

　二度目に会った時は、動かない死体だった。

　その死体が、今は動いている。自分と優ゆう樹きの目の前で。

　高橋が浮かべている表情は、二度目に会った時の死人の顔とそう大して変わらない。ただ、違うのは彼が優樹を見て笑っていることだ。高橋は、優樹ばかり見ていた。太一朗が全く見えていないようだった。

「……こいつ、ちょっと頭がおかしくなっているんじゃないですか？」

　優樹をがむしゃらに殺そうとしていた、あの高橋とはまるで別人のようだ。会ってから一言も発さず、ただ楽しそうに優樹を見ているだけだ。

「さあ、どうなんだろうね」

　優樹は勢いをつけて立ち上がると、座り込んでいる高橋の正面に立った。無邪気な笑顔で自分を見上げてくる高橋を見て、優樹の心と表情にほんの少しだけ喜びが広がった。

（高橋くんも、こんな表情ができるんだ……）

　負の感情が全く感じられないその高橋の顔に、優樹は微笑ほほえみを返す。そして高橋の頭をそっと撫なでながら、髪の毛に隠れた頭皮の状態を確かめる。その頭部に普通ではありえない傷きず痕あとを発見した優樹は、その痕の大きさを確認して「ふう」とため息を吐いた。これは頭ず蓋がい骨こつを一度外して縫ほう合ごうした痕だ。脳の一部を除去したか、それとも何か埋め込んだか。色々と想像はできるが、どれもうんざりする産物にしかならなかった。

　優樹は次に、彼の右肺を確認しようとしてその薄うす汚ぎたないシャツの襟えりに手を伸ばした。

「……何やってんですか、さっきから」

　仏頂面をした太一朗が声をかけてきた。その右手に握られた拳けん銃じゆうは、今は高橋の虚うつろな右目に向けられている。

「ちょっと体を調べているんだけど」

「……自分がやりますよ。胸を見るんですね？」

　太一朗は拳銃を構えたまま、高橋に歩み寄った。太一朗が視界に入っているというのに、高橋は彼の方を見ようともしない。そんな高橋の襟首を左手一本でやや強引に引き摺ずり上げ、彼の胸部を覗のぞき込む。それでも、高橋は何の抵抗もせずに笑っていた。

「そんな乱暴にしないでよ……」

　抗議したのは高橋ではなく優樹の方だった。だが、太一朗はそんな優樹の声を無視して、自分が見た物に驚きよう愕がくしていた。高橋の右胸に、穴は空いていなかった。その代わり、ゆっくりと収しゆう縮しゆくを繰くり返す皮膜がそこにはあった。血ではない、奇妙な粘着質の液体に覆おおわれているそれは、シャツにまでべったりと貼はり付いている。胸骨は相変わらず見当たらないが、空っぽだったはずの右胸には、間違いなく肺が存在していた。

「優ゆう樹きさん、こいつ、右の肺が生えていますよ……」

　うめくように言った太た一いち朗ろうの横から、優樹も高たか橋はしの胸部を見た。

「……これは、違うよ。生えてきたんじゃない。移植したんだよ……」




「何か、考え事をなさっていたようですね」

　浦うら木きが、テーブルの上にコーヒーカップを置く。その声とコーヒーの香りに、優樹は自分だけの思考から現実に引き戻された。浦木は優樹の向かいのソファーに腰掛けながら、砂さ糖とう壺つぼに手をかける。

「本当に、砂糖とミルクを入れますか？」

　念を押す浦木に、優樹は軽く頷うなずいてから「うん」と答えた。それを聞いた後で、浦木は砂糖をスプーンで大さじ五杯、ミルクをこれ以上はないというくらいになみなみとカップに注いだ。

「ありがとう」

　いれてもらったコーヒーを飲んだ優樹は、そのあまりの甘さにほんの少しだけ口を歪ゆがめた。不味まずいとは言わないが、比較的糖分の少ないコーヒーを普段から愛飲している優樹には甘過ぎた。それにミルクを大量に入れたせいで、コーヒー独特の香りと苦味が消えてしまい、優樹の舌には全く合わない代しろ物ものになっていた。

（よくこんな物を太一くんはがぶがぶ飲んでるなあ……）

　それとも、この甘ったるさとコーヒーらしからぬ味が彼の好みなのだろうか。少々真剣になってコーヒーの味の良さについて考え始めた優樹を見て、浦木が言った。

「やはり、お口に合わなかったようですね」

「いや、これはこれで美味おいしい……ような気がしないでもない気がする。うん」

　回りくどい口調でコーヒーの味を評した優樹は、二口飲んだところで一いつ旦たんカップを下ろした。

「でも、人為的な事故って、誰だれがやったんでしょうね」

「さあ、それはまだ。こちらの方で調べておきますから、優樹様は心おきなく高橋の死体をお捜しください。川にでも落ちて流されていたら、見付けにくくはありますが。優樹様の鼻が利きませんからね」

「確かにそうなると、ちょっと難しいです……見付からなかったら、困りますよね」

「私個人としては、全く困りませんが。一部の人間たちが困るだけです。私としては、国外に彼の死体もしくはその研究資料が流出しなければ、それでよいのですが。この国ならまだ許せますが、あれが他国の益になるのは許せませんからね」

「はあ」

　優樹にとってはどちらでもいいことだった。だが浦木や堀ほり内うちが捜す高橋を、自分がかくまっていることが発覚するのは、今は避さけたかった。

「こんなことになるなら、早いところ処理してしまった方がよかったかもしれませんが……それを今から言っても後の祭りです」

「まあ、そうですね……ところで、どうして私と特別保健所の堀ほり内うちさんが一緒に捜す必要があるんでしょう」

　少々不思議に思っていた優ゆう樹きが口にした疑問に、浦うら木きは少し首を傾かしげながら答えた。

「何やら、後ろ暗いところがある。それは間違いありません。とくにあの堀内女史です。捜査第六課への要よう請せいをしたのは保健所ですが、優樹様との共同捜査の形を提案したのは彼女です。はっきり言って、妙としか言いようがありません。堀内が優樹様にくっついてきたところで邪じや魔まなだけですからね。何やら保健所とは別の思惑が、彼女にはあるかもしれません……とりあえず、乗ってやってください。その意図が判明し、なおかつそれが優樹様の意に沿わない時は、ご一報を。私の方で処理しましょう」

「うーん……」

　優樹は考え込んでしまった。高たか橋はしを捜すという要請が来た時、優樹は適当に捜して「見付からなかった」という報告書を出してごまかすつもりだった。しかし堀内が捜査に同行する以上、手抜きはできない。それにあの堀内には少々得体の知れない部分がある。油断は禁物だ。

　保健所であろうと政府であろうと、高橋を引き渡すつもりは優樹には毛頭ない。死んだ彼が今なぜ動いて自分の目の前に現れたのか。優樹はそれを知りたかったが、調べようとは思っていなかった。

『彼が生きていてよかった』

　本当に素直に、優樹はそう思っていた。今度こそ、彼には手に入れて欲しい。

　かつての彼が決して手に入れることのできなかった自由を。

　だが、精神に支障をきたしている現在の彼では、すぐに捕まって〝実験動物の生〟へと叩たたき落とされる。だから優樹は、彼がまともな思考能力を取り戻すまで面倒を見る気でいた。脳に異常があるのだろうか、高橋は記き憶おくと言葉を失い思考が退行していた。専門家でもない優樹にはその原因と回復方法などわかるはずもない。それゆえ、優樹は高橋の驚きよう異い的てきな生命力に期待を持つことにしたのだ。

　だが、もし彼が本来の性格に戻り、三度自分に殺意を抱いて襲おそい掛かってきたら。

　その時のことを、優樹は想像できなかった。当然想定しなければならない事象であったのに、優樹はそれをしなかった。

「そして優樹様、一つ、私は恐ろしいことを考えてしまったのですが」

「恐ろしいこと、ですか？」

　笑顔でそんなことを言われても、今一つ恐怖感がわかない優樹である。しかし次の浦木の言葉には、内心の動揺が表面に出ないように必死に抑える必要性が生じた。

「高橋は、自分の足で逃げているのではないか、ということです」

　優樹は目を瞬まばたかせ、「何を言っているかわからない」というポーズをまずとった。その数秒後に、苦笑いを浮かべて浦うら木きを見る。

「それってまさか、高たか橋はしが動く死体ゾンビにでもなってるってことですか？」

　その演技は、完かん璧ぺきと言っていいまでに優ゆう樹きの内心と彼女が知っている事実を隠し通していた。

「いいえ、私は彼が生き返ったのではないかと愚考しているのです」

「はあ？」

　驚おどろいた表情を浮かべて見せると、優樹は不思議そうに腕を組んだ。

「生き返りなんて、そんなことができるもんなんですか？」

　これは演技ではなく、本気で聞いてみたかったことだ。

「いいえ、優樹様。いかにアヤカシとはいえ、一度死んだ者は生き返ることはできません。もしいるとしたら、それはとてつもなく強大で人間の作り上げた伝説や神話に登場するほどのアヤカシですね。人間でしたら間違いなく神、もしくは悪あく魔まと呼ぶことでしょう。それにそんな強力なアヤカシでも、蘇そ生せいには途方もない年月をかけて力を取り戻していくのが普通です。いかに死体が原形をとどめていたとはいえ、たかだか二か月程度の時間では冥めい府ふから帰ってくることは不可能です」

「じゃ、何で浦さんは高橋が生き返ったと思うんです？　蘇生って、ほいほいできるもんじゃないんでしょう？」

　今まで姿勢を正していた浦木は、腕を組むと背もたれに寄り掛かってしみ一つない天井を見上げた。

「非常に言いづらいことではありますが、彼が二重雑種ダブルブリツドだからです」

　その言葉に、優樹は過剰な反応を示したりはしなかった。ただ、困ったように浦木から視線を逸そらす。優樹の様子に、少し申し訳なさそうな笑顔を浦木は返した。

「私もそれなりに長く生きているアヤカシです。アヤカシと人との混血である二重雑種はそう多くはありませんが、見たことがあります。全員、もう生きてはいませんが。……ただ」

　浦木は急に真剣な口調になった。もっとも、表情そのものは変わっていない。

「二重雑種は、一つの枠にはめることはできないのです。ある種の突然変異、といっても過言ではありません。アヤカシの繁はん殖しよく率りつは低いので、たとえ相手が人間であろうと受胎しない確率の方が高いのです。そうやって生まれた中には、アヤカシでは滅めつ多たにありえない蘇生力を持った者もいるのではないか、とも私は考えています」

「うーん……」

　果たして、本当にそうなのだろうか。高橋が生き返ったのは、二重雑種であるがゆえの力なのだろうか。

「浦さん、一度死んで生き返ったアヤカシって、どれくらいいるんですか？」

「私が知る限りは、たった一人しか存在しません」

「誰だれ？」

　興きよう味みはなかったが、話の流れで優ゆう樹きは聞いてみた。

「名前までは存じ上げませんが、鬼であったと記き憶おくしています」

「はあ……今でも生きているんですかね」

「ええ、必ずどこかで生きていますよ……コーヒーをお取り替えしましょうか？」

　優樹は、二口しか飲んでいないコーヒーを見下ろして苦笑した。

「いえ、せっかく私が希望して入れてもらったんだから、しっかり飲みます。……うん、どんな物だって美味おいしいと言えば美味しくなるんだから……」

　優樹にとっては不味まずいコーヒーを懸けん命めいに飲む姿を見ながら、浦うら木きは心の中で呟つぶやいた。

（生きていますよ、優樹様。私の偉大なる〝主〟は、まさに神であり悪あく魔まなのですから。……それにしても、高たか橋はしの生存のことを全く外面に出さないとは……さすがですよ、優樹様）

　浦木の笑いの中にいったい何があるのか、それを優樹が知る由はなかった。




　優樹と浦木が対話している頃ころ、山やま崎ざき太た一いち朗ろうは胡座あぐらをかいていた。彼が座っているのは、捜査第六課分署ビルの三階にある廊下であった。とある部屋に続くドアの前に陣取り、真剣な表情で部屋の中の気配に注意を払っていた。彼の手には、レミントンＭ８７０散弾銃が携えられている。さらに彼の懐ふところにはベレッタがあり、その物々しさは尋常ではない。

　一箇所にじっとしていることは、太一朗にとっては苦手な部類であったが、今は全くそんな素振りを見せず、ただ黙もく々もくと座り続けている。

　その理由は、全すべてこの扉とびら一枚隔てた向こうにいる、高橋幸こう児じのせいであった。

　昨日のことを思い出すと、今でも怒りが込み上げてくる。




「太一くん、頼みがあるんだけど」

　二階にある六課に戻ると、ひどく真ま面じ目めな顔をして優樹はそう切り出した。それでも冷蔵庫から缶かんビールを取り出したところは、彼女らしいといえば彼女らしいといえるだろう。自分の席に座って、缶の中身を一気に半分ほど空ける優樹を、太一朗は憮ぶ然ぜんとした表情で見た。

「まさか、ここであの高橋の面倒を見るってんじゃないでしょうね」

　それだけはやめてほしかった。だが、太一朗は短い優樹との付き合いの中で、その性格を少しはわかるようになっていた。そして、彼女がいかに高橋のことを気にかけていたかも。

「それもある。そして、このことを他ほかの誰だれかに言わないでほしい」

　まだ中身の入っている缶を一度机の上に置くと、優樹は真しん摯しな瞳ひとみを太一朗に向けた。

「……頼むよ」

　懇こん願がんに似た表情に、太一朗は思わず「はい」と返事をしそうになる。しかし、どんなに自分の好きな女性の頼みでも、聞けない頼みはあった。

「嫌いやです」

　きっぱりとした口調で返す太た一いち朗ろうを、優ゆう樹きはひどく悲しげに見た。それでも太一朗は、もう一度同じ言葉をさらに語気を強めて言った。

「絶対に嫌いやです」

　太一朗はそう言うと、自らの意思を表明するために携帯電話をポケットから取り出した。自分の本来の職場か、それとも上司である赤あか川がわに直接連絡するか、考えている間に優樹が動いた。

　立ち上がり、太一朗の側そばにつかつかと歩み寄ると、その手に持っていた携帯電話を抜き取ろうとした。だが、今回ばかりは太一朗も抵抗した。携帯を持った手を、優樹の手の届かない高さまで上げてしまう。

「……そんなに、嫌なの？」

　優樹が、上目遣いに太一朗を見上げている。懇こん願がんと哀かなしみが入り交じったその顔は、恐ろしいまでになまめかしく、太一朗の理性を直ちよく撃げきした。さらにその表情を浮かべる原因があの高たか橋はしにあると思うと、その理性は怒りへと変へん貌ぼうしていった。

「嫌に決まっているでしょう！」

　一声叫ぶと、太一朗は優樹の両肩を乱暴に摑つかんだ。その拍子に携帯が床へと落ちていったが、激げつ昂こうしている太一朗にはどうでもよいことだった。

「あいつが誰だれだと思っているんですか！　二十三人殺して、あなたをあれだけ憎んで殺そうとした高橋幸こう児じですよ！　死んだって聞いたし、奴やつの死体を自分も見ました！　それなのに動いて自分たちの目の前にいるんですよ！　とんでもない事態です！」

　太一朗の剣幕にも、優樹は驚おどろきはしなかった。ただ顔を伏せて一言だけ返す。

「手……離してくれないかな」

　答えた優樹の声が少し震ふるえていることに、太一朗は気が付かなかった。

「優樹さんが納得してくれるまで、離しません。あなたは、あいつに同情してるだけです」

「……そう、かもしれないね」

　代よ々よ木ぎ公園で聞いたような言葉を返す優樹に、太一朗はさらに腹が立った。肩を摑む手に力が入ってしまう。だが、自分の掌てのひらが優樹の服の上から鎖さ骨こつに触れていることがわかった時、太一朗は一いつ瞬しゆんで冷静になった。力は緩ゆるめたが、それでも彼は手を離そうとはしなかった。

「……あなたは、優しすぎるんですね」

「それは違うよ」

　床を見つめたままで、優樹はやけにはっきりとした口調で否定した。

「優しいわけじゃない……ただ……彼がこれ以上傷付かない方法はないか、考えたい……。その理由も、あたしのエゴに満ち溢あふれたみっともない理由だよ……優しくなんかない……」

　優樹はそれだけ言うと、自分の両肩に置かれている太一朗の手から逃れた。そして、その次に優樹が取った行動は、太一朗にも予想外の行為だった。

　その場に正座をし、両手をしっかりと床に付け、頭を床に付く寸前まで下げたのだ。

　土下座だった。

「お願いします。高たか橋はしくんのことを誰だれにも言わないでください」

　惨みじめな姿だった。そうやって床に平伏してまで願う優ゆう樹きのその姿は、見られたものではなかった。太た一いち朗ろうは困惑し、そしていっそう高橋に対する怒りと憎悪を強めた。優樹にここまでさせているあの高橋を、今すぐこの世から消し去ってやりたくなったほどだ。それらの感情が醜みにくくどす黒い嫉しつ妬とから生まれたことに、太一朗自身は気付いていなかった。

「……いつまで、あいつをここに置いておくつもりなんですか」

　少しくらいなら容認してもいいかもしれない。そう思った太一朗だが、優樹の言葉にすぐその思いを蹴け散ちらした。

「高橋くんが、ちゃんと自分の意思で動けるようになるまで……」

「そんなの、いつまでかかるかわからないじゃないですか！」

　ほぼ廃人に近い高橋が思考能力を二、三週間で取り戻すとは思えない。六月に入って出向が終わってしまえば、優樹と高橋が一緒にここで。

　そこまで考えたところで、太一朗は眩暈めまいがしそうになった。

「二、三週間ならともかく、一年や二年もあいつの面倒見る気ですか！」

「その気は、ある」

　優樹は土下座をしたまま、顔だけを上げる。

「その気は、あるよ」

　繰くり返すと、優樹は再び頭を下げた。




「くそっ……」

　誰だれも聞くことのない廊下で、太一朗は意味もなく声を出した。結局、太一朗は優樹の願いを聞き入れてしまった。無論、いくつかの条件を付けた上での容認だ。

　太一朗もこの捜査第六課に泊まり込んで、高橋を監視する。高橋が危険であると太一朗が判断したら、発砲を許可する。五月三十一日までに事態が好転しなかったら、赤あか川がわに相談する。

　太一朗が提示した全すべての条件に優樹は頷うなずくと、晴れやかな笑顔でこう言った。

『ありがとう、太一くん』

　それはいい。優樹の悲しんだり困ったりした表情は見たくはない。だが、全ての原因が高橋にあるかと思うと、太一朗は苛いら立だたしくてしかたがなかった。

　優樹が高橋に抱いているのが、同情であることは太一朗にはわかる。優樹は高橋と優樹自身を重ね合わせている。だが、同情心でそこまで高橋に献身できるというのが、太一朗には理解できなかった。

　その時、階段を誰かが上がってくる足音が聞こえた。足音を聞いただけでそれが誰だか判別できるほど、太一朗の聴覚は優れていない。入り口に鍵かぎをかけてあるので、勧誘目的の人間ではありえない。優ゆう樹きか、ここの鍵かぎを持っている元六課のアヤカシか。

　散弾銃を隠すように身構えた太た一いち朗ろうだが、見慣れた白髪頭を確認してほっと息をついた。

「ご苦労様……何か変わったことはある？」

　相変わらず暖かそうなコートと手袋、帽子を身に付けた優樹は、少し疲れたような表情で太一朗に近付いてきた。太一朗は座ったままで軽く会釈をする。

「別に何も……そちらの方こそ、大変だったんじゃないですか？」

　突然転がり込んできた有害指定生物高たか橋はし、その翌日にかかってきた特異遺い伝でん因子保持生物管理委員会からの呼び出し。この二つを全くの無関係と考えられるほど、太一朗も能天気ではない。

「うん……大変と言えば大変なことになったよ」

　優樹は、太一朗の隣となりに座ると膝ひざを抱えた。

「高橋くんの死体……当然、向こうはそう思っているだろうね。生き返りなんて滅めつ多たにあるもんじゃないんだから……。その死体捜しをしないといけなくなった。しかも、特別保健所の堀ほり内うちさんと一緒に」

「それは……困るじゃないですか」

　捜す本人が捜す死体を隠しているのだから、本末転倒だ。

「まあ、堀内さんの方はうまくごまかして見付からなかったことにすればいいよ。でも、その間君に高橋くんの面倒を見てもらうことになるのが……」

「……構わないですよ」

　本当は、嫌いやで嫌でたまらない。だが、自分がしなければ優樹が高橋の世話をすることになる。それを目まの当たりにするくらいなら、まだ自分がやった方がましだ。そういう理由で、太一朗は高橋の食事から着替えまで、全部やってやっていた。

「ありがとう」

　優樹は、太一朗が持っている散弾銃をちらりと見たが、それに対して言及はしなかった。

「でも、いつまでもこんなことやっているわけにはいきませんよ」

「……うん、そうだね。それはわかってる。先生にでも相談してみたいけど……きっと君と同じようなことを言うだろうし。虎とらくんだったら……問答無用で殴り殺しちゃうかも」

　苦笑混じりのため息をつく優樹を見て、太一朗は捜査第六課のアヤカシたちと高橋との関かかわりがどのようなものか聞いてみたくなった。

「大おお田たや相あい川かわも、高橋のことを嫌きらっているんですか？」

「嫌っていた、というより怒ってた。三年前、高橋くんはあたしを結構な目に遭わせたからね」

「どんな目、ですか？」

「聞きたい？」

　手で腹をさすりながら、優ゆう樹きが問い返した。

「腹、痛いんですか？」

「そうじゃないよ、ちょっと火傷やけどの痕あとががさがさしてね。後で削ってやらないと」

　物ぶつ騒そうなことを平然と言うと、優樹は同じような口調でさらりと流した。

「……おなかに穴が開いた」

　それがあまりにも世間話をするのと変わらない言い方だったので、最初太た一いち朗ろうは優樹が何を言っているのかわからなかった。

「あと頭ず蓋がい骨こつが少し割れて、歯が十本ほど折れて、鼻の骨が折れた。頰ほお骨ぼねも砕けて、しばらくはご飯が食べられなかったよ……顔の形が崩れるくらい殴られたね。治るのに、結構時間かかった。高たか橋はしくんの指も、あたしを殴りすぎて何本か折れたらしいけど」

　太一朗は思わず、優樹の横顔を見た。言っている内容は残酷なものだが、なぜか優樹は笑っていた。

「皆、だいぶ怒ってたけど、あたしが怒らないでくださいって頼んだら承知してくれた。虎とらくんと夏か純すみちゃんが高橋くんを一回ずつ殴って、やっと収まったけど。二人とも気持ちの切り替えが早いから、結構あっさりしてたよ」

「よく一回で平気ですね」

　自分だったら、十発殴っても気がすまないだろうに。

「虎くんや夏純ちゃんが本気で殴ったら、普通は一発で死んじゃうんだけどね……」

　ふと、優樹が天井を見た。彼女が天井を見上げたりするのは一種の癖くせのようなものだったので、最初太一朗は不思議に思ったりはしなかった。だが、それがただぼんやりと眺ながめているのではなく、何かを見ようとしているような態度だったので、不思議に思って聞いてみた。

「ゴキブリでもいましたか」

「いや、そうじゃない……何かいたような気がするだけ」

　もっと上方……屋上辺りに何かがいるような気がした。だが、すぐにその気配が消えてしまったため、優樹は鳥でもいたのだろうと解釈することにした。わざわざ屋上に行く必要もないだろう。そう思った優樹は、一度頭を振ると立ち上がった。

「太一くん、昨日から帰ってないでしょ。今日はもういいから帰りなよ。後はあたしが見てるから……明日から、また君に迷惑かけるだろうし」

「……一度帰って、着替えとか持ってきますよ。あれがいるのに、優樹さんを一人にできないでしょうが」

　太一朗も立ち上がり、手に持った散弾銃と懐ふところの拳けん銃じゆうをロッカーに戻すべく六課に戻ろうとした。だがふと思い直すと、その二つを優樹に向かって差し出した。

「何」

「持っていてください。そしてあいつが何かしたら、容赦なくぶっ放してください」

「……よくそういう物ぶつ騒そうなことが言えるね、君は」

「言えますよ。もともとは、それが自分の本来の任務ですから」

「君の仕事は殺すことじゃないと思うけどね」

　優ゆう樹きは、人間を簡単に殺傷しうるその凶器を受け取って興きよう味みなさげに眺ながめた。

「怖いもんだねえ、これの引き金引く力なんて子供にもあるけど、それで人が殺せちゃうんだからね」

「使い方を間違えなければいいんですよ」

「君の方が思いっ切り間違っているような気がするのは、あたしの気のせいかねえ……」

　山やま崎ざき太た一いち朗ろうという人物は、ある意味で恐ろしく、そして迷惑な性格であった。

「まあそれが君のいいところなんだろうけど、どちらかというと悪い性格だね……」

「……何だか、凄すさまじくけなされているような気がします。まるで、自分が悪人みたいじゃないですか」

「君、もしかして自分のこと善人だと思ってるの？」

　言葉に詰まってしまう太一朗に、優樹は笑いかけた。

「噓うそだよ、君はいい人だよ。ちょっと悪人かもしれないけど……これ、あたしが持ってても撃うち方わからないしね。ロッカーに戻してくる」

　優樹が六課に戻るために歩き出すのを見て、太一朗も何となくその後に続いた。高たか橋はしがいる部屋には、優樹の計らいで鍵かぎがかけられていない。もっとも、高橋が本気で動けばドアの一枚や二枚は軽く吹っ飛んでしまうだろう。高橋がああいう状態なので太一朗も何も言わなかったが、あれが本当に動き出したらと思うとぞっとした。

　早いところ帰って、戻ってこようと決心した太一朗だが、その前に先ほどの会話で気になったことを優樹に問い正してみた。

「……自分って、悪人ですか？」

「いいことが全部いいことじゃないし、悪いことが皆悪いことに繫つながるわけじゃないよ」

　わかったような、わからないような言葉を口にする優樹であった。




　ビルの出口から人間にしては大柄な男が出ていくのを、ネジは屋上から眺めていた。別にあの人間が何をしようとネジの知ったことではないので、放っておく。ネジは、一度大きくあくびをすると、あらためてこのビルを見張っている気配に注意を向けた。

　四つほどの気配を感じる。かなり遠い所から見張っているので、ビル内にいる二重雑種ダブルブリツドにはさすがに察知するのは困難だろう。相手方に比べてこちらは自分しかいない。ちゃんと冷静に動いて、連中の陽動に引っ掛からないようにしなければ。

　ネジはのしのしと歩いていくと、屋上のほぼ中央にうずくまった。自分の仕事はビルの中にいる二重雑種二人のうち、〝人間寄りの死に損ない〟が連中の手に落ちないようにすることだ。今はまともな二重雑種ダブルブリツドもいるから、そう簡単には手出しができないだろう。

（連中もしつこいわねえ。……それにあの死に損ないもよく生きてること。せっかく勢いよく火事を起こしてやったのに……）

　あの時、二重雑種の死体が燃えていれば、こんな面倒なことをせずにすんだはずだ。それが死んでいたはずの二重雑種は生きているわ、それが連中に知れるわと、ネジにとっては予想外の事態になっていた。

　もう一度あくびをして、耳の裏をぼりぼりとかく。その目の前に、一羽の烏からすがとまった。

『だらけているな、ネジ』

　烏の嘴くちばしの中から、聞き取りづらいしわがれた声が聞こえてきた。ネジは烏が喋しやべっていることには、何の疑問も持たなかった。彼女の知り合いには、動物を支配下においてその感覚器を借りることができる者くらいいる。その中でも、烏を好んで使う知り合いは一人しかいない。

「あら、局長。わざわざ何しに来たの？」

『お前が仕事をしているかどうかだ』

　三度目のあくびをネジはした。

「そう言われても、向こうが手出ししないんだから、しょうがないじゃない。て言うか、あたしは抑止力でここにいるんでしょ？」

　烏がその首をぐりぐりと回しながら言葉を紡いだ。

『それは浦うら木きの言い分だ。俺おれとしては、お嬢じようさんの方が心配だ』

「ここしばらくは東や西の大陸に行ってお仕事してたのに、帰ってきたらまた仕事？　勤勉ねえ。あたしはちょっと真似まねできないわ」

『……俺が戻ってきたからには、あいつらにでかい面はさせんぞ』

　ばたばたとはばたき、烏が飛び立とうとする。

「不器用ね、あなたはこういう小手先の術が苦手だものね。……これ、用が済んだら食べてもいいの？　ちょっとおなかがすいたんだけど」

『骨も羽も血も残すなよ』

「いちいちうるさいわね、人間じゃないんだから、血や羽くらい残ってもいいでしょうが」

『駄だ目めだ。下手へたに残すと、お嬢さんが気が付かれる。かなり敏感な方なんだからな』

「わかったわよ……もう用は終わったの？」

『……とにかく、気を抜くなと言うことだ。じゃあな』

　呪じゆ縛ばくから解き放たれた烏は、ネジの姿を見て本能的に恐れをなしたのか慌てて飛び立とうとした。その烏を前足で叩たたき落とすと、ネジは一口で烏を口の中に入れた。血や羽を吐き出してしまわないよう、しっかり口を閉じ顎あごだけを動かして咀そ嚼しやくする。何やら不味まずい部分もあったが、その辺りは我慢することにした。

　ある程度嚙かみ砕いたところで丸吞のみしてしまうと、ネジは口の回りを前足で拭ふいた。もし彼女の姿を見る人間がいて、なおかつアヤカシに関する知識がある者ならばネジのことをこう評したであろう。

　鵺ぬえ、と。

　そのシルエットは体長四メートルの四足歩行の獣けものだ。大きさもさることながら、その異い形ぎようは見る者に畏い怖ふの念を与えるのに相応ふさわしい姿をしていた。コンクリートを踏み締しめる四本の足は虎とらのように太く、薄うす汚よごれてはいたが黄色と黒の横よこ縞じまを短い体毛が形成している。足に支えられた体は、少々硬そうではあるがふさふさとした茶色がかった長毛に覆おおわれていた。その丸みがかった体形は狸たぬきのようで少々滑こつ稽けいに見えないこともない。首を境に、頭部にいくにつれて毛は短くなり色は黒ずんでいく。

　そして、顔はやや猿さるに似ていた。真っ黒な顔と異常に大きな牙きばと口、知性を宿した目が猿との決定的な違いであった。

　普段は引っ込めている爪つめを出すと、ネジはその鋭するどい爪で牙を研いだ。こうやってだらけた姿を見せれば、ビルの周辺にいる彼女の敵も油断して動くだろうかと思ったが、そこまで馬ば鹿かではないらしい。

「……ああ、暇」

　ネジは、その尻尾しつぽで屋上のコンクリートを叩たたこうとした。が、あまり音を立て過ぎて中の二重雑種ダブルブリツドに悟られてもまずいことに気が付き、寸前に尻尾を止めて所在なげに左右に振った。尻尾の先端には蛇へびの頭が付いており、尻尾は蛇の胴体そのものだった。てらてらと黒皮に包まれたその尻尾は、彼女の異形の中でもっとも『醜みにくい』といえる箇所だったかもしれない。五十センチほどもある尻尾は、至る所でてんでばらばらの方向に捻ねじ曲がっていた。骨の形がそうなのか、真っ直すぐに伸ばすことができず、不ぶ恰かつ好こうな尻尾であった。

　乙種指定生物。日本の法律では、ネジはそう分類される。だがネジは確かに獣の容姿をしていたが、人間並み、いやそれ以上の知恵や判断力、そして感情を兼ね備えていた。

（全く、人間の都合で勝手に枠組みされちゃたまったもんじゃないわ。あの二重雑種ダブルブリツドもご苦労なこと）

　内心で呟つぶやくと、ネジは再び注意深く周囲に気を配り始めた。

　彼女の上の意向と、彼女自身の些さ細さいな復ふく讐しゆうのために。




　優ゆう樹きは銃器をロッカーに戻して施せ錠じようをした。太た一いち朗ろうによって凸でこ凹ぼこだらけになってしまったロッカーだが、まだ使えないことはなかった。それらをしまうと、優樹は手袋と帽子を外して自分の机の上に置き、コートをかけるためにハンガーを手に取った。世間では、もうコートを着ている人間など皆無であるが、優樹はまだ冬物である。

　冷蔵庫から冷酒の瓶びんを取り出し、ソファーに腰掛けるとどっと疲労が押し寄せてくる気がした。実際、優樹は心身共に疲れていた。動いている時はまだいい。目の前の事象に心を向けている間は自分のことを気にしなくて済む。だが一人になると、これからのことを考えてしまう。

　太た一いち朗ろうの言う通り、自分が馬ば鹿かなことをしているような気は確かにした。それでも優ゆう樹きは、高たか橋はしを見捨てられなかった。それが「同病相憐あわれむ」の感情から生まれていることは優樹にもわかっている。

　自分以外の、たった一人の二重雑種。もしかしたら、彼は自分であり、自分は彼であったのかもしれない。

　優樹の友人であるアヤカシたちがそれを聞けば、「冗談じゃない」と笑ったことだろう。優樹は優樹であり、高橋は高橋だ。同列視することなど、ない。そうやって言い切ることが彼らにはできた。

　優樹にはそれができなかった。

　どうしても、できなかったのだ。




　太一朗が旅行用の大きな鞄かばんに荷物を入れて再び六課に戻ってきた時、優樹はソファーに座っていた。

「戻りました……あいつのこと、見張ってなくてもいいんですか？」

　背中に話し掛けたが、返事はない。

「……優樹さん？」

　近寄って見ると、優樹はソファーの上で胡座あぐらをかき、腕を組んで目を閉じていた。テーブルの上には、空からっぽになった冷酒の瓶びんが置いてある。寝ているのだろうか。

　太一朗は、何となく優樹の正面に向かい合って座った。こうして優樹の姿を眺ながめるのは久しぶりのような気がしたからだ。

　綺き麗れいだ、と太一朗は正直に思った。普段はその幼く小さな外見から〝可愛かわいい〟としか評しようのない優樹であったが、こうして何の表情も浮かべていない時はなぜか美しく感じられた。

　最初に会った時は、ただの内閣公認の甲種指定生物だった。二度目に会った時は、気に入らない〝怪あやかし〟だった。笑った顔が可愛いと思ってしまったことに苛いら立だち、不真ま面じ目めな態度が嫌きらいだった。

　今では、抑えようがないほどに彼女に惹ひかれている自分がここにいた。これほど、誰だれかを好きになったことは、今までで初めてだった。

　なぜ、自分は彼女のことが好きなんだろう。そんなことを考えながら、目を閉じたまま動かない優樹のことを見ているうちに、太一朗はその顔に触りたくなった。一度触ったことはあるが、あの時は惨さん烈れつな状況であったため手触りも何も覚えていない。

　太一朗はテーブル越しに右手を伸ばすと、優樹の頰ほおにそっと触れた。冷たく、そして柔らかい頰を親指でなぞる。

　好きな人に触れたいという自分は、間違っているのだろうか。

　好きな人をこの腕に抱きたい自分は、間違っているのだろうか。

　優ゆう樹きの過去のことを考こう慮りよに入れても、それでも太た一いち朗ろうは彼女に触れたいと思う自分を止めることができなかった。

　その右手を滑らせて優樹の細い首に移動させた時、

「……手」

　低い、押し殺したような声が聞こえた。

「え……」

　いつの間にか、優樹が目を見開いて太一朗を見ていた。

「う……あ、これは別に深い意味があったわけじゃなく、起きてるのかなって思って……」

「言い訳はいいから、手、離してくれないかな」

　太一朗は、慌てて優樹の首から手を離してソファーに座った。その勢いがありすぎたため、ソファーごと背中からひっくり返る。

「……何、やってるのかな、君は」

　優樹は面白くないような口調でいうと、現在の時間を確認した。午後三時を二十秒ほど過ぎている。午後三時に目を覚ますように体内時計をセットして、全すべての感覚を断って眠りについていたのだが、起きると太一朗が自分の首に触っていた。優樹は思わず太一朗を振り払いたくなったが、何とか自制をして声をかけたのだ。

「す……すいません……あの……悪気とか他意があったわけじゃないんです……」

　ひっくり返ったままで必死に言い訳の言葉を考えようとする太一朗だが、もともと語ご彙いが豊富とはいえず咄とつ嗟さに口が回る方でもない彼は、意味のない言葉を並べ立てることしかできなかった。

　太一朗を珍しく見下ろす形になった優樹は、彼がひっくり返った拍子に落ちた冷酒の空き瓶びんを拾い上げながら困ったように息を吐いた。

「……ただでさえ悩み事が多いんだから、せめて君くらいはあたしを悩ませないでほしいな。……ソファー、起こしておいてね」

　それだけ言うと、優樹はうろたえる太一朗を放って冷蔵庫の方に行ってしまった。その後ろ姿を見送りながら、太一朗は起き上がるために右手を床に突こうとした。だが、ふと思い返してそのままの体勢で自分の右手を見た。

　あまり体温の感じられない皮ひ膚ふは、彼の熱い手には心地よく、その手触りは。

「……………」

　それ以上思い出すのは、辛つらかった。




　渋しぶ谷やから下しも北きた沢ざわまで行き、そこから小お田だ急きゆう小お田だ原わら線に乗り換えて十番目の駅、和泉いずみ多た摩ま川がわで優樹は降りた。待ち合わせ時間は午前十一時だが、優樹はその三十分前に到着してしまった。

　これから堀ほり内うちと共に行動しなければならないと思うと、優ゆう樹きはその時点でうんざりしていた。

　彼女のように研究心が旺おう盛せいな人間は、優樹が少々苦手なタイプである。

　だがそれ以上に、六課にいる太た一いち朗ろうと高たか橋はしのことを考えると頭が痛かった。あれから、太一朗は何も言わずに高橋を見張り続けた。高橋の分の食事をしっかり作り、ちゃんと食べさせてやっていた。優樹が高橋と関かかわり合いを持たないように、予防線を張っているかのようだった。

　そんなことを考えながら優樹が改札口を抜けると、会わなければいけないが会いたくない女に声をかけられた。

「片かた倉くらさん、早いですね」

　堀ほり内うちがにこやかな笑みを浮かべながら、そこにいた。昨日優樹が電話で言ったように、動きやすい服装に歩きやすい靴くつを履はいている。優樹は真剣に彼女をごまかすため、とことんやる気だった。

「あれ、堀内さんこそ。待ち合わせよりだいぶ早いですよ。どうしましたか？」

　苦手だろうと嫌きらいだろうと、優樹はその辺りの感情を隠すのは得意だ。いつものように笑顔を返して話しかける。

「片倉さんをお待たせしてはいけないと思い、早めに出てきました。……ちょっと早いですけど、早速行きましょうか。まずは昨日の打ち合わせ通り多た摩ま川水道橋に行きましょう。そこから先は、片倉さんの力にお任せします。すぐ見付かりますわよね」

「さあ、どうでしょう。水に落ちると臭においを追うのが難しいし、道路を歩いたとしてもアスファルトだといまいち鼻が利きませんからね。まあ、努力はしますよ」

「お願いします。彼が見付からないと、大変なことになりますから」

「そうですね」

　言いながら、優樹は堀内の表情を観察していた。『彼を見付けたい』というのは本心らしいが、その理由まで読み取れるほど優樹は全能ではない。少しずつ情報を引き出し、こちらの情報は明かさないように言動には気を付けなければならない。

「じゃ、行きましょうか」

　こうして、腹に色々な物を抱えた二人の探索行が始まった。




「で、私が最初に疑問に思ったことなんですが……」

　多摩川水道橋までの道中、最初に口火を切ったのは優樹だった。

「高橋はどこに運ばれる途中だったんですか？」

「大阪です。委員長から聞いていませんでしたか？」

　それは確かに聞いた。だが。

「噓うそでしょう」

　そう、噓だ。優樹は浦うら木きに聞いてある程度の裏付けは取ってある。高橋がたった一日だけ、神奈川県特別保健所に移されていたことを。そこから東京都特別保健所に戻る途中で事故に遭ったのだ。

「大阪へ行く途中なんて、噓うそついちゃいけません。特保から大阪へ行くのに、こんな道路使うわけないって、地図見ればすぐにわかります。私は道路情報に詳しいわけじゃありませんが、馬ば鹿かにしちゃいけません」

　優ゆう樹きはおどけたような口調で堀ほり内うちを見ていた。この噓がばれるのは予測の範はん囲い内であったのか、堀内に驚おどろいた様子はない。

「……そうです。確かに彼は一度神奈川に移されています」

「どうしてですか？」

「言えません。それを知る義務と権利は、あなたにはありませんわ」

「ごもっとも。でも私の行動動機が全すべて義務と権利に基づいたものと思われちゃあ困りますね」

「では、好奇心ですか？」

「さあ、何でしょうね」

　嫌いやな会話だ。優樹は素直にそう思った。お互いに自分の情報を出さずに相手の情報のみを引き出そうとしている。こういう駆け引きを優樹はたまにやるが、決して好きではない。

『いいかい、優樹。相手から情報を聞き出そうとする時は、自分の言動にも気を付けないといけないよ。うっかり誘ゆう導どう尋問に引っ掛かってしまう時があるからね。だからといって、自分が何か言うたびにいちいち考え込んでもいけない。噓をついているのではないかと相手に思われてしまう。それと一番大事なことだが、どんな情報も鵜う吞のみにしてはいけない。相手が虚偽を事実だと思い込んでいる時があるし、噓はつかなくとも事実の一部を隠しているかもしれない。あらゆる可能性を考えて、会話をするんだよ』

　自らの師である大おお田たの言葉を思い出しながら、優樹は自分の足元に目をやる。しっかり歩けるようにはなったが、まだ全力疾走できるほどではない。

「ちょっと失礼」

　優樹はコートの内ポケットに手を入れて携帯用ミニボトルを取り出した。前回の反省も踏まえて、小さいが頑がん丈じようなボトルを買ったのだ。落としたくらいでは凹へこみさえしない。

「相変わらずお酒がお好きのようですね。……それに、もう春もそろそろ終わるのにどうしてコートを着てらっしゃるんです？」

　今日の日差しはやや強く、初夏に等しい暑さであった。それなのに優樹はコートと手袋をしている。帽子もまだ生地の厚い冬物だ。

「厚着が好きでしてね」

　優樹がボトルに口を直接付けて中身の焼しよう酎ちゆうを飲み始めた。そのデリカシーのなさに堀内が眉まゆをしかめたが、優樹は気にしない。

「ところで、ヨーウィーってまだそちらにいるんですか？」

　とりあえず話題を遠いようで近い方向に持っていく優ゆう樹きであった。

「いいえ、やっと豪州に送そう還かんされました」

「それはよかった。足とか尻尾しつぽとかどうなりました？」

「足の骨は繫つながりましたし、尻尾は三分の二くらいの長さまで再生しました」

「なるほど。いや、私が折ったり切ったりしたから心配だったんですよ。尻尾も生えてきてよかった」

「そうですね……」

　呟つぶやいた堀ほり内うちが何か考えるような顔をしたのを優樹は見た。

「片かた倉くらさん、この質問は今回のこととはあまり関係ないんですけど」

「はあ、何でしょう」

「一度死んだアヤカシが、生き返ることが可能だと思いますか？」

　その問いを半ば予想していた優樹は、内心では驚おどろかなかったが表面上は怪け訝げんな顔をした。

「何ですか、いきなり。私は聞いたことがありませんけどね。だいたいアヤカシはもともとが死ににくい生き物なんですから。私の周辺には、死んだアヤカシでさえいませんよ」

　優樹は平然と噓うそをつく。優樹は自分が正直であると思ったことなどないし、噓をつくことにもあまり罪悪を感じない。それが親しい友人でなければなおさらだ。

「まさか、堀内さん、高たか橋はしが生き返ったとか思ってるんじゃないでしょうね？」

　長い年月を生きたアヤカシであり、いくつかの裏の事情を知っている浦うら木きがこの発想に辿たどり着くことはそう難しいことではない。だが、一介の研究者である堀内が『二重雑種ダブルブリツドである』という理由だけで『死からの生還』などという自然の摂理に反したことを思い至るのは妙ではないだろうか。

　そう考えてから、優樹は内心で苦笑した。考えてみれば、自然の摂理に反したことなど誰だれでもやっていることだ。もはや、その言葉さえすでに形けい骸がいと化しているのかもしれない。ボトルをしまう優樹に、堀内が問い掛ける。

「片倉さんは、そうは思いませんか？」

「思いませんよ……だって堀内さんがそう思うのは、高橋が二重雑種だからって理由だけでしょう？　そんなこと言ったら、私はどうなるんでしょうね？」

「片倉さんにも、そういう力があるかもしれません」

「嫌いやですよ、そんなものを証明するのは」

　優樹は声に出して笑ってみせたが、実のところまったく笑っていなかった。笑えるわけがない。蘇そ生せい能力があるかどうか、手っ取り早く証明する一番の方法。

　それは一度死ぬことだ。

「堀内さん、私に死んでほしいとか考えてないでしょうね？」

「いくら私でもそこまでは考えていません」

（じゃ、それ以前は考えているんだね……）
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　心の声で文句をつけると、優ゆう樹きは足を止めた。

　結局、お互いに大した情報を得ることができないまま、多た摩ま川水道橋に着いてしまった。二人がいる側は東京都狛こま江え市だが、橋の向こうは神奈川県川かわ崎さき市だ。その境に流れる多摩川は、今日も穏おだやかに流れていた。

「平日だから、人はあまりいませんね……」

　遠くで釣つりらしきことをしている人がいたが、優樹の目に見えるもの全すべてが堀ほり内うちに見えるわけではない。優樹の視力の高さは尋常ではないのだ。

「まずは、事故現場にでも行ってみましょうか。彼の臭においが残っていれば、楽に見付けられるんですけど」

　しかし、それは無理だろうと優樹は試みる前から判断していた。数日しか経たっていなくとも、その間に雨が一度降っているし、車両通行が多い道路では車のタイヤに臭いが紛れてしまう。何より、優樹には高たか橋はしを捜す気そのものがないのだから。

「よろしくお願いします。片かた倉くらさんが頼りです」

　堀内が軽く頭を下げた。

　事故のあった辺りは、割れた橋の壁かべや道路に色濃こく残ったタイヤの痕あと、焼けて黒くなった地面などが残っていたが、それ以上のものはない。端に申し訳程度に置かれた小さな菊の花束が、この場所で最近事故が起こったことを連想させる。そのすぐ脇わきを、自動車が結構なスピードで何台も通り過ぎていく。

「誰だれか亡くなったんですか？」

「いいえ、怪け我が人は出ましたけど。……なぜ菊の花が置いてあるんでしょうね」

　二人は共通の疑問を抱いたが、それに対する興きよう味みはすぐに薄うすれてやるべき仕事に取り掛かった。そうは言っても、優ゆう樹きが調査して堀ほり内うちはただ見ているだけだが。

　優樹はまず歩道にしゃがみ込むと、車の往来を見計らって車道に身を乗り出し、道路に顔を近付けた。鼻を利かせてみると、アスファルト、タイヤ、そしてそれらが焦げた臭においが鼻を通して優樹の神経を刺激する。いい臭いなどとはお世辞にも言えない。だが、わずかにも高たか橋はしらしき臭いは感じられない。もっともこれだけ交通量が多ければ、薄れてしまって当然だ。

　通り過ぎる車両に何度も中断され、優樹が事故現場付近の臭いを全すべて嗅かぎ終わった時は午前は終わっていた。

「うう……鼻が駄だ目めになりそうですよ、堀内さん」

　歩道の端に座り込むと、優樹はまた懐ふところからミニボトルを取り出して蓋ふたを開けた。中身には口を付けず、アルコール臭を存分に吸い込む。異臭を長い間嗅いでいると、神経がおかしくなりそうだ。

「で、どうでした？」

　それまで、ずっと傍らにいて何も言わなかった堀内が久しぶりに口を開いた。ただ優樹を見ているだけの彼女にも、それなりの気苦労はあった。犬のように道路の臭いを嗅ぎ回る優樹を見ると、歩行者は汚い物を見たような顔をして足早に通り過ぎた。中には堀内に、「あの子、どうしたの？」と馴れ馴れしく聞いてくる人間もいた。そんな人々が通るなか、他人のふりもせずに側そばにいる堀内に、優樹は少々感心した。

「駄目ですよ。タイヤとアスファルトとガソリンの臭いしかしません」

　それは事実だった。優樹は真剣に高橋の臭いを嗅ぎ取ろうとしたが、欠片かけらも感じることができなかった。

「やっぱり、これだけ車が多いと臭いで捜すのはきついです。……試しに、ちょっと下を見てきますわ」

　優樹はボトルの中身には口を付けずに再びしまうと、橋の下を流れる多た摩ま川を覗のぞき込んだ。中州があり、そこなら着地できそうだ。

「気を付けてくださいね」

「はあ」

　気休めの言葉を受け取ると、優樹は欄らん干かんを軽々と飛び越えた。手で帽子が飛ばないように押さえながら多摩川の中州めがけて降りる。普段ならこの程度の高さで足を滑らせたりはしないのだが、着地の瞬しゆん間かんに足首をひねってしまい地面に倒れ込んだ。

「……痛い……」

「大丈夫ですか！」

　覗のぞき込んだ堀ほり内うちが大声で話し掛けてきた。優ゆう樹きは「大丈夫です」と怒鳴り返して手を振ると、あらためて中州を見回した。草しか生えていない。周囲の川と比べて地面がそう高いわけではないので、増水したらすぐ川に吞のまれてしまうだろう。

　そんなことを考えながら、優樹は先ほどと同じように地面に鼻を近付けた。今回は土なので、少しは臭においが残りやすい。大して期待もせずに臭いを嗅かいだ優樹だが、草や土、水の臭いに混ざって明らかに異なる臭いを発見した。

　それはあえて言うなら獣けものの臭いに似ていた。優樹は中腰になると、草を確認する。自分以外の誰だれかが、草を踏み分けた痕こん跡せきがあった。よく見ると、一定の方向に倒れている草の群れが広こう範はん囲いに広がっており、誰かがここに転がっていたような痕あとであった。

　立ち上がると、あらためて周囲を見回した。この中州は東京側からも神奈川側からも結構離れており、人間が来るには困難なように思えた。ここに誰かがいた。それは間違いない。だが、その『誰か』が優樹には特定できなかった。高たか橋はしではないような気はするが、断言もできない。

　とりあえず、優樹は一度戻ることにした。だが、そこでこの中州からどうやって脱出するかに考えが至る。真上の橋は飛び降りるのはともかく、垂直跳びをするには今の優樹には高過ぎた。両岸とも同様である。水をかき分けて戻れば手っ取り早いが、服が濡ぬれるのは嫌いやだった。

　思案した優樹は、結局一つしか手段を思い付くことができなかった。




「……お帰りなさい」

　橋を支える柱をよじ登ってきた優樹を見て、堀内は内心で驚おどろきあきれつつも口と表情は平然としていた。この片かた倉くら優樹という甲種指定生物は、ややオーバーハング気味の箇所もものともせずに登ってきたのだ。帽子を落とさないために、つばを口でくわえてきたその姿はやや滑こつ稽けいでもあった。

「いや、後先考えずに飛び降りるもんじゃないですね。全身が痛いですわ」

　帽子を被かぶり直して手をぶらぶらと振っている優樹は陽気に笑っていたが、その指先は長時間の圧迫で赤くなっていた。摑つかむ所がない箇所の方が多かったのだから、その握力がものをいったのだろう。

「お疲れ様でした。で、どうでした？」

「誰か、いた臭いがありましたよ。でもそれが、高橋かどうかは自信がないんです。何しろ、私が彼と最後に会ったのは二か月以上前の話ですからね。記き憶おくにちょっと自信がありませんわ」

　さりげなく虚偽を混ぜると、優樹は手袋をはめながら堀内を見た。

「下は中州で周りが水だから、追うのは難しいと思いますがやってみましょう。とりあえず川岸を重点的に、まずは下流の方に行きます。だいぶ歩きますけど、大丈夫ですか？」

「……あなたは、元気ですね」

　堀ほり内うちがいきなりそう言い出したので、優ゆう樹きは不思議そうに堀内を見た。感情をあまり浮かべない堀内に、ほんの少しだけ羨せん望ぼうの念が見え隠れしている。その羨望が自分に向けられていることに、優樹はすぐに気が付いた。

「そりゃあ、元気ですよ。怪け我がは多いけど、病気はしたことないし。……そんなこと、堀内さんはよく知っているじゃないですか」

「私が知りたいのは、その理由です。どの細胞がそれらの要因となっているのか、まだ特定はできていません」

「そりゃ、そうでしょうね……」

　優樹は簡単に流そうとしたが、堀内の表情がひどく思いつめたものであることに気が付いた。

　堀内のことは苦手だったし、その研究心は嫌きらいだったが、彼女にも彼女なりの事情と悩みがあるのだ。そう考えると、優樹はつい言ってしまった。

「あの、私でよければ相談くらいには乗りますよ」

　言ってから、自分が馬ば鹿かなことを言っていると優樹は思った。優樹自身の悩みでさえ解決できないのに、他人のことまで気遣っている暇はないのだ。それに、堀内の悩みを自分がどうにかできるとは思えない。

「……ああ、私じゃどうしようもないですね。ただの甲種指定生物ですから。余計なおせっかいでした。今の言葉は忘れてください。じゃ、行きましょう」

「片かた倉くらさん」

　神奈川県に向かって歩き出そうとした優樹を、堀内が呼び止めた。

「はい？」

　優樹は返事をしながら振り返った。

「心遣い、ありがとうございます」

　そう言った堀内の表情がいつもと全く同じであったため、優樹はそれを彼女の社交辞令と解釈した。

　そのため優樹は、自分が振り返る間に生まれ、そして消えた堀内の心の葛かつ藤とうに気が付くことはなかった。

「いえいえ、全然お役に立てないですいません」

　再び歩き出す優樹の背中を見つめながら、堀内も歩いた。

　その瞳ひとみには、様々な感情が彩られていた。







[image: 第三章　同じ闇へと至る道]






















　山やま崎ざき太た一いち朗ろうは、自身が驚おどろくほどに冷静だった。心の中にある雑多な感情をほとんど表面に出さずに、高たか橋はし幸こう児じに接することができるという事実が、自分でも不思議でならなかった。

　高橋は、あまり太一朗の手を煩わせる廃人ではなかった。最初は食事を食べさせてやらなければならなかったが、箸はしを渡すと自分で食べるようになった。排はい泄せつも何度か太一朗を困らせただけで、あとは自分でできるようになった。

　ただ何も言わず、ほとんど動かず、表情を変えず、天井を見続けていることだけは全く改善されなかった。

　しかし、『高橋の死体捜索』から帰ってきた片かた倉くら優ゆう樹きが目の前にいる時だけ、高橋は目に見えて嬉うれしそうな態度をとった。何をするわけでもないが、優樹を見て締しまりのない笑顔を見せる。それを見て優樹もまた笑い返すのを少し離れたところから眺ながめていても、太一朗の心に苛いら立だちやそれに似た感情は湧わき上がってこなかった。

　その冷めた感情の裏にある〝何か〟を、この時の太一朗は知らなかった。




　それは、太一朗をよく見ている優樹にも少々不可解なことだった。

　優樹は太一朗の性格をそれなりに把は握あくしているつもりだった。短気で直情で独自の正義感を持っている彼が、この状況に怒るのは当然である。彼の感情のはけ口が自分に来ることを、優樹は覚悟していた。

　それなのに太一朗は何も言わずに、自分がいない間の高橋の世話をしっかりやってくれていた。優樹が手伝おうとしても、あっさりと拒否された。連日の『死体捜し』で優樹が疲れているだろうというのが、彼の理由だった。

　疲れているのは太一朗も同様だろう、と優樹は思う。確かに太一朗は肉体も精神も普通の人間に比べれば頑がん丈じようにできているかもしれない。それでも、この状況は苛か酷こくであるように優樹は感じていた。

　しかし、太一朗は何も言わなかった。

　覚悟していたはずなのに、優樹は太一朗との間にある溝を痛いほどに自覚した。




「……ただいま」

「おかえりなさい」

　意味のない捜索を始めて五日目。優樹は午後七時を過ぎた頃ころに六課に帰ってきた。その足で三階に行くと、いつものように太た一いち朗ろうが廊下に座り込んで散弾銃を抱えていた。優ゆう樹きもまた、彼から一メートルほど離れた床に腰を下ろす。

「どんな感じ？」

「昨日と変わりませんよ……そちらは？」

「だいぶ多た摩ま川を下ったけど、何も見付からない……当たり前だけどね」

　とは言うものの、優樹はちゃんと目的意識をもってあるものを捜していた。多摩川水道橋下の中州にあった『獣けものらしき臭におい』である。犬や猫ねことは明らかに違う、どこかアヤカシに近い臭いだった。とりあえずその臭いを『高たか橋はしの痕こん跡せき』と堀ほり内うちに偽って追ってみたのだ。結局何も見付からなかったが。

「さすがに堀内さんも苛いら々いらしてきたね……でもしかたないよ。見付からないんだから。……ああ、鼻が馬ば鹿かになりそう」

　優樹が鼻の頭をかいた。太一朗が見ると、少しだけ赤くなって皮が剝むけている。

「何だか警けい察さつ犬になった気分だよ。大変だね、彼らも」

「そうですね……」

　太一朗は途中から優樹の話をあまり聞いていなかった。彼は今日、優樹が帰ってくるのを待ってある人物に会いに行こうとしていたのだ。

「自分は、ちょっと家に戻ってきます」

　噓うそではない。家に戻りもするが、それ以外にも用があるだけだ。そう自分に言い聞かせて、太一朗は立ち上がった。彼は正直者だが、たまに噓をつく。ただ、その噓のつき方ですぐばれてしまうだけだ。

「ああ、いってらっしゃい。しばらく戻ってないんだから、たまにはゆっくり寝てきなさい」

　彼にとって幸いだったのは、優樹が太一朗の細かな態度を見ていられる状態ではなかったことだった。優樹は明日からどうやって堀内をごまかすか、そして高橋の今後のことについて考え始めていたのだ。

「じゃ、行ってきます……」

「ああ、ちょっと」

　二、三歩歩いたところで優樹に呼び止められたので、太一朗はぎくりとした。

「ショットガンとピストル、ちゃんと置いていきなさい」

　自分の間抜けぶりを、久々に思い知った太一朗であった。




　一度家に帰った太一朗だが、すぐに都心に舞い戻ってきた。だが彼が降りたのは渋しぶ谷や駅ではなく、東とう横よこ線都立大学駅だった。

　地図を頼りにして何とか目的の場所に辿たどり着いた時、時間は既に午後十時を回っていた。会う約束もしていないのに、人の家に乗り込んでいい時間では決してない。だが、太一朗はその人物に対して『遠えん慮りよ』することなど考えていなかったので、構わずそのマンションに入っていった。

　その人物は一階に住んでいたので、太た一いち朗ろうは階段を上る必要もなく部屋の前に辿たどり着いた。表札はかかっていない。三月に貰もらった古いメモを取り出してみる。くしゃくしゃになっていたためにだいぶ読みづらかったが、メモに書いてある部屋番号は間違いなくここだ。迷うことなく、インターホンを押す。が、壊こわれているのか何の音もしない。かちかちと虚むなしい音を五回ほど立ててから、太一朗は次の手段に出ることにした。窓からは何の光ももれてこないため、もう寝ているのかもしれない。

　だから太一朗は、部屋の住人を起こすために重そうなその扉とびらを少し加減しながら蹴けり付けた。どん、という大きな音が、夜という時間も災いして余計に周辺に響ひびき渡る。十秒ほど待ってみたが、反応はない。太一朗がもう一度蹴り付けてやろうと足を引いた時、部屋の中で明かりが付くのが窓から見えた。鍵かぎを開ける音が聞こえると、ほどなく扉が開く。

「……君は、礼れい儀ぎと遠慮を知らないのか？　これは本気で優ゆう樹きや赤あか川がわに君の教育をやり直すように言う必要があるな」

「お説教は後で聞くから、とにかく中に入れてくれ、大おお田た」

　大田真さね章あきは、明らかに起き抜けの顔をしていた。いつもの銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけておらず、目を何度も瞬まばたかせている。パジャマを着ていることに異論はないが、なぜかナイトキャップを被かぶっていることが太一朗の笑いを誘った。はっきり言って、全然似合っていない。

「お前、その帽子は何だ。似合ってないぞ」

　正直に口に出した太一朗に、大田は無愛想な口調で答える。

「……人をこんな夜中に訪ねておいて、君は僕ぼくの帽子が似合っているか否かを批評しに来たのかな？」

　大田は部屋の奥に引っ込んでいく。それを了解と勝手に受け取った太一朗は、一応「お邪じや魔まします」と言ってから玄関に上がり込んで扉を後ろ手に閉めた。玄関の靴くつを何となく見ると、大田が普段履はいてる靴とサンダルしかない。当然といえば当然だが、このアヤカシは一人暮らしをしているようだった。靴箱の上になぜか木彫りの熊が置いてあるが、それ以外は何もない殺風景な玄関だ。

「……僕はまだ上がっていいとは言っていなかったと思うけどね」

　太一朗が靴を脱いでいると、大田がいつの間にかその背後に戻ってきていた。パジャマはそのままだが、ナイトキャップは外して眼鏡をかけている。ひどく不ふ機き嫌げんそうに見えるが、それは太一朗の気のせいではないだろう。

「駄だ目めか？　どうしても大田に相談したいことがあるんだ」

　それは太一朗の本音だった。この大田真章というアヤカシはその性格に少々問題があるとはいえ、知識の豊富さと経験は太一朗をはるかに上回っている。太一朗が現在直面している状況は、彼一人ではどうしようもないことであり、的確な助言が欲しかった。それができる存在を太た一いち朗ろうは三人しか思い付くことができなかった。そのうちの二人、片かた倉くら優ゆう樹きと赤あか川がわには相談できる内容ではない。

　最後の選択として、太一朗は大おお田たに頼った。今は、優樹が彼を『先生』と呼びたくなる気持ちがわかるような気がする。やはり彼のことは嫌きらいだし、尊敬もできなかったが。

「……僕ぼくは、悩める若人には寛大だよ。上がりなさい」

　太一朗が大田に案内された先は、六畳間の和室だった。小さな簞たん笥すしか家具がなく、『初日の出　大田真さね章あき』と墨で書かれた長めの和紙が飾ってある妙な部屋だった。よく見ると、部屋の片隅に薄うすっぺらな座布団が十枚ほど積み重ねて置いてある。

「……何だ、この書き初めみたいな奴やつは」

「書き初め『みたい』じゃなくて、書き初めそのものだよ。君は書かないのか？」

「そんな冬休みの宿題みたいなこと、やるもんか……ああ、忘れてたけどこれ土産みやげだ」

　太一朗は、少々かさばっているスーパーの袋を大田に渡す。

「バターピーナッツ一キロ分だ」

「……嬉うれしい、ということにしておこう……。お茶をいれてくるから、その辺りに座っているように」

　大田が和室を出ていったので、太一朗は座布団を四枚ほど取ると二枚は自分が敷しき、もう二枚は大田のために置いておくことにした。座布団と畳があると、太一朗はどうしても寝たくなる。しばらくおとなしくしていた太一朗であったが、着ていた白いパーカーを脱ぐと座布団を枕にして寝そべった。眠る気はなかったのだが、こうして横になると睡すい魔まが襲おそってくる。ただでさえ最近疲れていたのだから、無理もない。

　数分、うとうとしかけていた頃ころに、大田が戻ってきた。

「人の家で寝ないでくれないか？」

「……悪かったな。俺おれは眠いんだ」

「……とにかく起き上がってくれないか？　君が寝ているとこの部屋が狭く見えてならない」

　太一朗はしかたなくのろのろと体を起こすと、座布団の上に胡座あぐらをかいた。その太一朗の前に、大田が緑茶と皿さらに盛ったバターピーナッツを置く。

「残念ながら、食べてもらう物がこれしかなくてね」

「俺が持ってきたバタピーかよ……」

　そう言いながらも、ピーナッツを一摑つかみ取ると口に放り込む太一朗であった。

「……ああ、その頰ほおの傷は消えなかったんだね。少々人相が悪くなってしまったな」

　大田は太一朗の正面に座ると、一粒だけピーナッツを口に運ぶ。

「どうせ、俺は人相が悪いよ……だいたい俺は、お前に人相見てもらうために来たわけじゃないんだ」

「それは、僕ぼくに相談しようという人間の態度じゃないと思うがね」

「ああ……そうだな……」

　こうして大おお田たを目の前にすると、太た一いち朗ろうは今さらながら迷ってしまった。彼に相談するということは、優ゆう樹きとの約束を破ることになるのだ。太一朗はよく人との約束を忘れたり破ったりもしてきたが、それでも今回は罪悪感に悩まされた。

　太一朗は、今までも優樹との約束を破ったことはある。だがそれは、太一朗が感情的になっている時だけであり、こうして冷静な時は『約束』はしっかりと彼の心に枷かせをはめていた。

「なあ、お前は約束を破ったことはあるか？」

　とりあえずそんな風に切り出す太一朗を、大田はずれていた眼鏡めがねの位置を直しながら見た。

「ないよ。僕は自分を知っている。自分にできる約束とできない約束の判別はできる。これだけははっきり言える。僕は約束を破ったことはない」

　あまりにもきっぱり言われてしまったので、太一朗は話を続けにくくなってしまった。

「そうか……」

　太一朗は何となく緑茶を一口飲んだが、葉を入れ過ぎたのかかなり濃こい味がした。顔をしかめた太一朗に、大田が聞く。

「君は誰だれかとの約束を破ろうとしているのかな？」

「お前に相談すると、そうなるな……」

「そうか。君は正直者だが、できない約束をして後で困るタイプだな。まあ、優樹は約束を破られても怒りはしないが、悲しむだろう。悲しませていいと思うなら、君の好きにしなさい」

「ああ……って、どうして約束した相手が片かた倉くらさんだってわかるんだよ」

　自分は、そんなことは一言も言っていないはずだ。

「君が約束を破るのに躊ちゆう躇ちよする相手なんて、優樹しかいないだろう。あと可能性があるのは赤あか川がわに、君の家族くらいかな？」

　そうかもしれない。大田の洞どう察さつ力に感心しながらも、また少し彼のことが嫌きらいになってしまう太一朗であった。

「……で、破るなら破る、破らないなら破らないで決めてくれないか？」

「あんたは、どう思っているんだよ？　俺おれが……片倉さんとの約束を破ることについて、何か言うことはないのか？」

　この時、大田があからさまに表情を変えた。それは明らかに、太一朗に対する軽けい蔑べつの色が濃い表情だった。

「君は、そんなことにまで僕の助言を必要とするのか？　君と優樹との約束は、君たちの間にのみ成立しているものだ。それを守るか守らないかなど、君が決断することだ。君は浅せん慮りよで気が短く、かなり間違った正直者で、その性格にだいぶ問題はあるが、決断力はある方だと僕は思っていた。僕の観察眼は曇くもっていたのかもしれないな」

　それだけ一気に言うと、大おお田たはつまらない物を見るような目をした。

「ああ……悪かった。お前の言う通りだな」

　自分は覚悟を決めてここに来たはずだ。こんなところで迷っている場合ではない。

「俺おれは片かた倉くらさんとある約束したが、このままだと約束を守り続けるより悪いことが起きそうな気がする。だから、約束を破って、お前に相談する。俺が相談したことは、片倉さんには言わないでくれ」

「自分は約束を破るのに、僕ぼくには約束を強要するのか？　君はわがままだな」

「悪かったな……それとお前、さっきひどいこと言ったな。浅はかで短気で正直者で……」

「少し違う。浅せん慮りよで気が短くてかなり間違った正直者だ。性格にだいぶ問題がある」

「……お前なんか、嫌きらいだ」

「それはどうもありがとう」




　太た一いち朗ろうが高たか橋はしのことを話すのを、大田は彼の表情に注目しながら聞いていた。話し上手とはいえない太一朗がだいたいのことを説明するのには、かなりの時間を要した。

「なるほど」

　大田はバターピーナツを食べながら、一口だけお茶を飲んだ。

「しかし、一いち朗ろうくん。残念ながら、君の望む結末にはならないと思う」

「……俺の望む結末ってなんだよ」

「高橋の死と、高橋の存在そのものを優ゆう樹きが忘れることだ。君は、優樹があまりにも高橋のことをかまうから、嫌なんだろう？　彼の存在が、優樹の心の大半を占めていることに嫉しつ妬としているんじゃないか？　君はどうやら独占欲の強い人間のようだからな」

「何だと……」

　太一朗が顔を赤くして立ち上がった。あまりにも的確に太一朗の心情を表現した大田の言葉に、怒りと恥ずかしさが込み上げてくる。立った勢いで空からになっていた茶ちや碗わんが倒れたが、太一朗は気が付きもしなかった。

「座りなさい、一朗くん。いちいち立ち上がるものではないよ」

　拳こぶしを握り締しめて見下ろしてくる太一朗の方を見ず、大田は静かに言った。しばらく大田のことを睨にらみ付けていた太一朗だが、やがて拳を引っ込めて座り直す。

「……悪かったな」

「たまには『ごめんなさい』と言ってみたらどうかな。優樹もよく『悪かったね』と言うが、そういう時の彼女はたいてい自分が悪いと思っている。だが、君の場合は素直に謝あやまるのが嫌いやだからそういう言い方をしているね。人は事実を突き付けられるのは、嫌なものだ。それが、自覚していない自分の心のことならなおさらだ。しかし誰だれが怒ろうと、僕は言いたいことを言う。それが僕だからだ」

「言いたいことを言いやがって……」

　大おお田たの言葉は、事実であった。だが、太た一いち朗ろうは自分が高たか橋はしに嫉しつ妬としているなどとは決して認めたくなかった。

「一つ、気休めを言っておこうか。優ゆう樹きは高橋のことが好きなわけではないよ。彼女は同情と、持たなくてもいい罪悪感を持っているだけだ。ただそれがあまりにも強いから、君には異常に見えるんだろう。僕は思うが、ああいう優樹は愚かだな」

「……愚かなんて言うな。優樹さんは優しい人だ」

　つい反論をしてしまう太一朗であった。

「だが、それが君たちの心労の原因になっていることは間違いない。優樹が高橋を保健所なり捕ほ縛ばく部隊なりにさっさと引き渡してしまえば、こうはならなかったはずだ」

　黙だまり込んでうつむいてしまった太一朗は、自分が倒してしまった茶ちや碗わんを起こした。大田の言うことには、いちいち納得してしまう。その納得している自分自身にも太一朗は苛いら立だった。

「君は、優樹と高橋の共通点をわかっているかな？」

「……はあ？」

　話が少し飛んだ気がするが、それでも太一朗は真剣に考えてみた。答えは一つしかなく、すぐに見付かった。

「二重雑種ダブルブリツド……だろ」

「言い方が悪かったかな。性格で、だよ」

「性格？　どこがだよ」

「君がそう思うのは無理もない。僕ぼくだって、今わかったような気がする」

「お前も、曖あい昧まいな物言いをするな」

「もちろんだ。僕は、僕の言葉を真実であるという確信を持って話しているわけではないからね。いや、世の中に真実などというものはなく、ただ事実のみが存在するのかもしれない。だが、これが世界の常であるとするならば……」

「おい、話がずれてないか？　片かた倉くらさんと高橋の野郎との共通点の話だろ？」

　たまらず、太一朗は大田を遮さえぎった。

「我慢が足りないな、君は……。では話を戻そうか。共通点、それは孤独癖へきのある淋しがりやということだな」

　矛盾した大田の言葉に、太一朗は考え込んでしまう。

「基本的には一人でいることをよしとするが、たまに孤独に耐えられないことがある、ということさ」

　簡単に説明すると、大田は眼鏡めがねの位置を直した。

「彼女はちゃんと自分の心をそれなりに把は握あくしているから、世間を渡っていける。高橋の場合は、それができなかった。優樹は、そんな高橋を知っている。彼女は、何となくそういうことがわかってしまったんだろう。だから彼のことを嫌きらいにはなれても憎めないんだ。だが高たか橋はしは、優ゆう樹きにも自分と同じような面があるなどとは思ってもいない。だから憎んでいるんだろうね」

「……なあ、大おお田た。俺おれは高橋の性格を聞きに来たわけじゃないんだ。この状況を、俺はどうにかしたいんだよ」

　大田の話は、忙しくない時は面白いかもしれない。だが、今はのんびりと彼の講こう釈しやくを聞いている暇はないのだ。

「君の気持ちはわからなくもない。が、君の様子を見ると、この先起こることはわかりそうな気がしてしまった。だから、僕ぼくは大したことは言えないんだ」

「この先起こることが、わかるってのか？」

「断言はしない。ただ、そんな気がしただけさ。未来のことなど、誰だれもわかりはしない……君は今、君にしては落ち着いているな。少し苛いら立だっているが、優樹に対して怒鳴り散らしたり、高橋に虐待を加えたりしていないんだね？」

「……誰がするか」

　眼光に怒りを込めて大田を睨にらみ付けるが、彼は平然としている。

「君は、かなり恐ろしい性格だよ。だから、優樹は君が怖いんだろうね」

「……大田、それは聞き捨てならない」

　太た一いち朗ろうの目に宿った光に、さらに剣けん吞のんな力が加わった。太一朗は、優樹を恐れたことは確かにある。だが、なぜ優樹が自分を恐れる必要があるのか。そんな理由はないはずだ。

「どうして、俺があの人に怖がられなきゃいけないんだ？」

「簡単だ。君が優樹の心に土足で踏み込もうとしているからだ。……いや、もう遅いのかな。もう踏み込んでしまったのかもしれない」

「……俺は、そんなことしてない」




　そうだろうか。本当にそうだろうか？




　一言だけ言って黙だまり込んだ太一朗に、大田は語り続けた。

「君は、すごい人間だと思う。それは間違いない。だが、君はあまりにも君自身に正直過ぎるんだ。ある程度抑制しないと、色々なものを失うよ。それで最終的に君の欲しいものを手に入れられるなら問題はないのかもしれないが、ね。せめて優樹の心を踏み躙にじるなら靴くつを脱いでからにして欲しいな」

「……お前の言っていることはよくわからない」

　太一朗が頭を振りながら眉まゆをしかめた。自分は、優樹の心を踏み付けてなどいない。

　だが、自信が持てなかった。

「わからなくて、当然。僕だってよくわからない」

「……お前、散々言って結論がそれなら、俺おれは怒るぞ」

「もう怒ってるじゃないか。それに僕ぼくは、君を責めているわけじゃない。むしろ敬愛している。僕や夏か純すみ、虎とら司じでは絶対できないことを君はやっているんだからね」

「俺が、いったい何をやっているっていうんだ？」

「いつかわかるさ、嫌いやでもね」

　大おお田たは、自分と太た一いち朗ろうの茶ちや碗わんにお茶のお代わりを注いだ。

「……君は、もう心の奥底では覚悟を決めているんだ。だから、意外に冷静でいられるんだよ」

　お茶で喉のどを潤うるおす大田を、太一朗は不ふ機き嫌げんな表情で眺ながめた。

「俺が、いったい何の覚悟を決めているっていうんだ」

「残念ながら、それは言えない。言えば、君の覚悟が揺らぐ……。君は、肝心なところでは躊ちゆう躇ちよしないだろう。君は、君の生き方をいけばいい。たとえ」

　大田は一度言葉を切ると、鋭するどい目を細めて太一朗を見た。どこか憐あわれみを込めた視線だった。

「たとえ、それが君たちの決別の始まりだとしても」




　いル。いル。

　白。白。

　知っテル。

　懐なつカしイ。

　トてモ、トてモ。

　………………。

　赤。




　太一朗が目め黒ぐろ区にいる頃ころ、優ゆう樹きは高たか橋はしを見ていた。高橋は優樹がいることに気が付いていないのか、口をだらしなく開けたまま天井を見上げている。

　高橋が着ているのは、太一朗が貸してくれたＴシャツとズボンだった。身長も体格も太一朗の方が上回っているため、サイズが合っていない。そのため胸が少々はだけており、右肺の上に巻かれた包帯が見えていた。

　あの肺は、いったい何なのだろう、と優樹は思う。彼は臓器の再生をしたわけではない。見覚えのある肉芽組織の上に、無理やり肺を移植していることに、優樹はすぐに気が付いた。しっかり定着している様子を見ると、あの肺はかつて摘出された彼自身の肺かもしれない。

「いったい、どうなってるんだろうね？　高橋くん」

　優樹は高橋の正面にしゃがみ込んだ。こうやって彼に話し掛けても、反応はない。何度やっても同じことだった。優樹はそれでも、虚むなしい独り言を毎日続けていた。いつもなら、高橋の右目を狙ねらって拳けん銃じゆうを構えている太た一いち朗ろうが優ゆう樹きの後ろにいるのだが、今日はいない。

　最近の太一朗が、優樹は恐ろしくてならなかった。

　太一朗のことは、間違いなく好きだ。自分の友人たちと同様に。

　彼も自分のことを好きだと言う。

　だが、アヤカシの友人たちに好意を告げられるのとは、何かが違った。

　その原因を、優樹は太一朗の底が知れない部分にあると思っていた。

　優樹は、友人たちの性格をそれなりに知っていた。空うつろ木ぎや大おお田たは、さすがに何を考えているかわからないことが多い。それでもとくに『恐ろしい』などと考えたことはなかった。

（どうしたんだろう……）

　その時、膝ひざの上に置いていた自分の手首に、何かが触れた。

「え……」

　優樹は思わず声を出してしまった。高たか橋はしが、手を伸ばしていたのだ。摑つかむというわけではなく、ただ手を置いていた。優樹よりも体温が低いらしく、ひんやりとした感触が伝わってくる。

「や、やあ……」

　優樹が手を引こうとすると、高橋はそのままの状態でいようと身を乗り出してきた。その勢いを自分で制御できなかったのか、高橋はゆらりと上体を優樹に向かって投げ出してしまう。その彼の頭部が、優樹の膝の上に落ちた。

「う……高橋……くん？」

「うう……」

　唸うなり声とはいえ、高橋の口から音が紡ぎ出されたのを優樹は聞いた。そして彼の方から自発的に動いたのも、久しぶりだった。

　高橋は、優樹の膝に額ひたいを乗せたまま、動かなくなった。彼の手は、倒れ込んだ拍子に優樹から離れ、床にだらりと投げ出されている。

　高橋に膝ひざ枕もくらをしているような格好になった優樹は、どうしたものかと思案してしまう。放り出すことはたやすいが、乱暴なことはしたくなかった。

「……起きてくれないかな、高橋くん」

　反応は、返ってこなかった。寝ているわけではないことは呼吸音を聞けばわかる。高橋の肩口を摑んで上体を起こさせようとした優樹だが、ふと手を止めて考え込んだ。

　いったい、自分は何をやっているのだろう、と。

　太一朗との〝友人関係〟に亀き裂れつを生じさせ、堀ほり内うちや浦うら木きを欺いてまで、高橋を助けたいと思う理由。

　彼が、自分以外のたった一人の二重雑種ダブルブリツドだから。

　だが、本当にそれだけの理由なのか。

「うう……ああ……」

　再び高たか橋はしが小さな唸うなり声を上げ、顔をゆっくりと上げた。

「……やあ、高橋くん」

　高橋は優ゆう樹きの姿を確認すると、にい、と目を細めて笑った。優樹が微笑ほほえみを作ると、高橋は顔をくしゃくしゃにして満面の笑みを浮かべてのろのろと立ち上がった。立ち上がる時に、優樹の両手首を摑つかむ。

「あ」

　高橋の手は、優樹と同じくらいに熱がなかった。彼の手には紫色のあざや細かい擦すり傷などが多くあり、太た一いち朗ろうに比べるとひどく頼りない細い手だった。

　誰だれであろうと、触られたくはない。だが、なぜか優樹は大きな不快感を感じることはなかったため、その高橋の手を振り払わずに済んだ。もっとも彼の力は優樹を上回っていたため、抵抗するのは難しかっただろうが。

　手を引かれた優樹は、仕方なく立ち上がった。だが、高橋がよたよたとした足取りで部屋の扉とびらに向かおうとした時はさすがに抵抗した。足を踏ん張ったが、たとえ廃人同様とはいえ純粋な力勝負では優樹は高橋に勝てない。

「高橋くん……どこか行きたいの？」

「うー」

　高橋は一度振り返ると、笑顔のまま首を傾かしげて優樹を見た。そして再び歩き出す。

（困ったな……）

　事件が公になっておらず、高橋を捜している人間がそう多くはないとはいえ、優樹は高橋を人目に触れさせたくはなかった。いつ、誰が、どこで見ているかわからないのだ。三年前の事件で、高橋の顔は報道されて世間にもそれなりに知られている。

　優樹は引き摺ずられながらも、何とか六課に戻って大きめの帽子だけでも高橋に被かぶせてやろうと考える。

「……少しだけだからね。太一くんに見付かったら怒られるし、君を知っている人に見付かったらとても大変なんだからね」

　言っても、彼にはわかるまい。そう思ってはいたが、優樹は高橋に話しかけてしまう。

「あー」

　返事は返ってきた。それに意思が込められているのかいないのか、優樹には読み取ることはできなかった。




　ネジは戸惑っていた。自分が見張っていなければならない二重雑種ダブルブリツドが二人、玄関から出ていくのを屋上から見たからだ。

（もう、何で移動なんかするのよ。こっちはただでさえ人数が足りないってのに）

　内心で毒づきながら、ネジはこの建たて物ものを見張っていた気配どもの動きを鼻と耳で探った。やはり、じょじょにその包囲網を狭めている。頃ころ合あいを見計らって、あの二重雑種ダブルブリツド二人に接触しようという魂胆だろう。

（来るなら、来てみなさいよ。近付いた連中、片っ端から黒焦げにしてやるわ）

　牙きば同士をがちがちと打ち鳴らすと、ネジは顔に付いた目と尻尾しつぽの蛇へびの目をぎょろぎょろと移動させながら、ビルを伝って跳ぼうとした。

　それは、唐突に来た。

　小さな人間が音も気配もなく左側面に現れて、自分の首筋に何かを振り下ろしたのにネジが気付いた時は、既に遅かった。首回りに生えている彼女自慢のふさふさとした柔らかい毛は、一いつ瞬しゆんで斬きり裂かれて血に染まる。

　自分の胴体と顔が三分の一ほど切り離された時、ネジはやっと敵が自分に襲おそい掛かってきたという事実を思い知った。気が付いたのは少々遅かったが、まだ手遅れではない。

　四し肢しを思い切り屋上のコンクリートに叩たたき付け、右横に跳んだ。首に食い込んだ凶器はその勢いで抜けたが、ネジの重い頭部が重力に引かれて傷口をさらに広げた。跳んだネジは一度着地すると、落ちそうになる首を支えるために右前足で顎あごの部分を押さえる。

　この時、やっとネジは自分の首を落とそうとした誰だれかを見ることができた。

「へえ……あんたが出てきたの」

　口の上には何とか軽い素そ振ぶりを乗せることができたが、ネジの動揺はひどいものだった。

　八メートルほど前方にいるネジの加害者は、ゆっくりと手に持った凶器の先端をネジの首から流れ落ちた血ち溜だまりに入れる。それは、八十センチほどの長さを持った何の変哲もない木の刀だった。出来立てのようなつやを放つその木刀は、ネジの首を半ば斬きった代しろ物ものであるはずなのに、まったく血の跡を残していなかった。

　ネジは、すぐにその理由を知ることになる。木刀の先端が触れている部分から、血溜まりが消えているのだ。コンクリートに染み込んだはずの血さえ木刀の中に消えていき、屋上から血の匂においそのものが瞬またたく間に消えていく。

（……血を吸っている木刀……こいつが出てくるなんて聞いてないわよ）

「逃げてもいいよ、鵺ぬえ。逃げるなら、殺しはしない」
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　木刀を持った加害者が、声変わり前のやや高い声でそう言った。声そのものには何の迫力もなかったが、しかしネジは声の中にある〝力〟を聞き取ってしまう。

　加害者の見た目は、人間の少年だった。子供らしい大きな黒い瞳ひとみにはらしからぬ意思の強さと冷れい徹てつさが宿り、頰ほおの赤いその丸顔はふっくらとしているが、眉み間けんには深い皺しわが幾重にも刻まれていた。

　そんな百三十センチをほんの少し超えた子供が、自分の身長の半分以上はある木刀を地面に差して立ち、異い形ぎようの怪物と対たい峙じしているその光景は、ひどく幻想的であった。

「……じゃ、お言葉に甘えさせて逃げさせてもらうわね」

　じりじりと下がったネジだが、すぐに少年は言葉による追い討ちをかけた。

「逃げるのはいい。でも、あの二人の後を追っちゃいけない。そうしたら、首が落ちることになるよ」

　ネジは内心で舌打ちした。こうしている間にも、あの二重雑種ダブルブリツド二人にこの少年の仲間が肉にく薄はくしているのだろう。せめてこちら側に人手があればこのような事態は避さけられたのだが、ネジが所属する組織は慢性的な人員不足に悩んでいた。

「クロスブリード三角のうち一角……よね、あんたは。こっちにも顔を知られているわよ。うちの御おん大たいが、話があるらしいわよ」

「鵺ぬえ、お前の御大とやらに言ってほしい。お前の伝説は、この片かた倉くら晃こうが打ち砕いてやる、と」

　片倉晃と名乗るその少年の眉まゆが、少しだけ動いたのをネジは見逃さなかった。そして、晃の言葉の中にネジ自身が見逃せないものを見付けていた。

「大きなこと言ってくれるわね、このキマイラ。ちょっと御大に目をかけられてるからっていい気になってんじゃないわよ。あんたごとき〝できそこない〟が御大を打ち砕く？　笑わせるんじゃないわよ。あんたがこの世にいるのは御大の……」

　あまりにも勢いよく言葉を紡ぎ出したため、ネジは首が落ちそうになってしまった。それでも、彼女は口こう撃げきを続けようとした。

「逃げようかとも思ったけど、予定変更よ。あんたに一回嚙かみ付いてやらないと気が済まないわ。あんたは御おん大たいを侮ぶ辱じよくしたんだからね！」

　晃こうは一回ため息をつくと、屋上に刺していた木刀をゆっくりと持ち上げて中段に構えた。

「……どうしてあんな奴やつに、お前は忠誠を誓っているんだろうね？　あいつがやろうとしていることは、普通のアヤカシなら絶対考えないことなのに」

「御大が普通じゃないことくらい、知らない奴はいないわよ」

　喋しやべりながら、ネジは色々なことを考えていた。この傷では、晃にはどうあがいても勝つことは無理だ。たとえ無傷でも、同じことだったろうが。

　ネジの所属している特別高等治安維持局、通称を〝特高〟というこの組織の中で、ネジの戦せん闘とう力はほぼ中程度だ。だがネジの目の前にいるのは、特高最大の敵対組織であるクロスブリードを担う三人のリーダー格の一人、片かた倉くら晃なのだ。

（こいつに勝つには、局長か浦うら木きあたりがいないと無理よね……）

　無む謀ぼうな戦いを挑いどんでいることは、ネジ自身にもわかっていた。それでもネジは、彼女自身が敬愛する〝御大〟を侮辱した少年を許すことはできなかった。

（ごめんね、仇かたきは討てそうにないわ）

　ネジが、今はこの世にいない存在に対して心で謝あやまっていた時、その乱入者は突然に現れた。

「おい、こら、そこの二人！　殴り合いならよそでやれよ。ここをどこだと思ってんだ。団長の庭だぞ！」

　そうやって叫んだ声がどこから聞こえてきたのか、ネジや晃には最初わからなかった。

「あ、よっこらせっときたもんだ」

　妙な掛け声と共に、屋上を囲む柵さくを外側から乗り越えてきた人物が現れた。その青年を一目見たネジは、すぐに彼が〝同族〟だと察知した。臭においも雰囲気もやってのけた行動も、アヤカシそのものである。彼は、この四階建てのビルを素手で登ってきたようだ。

「あーあ、このまんまで助走なしだとたいした高さ跳べねえもんなあ……指がちこっと痛いてえや……おい、そこのちびっこいのと猿さる顔、早くこっから出ていけ」

　青年が親指の爪つめで妙に鋭するどい糸切り歯を擦さするのを、ネジは色々な思いで見ていた。彼のことは知っている。かつて捜査第六課に所属していた大陸出身のアヤカシ、確か相あい川かわ虎とら司じといったはずだ。ネジが見張っていなければならない二重雑種ダブルブリツドの一人、片倉優ゆう樹きの友人でもある。

「ん、どーした、猿顔。首切れてんじゃねえか。ちびっこいのがやったのか？」

　虎司は気楽な口調で晃に話しかけたが、彼は虎司の方を見ようともしない。

「まあ、いいや。お前らがいると、その臭いが混じって団長が捜せねえんだ」

　虎司がここにいる理由。それは優樹に金を借りるためという、少々切実な事情のためであった。彼は、普通の高校生に比べれば結構な大金を自分の口座に貯ためている。六課時代の収入のおかげだが、その後はまったく働いていないため無収入だ。学費、食費、光熱費と、色々と金はかかるが、それでも結構恵まれた環かん境きようで生活している。だが、金を下ろすのを忘れてしまうと少々惨みじめなことになる。ＡＴＭはこんな時間にはやっていないし、彼の口座のある銀行はコンビニエンスストアでは下ろせるようにできていなかった。

　かくして腹を空すかせた虎とら司じは、金を借りられそうな相手を考えた。高校の友人もいるが、彼は浅く広く付き合っているため、特定の誰だれかと深く仲がいいわけではない。安あん藤どうなら貸してくれそうだが、そのために彼女の生活が貧しくなるのはかわいそうな気が虎司にはした。アヤカシたちの顔も思い浮かんだが、常にまとまった金を手元に置いている存在は優ゆう樹きしかいない。

　こうして虎司は優樹に会いに来たのだが来てみれば優樹はいないし、嗅かぎ覚えのある嫌いやな臭においはする。鼻で優樹を追ってみようとしたが、屋上からアヤカシと人の混じり合った臭いが漂ってきたために、優樹の臭いが拾えない。

（……ったく、俺おれが金借りに来んのがわかって団長の奴やつ逃げたんじゃねえだろうな……。それに何か妙な臭いもしやがるし、屋上には妙な連中もいる。……どうなってんだ？）

　内心で呟つぶやくと、虎司は再び晃こうに話しかけた。

「ちびっこいの、まずお前がどっか行けや。猿さる顔は動くのが辛つらそうだからな」

「僕ぼくは、その鵺ぬえがどこに行くかを確認しない限り動きません」

　静かに話す晃を、虎司は最初はじろじろとねめ付け次に鼻の頭をかいた。

「そっちの猿顔はアヤカシだってのはわかるけどな……ちびっこいの。お前、なんだ？　人間みてえだけど、えらく……妙な臭いがすっぞ。薬臭いってーか……普通の生きもんじゃないってーか……」

　虎司の言葉に晃は何も言わなかったが、ネジは反応した。

「そうよ、こいつは人でもアヤカシでもない、そして二重雑種ダブルブリツドですらないただのできそこ……」

　ネジの言葉が終わる前に、晃の姿が文字通り消えていた。感覚の鋭するどさには自信のある虎司でさえ、その動きを認識することができなかった。だが晃が瞬しゆん時じにネジの横に移動して、その切れかけた首筋に再び木刀を振り下ろそうとしているのを見て、虎司は反射的に動いていた。

　それは彼の正義感というより、ある種の〝信念〟による行動だった。

「待て、こらあ！」

　一声叫ぶと、虎司は晃とネジに向かって跳ちよう躍やくした。その時既に晃の木刀はネジの頸けい骨こつまで達していたが、虎司は着地すると同時に木刀を持った晃の手首を下から蹴けり上げたのだ。ネジの首を二分の一ほど切り裂いていた木刀は高々と跳ね上げられ、中空に舞う。木刀が抜けた瞬間、ネジは最後の力を振り絞ると晃と虎司に背を向けて跳んだ。

　屈くつ辱じよくではあったが、この機会を逃がすとここから離れることは不可能になるかもしれない。ネジは落ちそうになる首を必死になって押さえながら、ビルを伝って逃げ出した。

　そのネジを追おうとする晃の前に、虎司が立ち塞ふさがる。その間に、ネジは晃の視界から消えていた。

「逃がしてやれよ、何かよくわかんねえけどさあ」

「……あなたは」

　引力に引かれた木刀は、まるでそれ自体が意思を持っているかのように晃こうの右手に収まった。

　虎とら司じの蹴けりを受けた手首は真っ赤を通り越して青あお痣あざを浮かべているが、晃にとってはたいした怪け我がではない。

「あなたは、自分が何をしているか、わかっていないんですね」

「ああ？　そんなもんわかるもんか。俺おれは適当に動いてっだけだ」

　晃は、相あい川かわ虎司というアヤカシを知っていた。捜査第六課に所属していたアヤカシの情報は、把は握あくしているつもりだった。『自分と友人、そして食事のことしか考えていない獣けもの』そんな印象を持っていた晃は、ネジを助けた虎司の行動に意表を突かれていた。それに虎司は現在、一介の高校生に過ぎない。今彼が着ているのも、彼が通っている高校の制服だ。なぜ彼がこんなところにいるのか、不思議だった。

「なあ、ちびっこいの。お前はあの猿さる顔を殺そうとしてたな？　お前は猿顔を食うつもりだったのか？　あんな不味まずそうな奴やつをよ」

「……なぜ、僕ぼくがあんなアヤカシを食べなければならないんです？」

　晃は早くこの場を移動したかった。彼の役目は、鵺ぬえの足止めである。だが、そのためには目の前にいる虎司をどうにかしなければならない。晃は音も気配も感じさせずに、瞬しゆん時じに一定の距離を移動する力を持っている。しかし、その距離はほんの十メートル程度で、連続使用はできない。下手へたに逃げようとすると、虎司に襲おそいかかられそうだ。

　こんなアヤカシに負ける気はしないが、彼を殺せば彼の仲間たちを敵に回すことになる。それは晃にとっても、彼の組織〝クロスブリード〟にとっても避さけたい事態だった。彼らの敵はあくまで特高と、その頂点に立つ存在なのだから。

「俺はよ、ちびっこいの。食うために殺すってのはいいんだよ。俺もよく殺して食ってっからな。だがよ、お前は猿顔を殺してその死体をどうするつもりだったんだ？　食わないんだろ？　殺したら殺しただけってのは、俺は少し気に入らねえ。俺おらあ、何年か前に食う気なんざさらさらねえ人間を一人殺したけどよ、死体見てたら何か哀かなしくなったから服だけ残して」

　一度言葉を切ると、虎司は言葉を続けた。

「全部食ってやったぜ。えれえ不味かったけどよ」

　そうやって眉まゆをしかめると、虎司は目を見開いて晃を見た。普段は三白眼の彼の瞳ひとみは、この時は白目を覆おおうほどに黒く丸く輝かがやいている。

「それともう一つ。猿顔はアヤカシで、お前は人間もどきだ。どっちに味方するっつーたら、俺は……」

「僕は、もどきなんかじゃない」

　晃の口調には先ほどまでとはうって変わって、ひどく怒りの口調があったが、虎司はそんなことに気が付くほど繊せん細さいにはできていない。

「ああ？　何言ってんだ。お前はもどきだろが。鼻が少しいいアヤカシならすぐにわかるぞ。まあ俺おれの尊敬する団長もちこっと違う臭においがすっけど、人間もアヤカシもバランスよく臭ってくっからな。でも、お前は違うな。人間が三分の二で、あとは妙な薬とアヤカシが混じった臭いだ」

　だが、と虎とら司じは内心で思った。なぜかこの子供から、自分の知ったような臭いが漂ってくるのだ。それはほんの少しであったため、虎司はすぐに気のせいだろうとわりきってしまった。

「……僕ぼくはこの場を去ります」

　これ以上、この気楽なアヤカシに構っている暇はない。自分にはやらなければいけないことが数多く存在するのだ。

　彼自身と彼の仲間、そしてこの世界のために。

「おー、去れ去れ。俺だって腹が減ってしょうがねーんだ。でもな、猿さる顔を殺しには行くな。殺すんだったら責任持ってお前一人で食え。このままだと、明日楽しく学校に行けねーや。体育でバスケをやるんだから、気合い入れねーと」

　手をひらひらと振る虎司を、晃こうはその子供らしい瞳ひとみをすっと細めて睨にらんだ。時たま鋭するどいことを言うこのふざけたアヤカシが、晃にはとてつもなく憎らしく見えたのだ。

「……あなたは、自分がよければそれでいいんですか？」

「ん？　どっか行くんじゃなかったのか？　わからねえ奴やつだな……。俺は、俺と俺の友達がそれなりに幸せで、この国と俺の生まれた国がそこそこに平和ならそれでいいぜ。後はどうなろーと、俺の知ったことじゃねえな」

「本当に、それでいいと思っているんですか？」

　虎司は、その鋭い歯を剝むき出して眉み間けんに皺しわを寄せた。

「いいに決まってんだろ。俺はそれでいいんだ。気にくわねえなら、お前はお前で勝手にやってろ。そしてここに二度と近付くな。団長の庭にゃ、いつか俺も戻ってくる予定なんだからな。ここが荒らされちゃ、たまらねえ」

　晃は、このいい加減なアヤカシが〝団長〟という奇妙なあだ名で呼んでいる二重雑種ダブルブリツドのことを知っていた。見たこともないし、向こうもこちらのことなど知りもしない。だが『片かた倉くら優ゆう樹き』ほど彼の〝生〟に影えい響きようを与えた存在は、あと一人しかいない。

　だから彼は、存在しなかった自分の姓を彼女と同じにしたのだ。

「……あなたは、本当にその団長が好きなんですね」

　虎司はその言葉の意味が最初はよくわからなかったが、すぐに笑い出した。

「妙なことを言いやがる。団長を嫌きらえる奴なんか、人間以外にいるもんか。何かよくわかんねーけど、すごいよ、団長は」

　空を仰いで大声で笑っていた虎司だったが、笑い終えて視線を晃のいた方に向けると、既に彼はどこかに消えた後だった。

「……何だったんだ、結局。あの猿さる顔もちびっこいのも」

　つい口に出して言ってしまった後で、虎とら司じはすぐに行動に移った。




　自分たちが尾行されていることに、優ゆう樹きはすぐ気が付くことができた。調子は未いまだに完全ではないが、この状況で何の警けい戒かいもなく歩けるほど優樹も気楽ではない。というよりはこんな状況になることは避さけたかったのだが、もうどうしようもない。

　高たか橋はしは優樹の手首を摑つかんだまま、離そうとはしなかった。優樹は何とか彼に帽子を被かぶせたが、それは麦わら帽子という少々季節外れのものだった。一番近い場所にあったのがこれだったのだ。高橋に引っ張られるのはいい加減嫌いやだったので、自分から高橋と歩調を合わせて彼の横を歩く。歩幅は高橋の方が広かったが、歩みそのものはふらついていたので優樹はさして苦労することもなくついていくことができた。

　それにしても、と優樹は思う。高橋はいったいどうしてしまったのだろう。精神に欠落している部分があるが、こうしてふらふらとではあるが歩くこともできる。それに彼にはしっかりとした目的地があるらしく、曲がる道は曲がり、直進する道は直進している。渋しぶ谷やの人込みの中を容赦なく高橋は突き進もうとするため、優樹は苦労しながら高橋を時たま引っ張り、誰だれともぶつからないようにする。

　彼が〝生き返った〟原因は何なのか、なぜあれほど憎んでいた自分になついているのか。

　だが優樹は、すぐに尾行者の正体へとその思考を向けた。複数いるらしいことは把は握あくできるが、さすがに正確な数と位置まではわからない。高橋の動向に注目しながらだと、感覚が分散されるため難しいからだ。

（人目のないところにでも行って、誘い出した方がいいかな……でもそれだと、彼を守りきれる自信がない……。目的はあたしか高橋くんか、両方か……。それに相手はいったい誰なのか、想像が付かないな……）

　優樹が頭の中で考えをめぐらしている間に、高橋は目的地に辿たどり着いたらしく一度止まって彼女の方を見た。

「あー」

　笑いながら言葉を発する高橋を、優樹は何ともいえない複雑な表情で見返した。

　そこは高橋幸こう児じが一度死んだ場所、代よ々よ木ぎ公園だったのだから。




（……そろそろ、ね）

　既に閉まっている丸まる井いの前に佇たたずみながら、上うえ村むら鈴すず香かは部下たちの報告を受けてその内容を把握しつつ自分が動き出すタイミングを計っていた。部下と言っても彼女の直属ではなく、同志である片かた倉くら晃こうの信奉者たちだ。彼らは上位者であるはずの鈴香に反抗的であり扱いづらかったが、贅ぜい沢たくを言っている暇はない。彼女の直属たちはこういう地味な仕事には向いていないのだ。

　とくに今回は荒事ではなく、交渉なのだから。

（……それにしても、晃こうがネジを殺さなくてよかったわ）

　鵺ぬえのネジのことは、鈴すず香かも知っている。連れ合いを人間に殺されて復ふく讐しゆうを誓い、その過程であるアヤカシと知り合ってしまったことが、ネジの心を固めてしまったのだ。立場上は敵対者であるが、鈴香はネジが死ななくてよかったと心から思っている。鈴香の最終目的もネジと似たような場所から始まっていたし、同じアヤカシが死ぬのは気持ちのいいことではなかった。

　鈴香にとって、死んでいいアヤカシはたった一人しかいない。

　そのためにも、今回の交渉は決裂させたくはなかった。『二重雑種ダブルブリツドを仲間に引き入れる』ということにもっとも反発したのは〝キマイラ〟たちだったが、晃の説得によりそれも一応解決している。あとは交渉を成功させるだけだが、鈴香には自信があった。

　高たか橋はしはその状態からして問題はないが、片かた倉くら優ゆう樹きも懐かい柔じゆうするのはそう難しくはないと鈴香は考えていた。事実を全すべて話せば、彼女はきっと自分たちの目的に賛同してくれる。どんな人物か直接は知らないが、多くのアヤカシに尊敬され好意を持たれているのだ。物わかりの悪い愚か者ではない。少なくとも自分たちの敵対者になりうることはないだろう。最悪でも、中立の立場を守っていてほしい。彼女が動かなければ、彼女の友人たちも動かないはずだ。

　だが、動き出そうとした鈴香は自分を誰だれかが見ていることに気が付いた。足を止めてさりげなく周囲を見回すと、相手は隠れる気がないのかすぐにその姿を鈴香の前に現した。

「浦うら木き……あなたが来るとは思わなかったわ」

「三角のうち二角が動いているのに、ネジだけには任せられません。もっとも、私たちも人手不足なのであと一人しか動けませんが」

　仕事帰りのサラリーマン、といった格好の浦木は、あまり似合わない黒の色いろ眼め鏡がねをかけていた。それが濁にごった左目を隠すための些さ細さいなカモフラージュであることを鈴香は知っている。浦木は平然と鈴香に近寄ると、先ほどまで彼女がいた場所に立った。鈴香は地味な色合いの女物のビジネススーツを着ているため、二人が揃そろっているとまるで会社の同僚同士にも見えた。

「……で、こんな人通りの多いところで接触するってことは、戦う気がないってことね」

「お互い様です」

　浦木は腕を組むと、笑いながら鈴香を見た。

「あなたもいい加減に諦あきらめて、私たちの主に従いませんか？　飯いい田だもきっと喜びますし、特高としても敵が減ってめでたいのですが」

「私は、あなたの主が何をしようとどうでもいいのよ。ただ、殺すだけ」

　鈴香は表情を変えなかったが、その内心にあらゆる感情が込められているのを浦木は読み取った。

「それは構いませんけど、不可能ですよ。特高は、あなた方をいつでも潰つぶすことができる。ただ、偉大なる主がその命令を発してくださらない。あなた方が自分の敵にどれほど相応ふさわしいのか、〝主〟は期待しているのですよ」

「なら、私がやろうとしていることを止めないでちょうだい」

「いいえ、それはできません。なぜなら、私たちはあなた方と二重雑種ダブルブリツドたちが接触することのないように命令されているからです」

　浦うら木きの言葉に、鈴すず香かはこの計画が失敗していることを悟った。浦木とこの場所で戦って負けることはないが、勝つこともありえない。どんなにあがいても相討ちに持ち込むのがやっとだ。

　まだ、自分は死ぬわけにはいかない。鈴香は、晃こうに期待をかけることにした。鈴香が二重雑種たちとの交渉の場に立てなかった時は、晃がその役を担うことになっている。晃は片かた倉くら優ゆう樹きや高たか橋はし幸こう児じに対して色々と難しい感情を持っているが、それでも自分の代役は務まる。晃の戦せん闘とう力は、浦木と戦ってもひけを取らないだろう。特高の中でも彼を止められるほどの力を持った者は数少ない。

「一つ、言っておきますが、キマイラのリーダーには飯いい田だが当たっています。妙な期待を持たずに撤てつ退たいすることをおすすめしますよ」

　鈴香はほんの少しの絶望と、浦木の〝主〟に対しての激しい怒りを感じた。飯田敦あつ彦ひこは特別高等治安維持局の局長であり、純粋な力では浦木をも上回っているのだ。彼の強さは、鈴香もよく知っている。逃げに入れば晃も逃げきれるだろうが、勝つことなど決してありえない。彼の弱点も知っているが、晃には決して突くことのできない弱みだ。

「……結局、私たちはあなたの主の掌てのひらの上で遊ばれているのね」

「いえ、猫ねこが鼠ねずみに止とどめを刺さずにいじくるように遊んでいる、という表現の方が正しいですね」

　鈴香はその双そう眸ぼうで浦木を睨にらみ付けたが、彼はいつものように笑顔で返す。

　その笑顔が、優樹に向けるものとどれほどの違いがあるのか、それは浦木自身しか知らないことであった。




　優樹は人ひと気けのない代よ々よ木ぎ公園内を歩きながら、いつの間にか尾行がいなくなっていることに気が付いた。見失ったわけではなく、自分たちから撤退したようだ。その理由を推し量ることはできないが、尾行がなくなったのは幸いだ。それでも、優樹は周囲を警けい戒かいし続けていた。

　彼女の前方、ほんの一メートルほどの距離を高橋が歩いている。とっくに閉園している代々木公園に侵入すると、高橋はやっと優樹から手を離した。そして数メートル歩くたびに止まって優樹を振り返り、彼女が付いてきているかを確認するのだ。

　いちいちそんなことをさせていてもしたがないので、優樹は警戒を少しだけ解いて高橋の隣となりを歩いてやった。高橋は嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめて優樹を見る。

「……高橋くん、君はどこに行きたいの？」

「うー」

　話しかけると、高たか橋はしは必ず返事をした。それは『あー』『うー』という、返事と呼ぶにはあまりに粗末なものだったが、優ゆう樹きは嬉うれしかった。彼が回復しているようだったから。

　回復。怪け我がが治るのはいい。日常生活が送れるようになってくれれば万々歳だ。だが、自分を憎んだあの性格まで元に戻るのは嫌いやだった。

（……なぜ、嫌なんだろう）

　誰だれに嫌きらわれてもいい。そう思ったことはいくらでもある。高橋には、散々嫌われ憎まれたのだ。今さらもう一度憎まれても、どうでもいい。

　どうでもいいはずなのに、優樹は高橋にもう二度と憎まれたくはなかった。

「あー」

　いつの間にか高橋は歩くのをやめており、優樹は彼の横を通り過ぎて数メートル先を歩いていた。高橋の声に自分の思案から抜け出して、彼の方を振り返る。

「……やっぱり、ここに来たかったんだ……でも、何で？」

　高橋が死ぬ原因が生まれ、彼と別れ、そして再会した場所。

　その時、ひときわ大きな風が吹いて高橋が被かぶっていた麦わら帽子が飛んだ。優樹はそれに気をとられ、一いつ瞬しゆん高橋から目を離す。

　途端、高橋はまるで誰かに押されたかのように仰あお向むけに倒れ込んだ。大きく腕を広げ、にこやかな笑みを浮かべたままで。

「高橋……くん？」

　風に飛ばされて転がっていく帽子と、地面に倒れた高橋。優樹は当然のように後者を優先した。その高橋に駆け寄って顔を見た時、優樹は困惑してしまう。

　泣いていた。見開いた両方の目から、大粒の涙を大量に零こぼしている。だが、その表情は悲しんでいるようにはまったく見えず、穏おだやかで優しげな表情だった。

「……どうして、泣いているのかな」

　優樹は高橋を起こしてやろうと、その頭を右手で支えながら左手を彼の背中にやった。上半身を起こしてやっても、高橋はまだ声もなく泣き続けている。

「……高橋くん」

「あー……」

　高橋の口が頼りなく動き、それは何か意味のある言葉を発する前兆のように優樹には感じられた。

「高橋くん、何か言いたいの？」




　言ウ、言ウ。

　ボく、ボく。

　白、白。

　ココで。

　……コこデ。




　高たか橋はしの口に触れそうなほど、優ゆう樹きが耳を近付けた時。

「こんの、ろくでなしがあっ！　団長から離れろ！」

　獣けもののような猛たけり声が、誰だれもいない夜の代よ々よ木ぎ公園に響ひびき渡った。
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　相あい川かわ虎とら司じは感情の起伏が激しいアヤカシであったが、意外にも本気で怒るということは数えるほどしかなかった。不ふ機き嫌げんになってもすぐ忘れるし、楽しいことがあればその方に気を取られてしまう。彼は、楽しいことが何よりも好きだった。怒っても腹が減るだけで面白くもない。大おお田たとの喧けん嘩かでさえ、彼は不機嫌ながらも本気では怒っていなかった。

　最後に怒りを爆ばく発はつさせたのは三年前。ぐしゃぐしゃに潰つぶれた血ち塗まみれの顔で笑い、はみ出した内臓の一部を手で押さえながら、大田に支えられる優ゆう樹きを見た時だった。両手を自分と優樹の血で赤くして、どこか陶然とした表情をしている高たか橋はしを見た時、虎司は叫びながらその怒りを態度で示した。

「この、ろくでなしがあっ！」




　虎司が自分たちに向かって突進してくるのを見た優樹は、何とか彼を押さえようと立ち上がって口を開こうとした。だが優樹が何か言う前に、虎司は彼女の肩口に自分の肩をぶち当てた。その威力に、優樹は三メートルほど宙を飛んで背中から茂みに落ちる羽目になる。

　優樹を遠ざけると、虎司は地面に寝そべっていた高橋の腹に膝ひざ蹴げりを落としながら拳こぶしを握った。力を込めて顔面に振り下ろす。虎司の右拳が高橋の鼻の下辺りに直ちよく撃げきし、前歯が三本ほど折れた感触が拳に伝わってくる。

　右拳を叩たたき付ける間に、虎司の左拳は高く掲げられていた。今度はこめかみに向かって叩き付ける。手て応ごたえはあったが、せいぜいひびが入った程度だ。まだ頭を砕けるほどではない。こめかみから血が流れ始めたが、不思議なことに量は多くなかった。

　もう一度虎司が右拳を振り上げた時、背後から手首を両手で摑つかまれた。

「……離せよ、団長」

　虎司は振り返りもせずに言うと、摑まれた手を払おうとした。だが、優樹もまた全身の力を手に込めて虎司を押さえる。力では虎司に劣る優樹だが、彼の片腕と自分の両腕を比較すれば何とか優樹の方に軍配が上がる。

「虎くん、あたしの話を聞いてくれないかな？」

「聞いてもいいけどよ、こいつを殴ってからだ。あと八回は殴ってやらねえと……」

「……虎くん！」

　優樹が急に引っ張ったので、虎司はほんの少し後方によろけた。その顔のすぐ前方を、下から打ち上げられた高橋の拳がかすめていったのを見て、虎司は優樹の行動に感かん謝しやしながらもすぐさま立ち上がった。彼が右腕を振ると、優ゆう樹きは哀れにも十メートル以上飛ばされて今度はベンチを直ちよく撃げきした。優樹と太た一いち朗ろうが何日か前に座っていたベンチは、真っ二つにへし折れて無残な姿をさらす。

「ごめんな、団長！」

　高たか橋はしがゆっくりと上体を起こしたのを見て、虎とら司じは足の底でその胸を蹴けり倒そうとした。だが虎司の予想に反して、高橋はその蹴りを胸で受けた。

「おー」

　高橋は、もう笑ってはいなかった。ぼんやりと虎司の憎々しげな形相を見上げると、拳こぶしでその膝ひざ裏うらを殴り付けた。不意打ちであったため、たいした力も入っていないその拳に虎司はついバランスを崩した。

「……この野郎」

　尻しり餅もちを突きながら呟つぶやいた虎司ではあったが、すぐに立ち上がって高橋をどう殴ってやるかを考え始める。

「虎くん、やめてくれないかな？」

　ベンチの破片が落ちる乾いた音と共に、静かな優樹の声が虎司の聴覚に届いた。一回目は無視することができた。だが、二度目ともなるとそうはいかない。虎司にとって、優樹の言葉はあまりにも重いものだった。たとえそれが、どれほど理不尽な言葉でもだ。

　この若いアヤカシは、そこまで優樹を尊敬し信頼していた。

「……聞いてやるけどさ、こいつが妙な真似まねしたらぶん殴るぞ。……ああ、殺しゃしねえよ、団長。こいつはとんでもなく不味まずそうだ」

　虎司は歯を剝むき出しにすると、まだ地べたに転がったままの高橋から目を離すことなく緩かん慢まんな歩みで優樹に近付いた。そう高くはない背をさらに屈かがめ、一歩一歩をしっかりと地面に付けるそれは、虎司独特の戦せん闘とう体勢だ。そうやっている間に、高橋は一度起こした上半身を再度地面に投げ出して空を仰ぐ。

「団長、いったいどうなってやがんだ？　あのろくでなしは三月辺りに死んだって鳥とり頭あたまに聞いたぞ。鳥頭は嫌いやな奴やつで言ってるこたあさっぱりわかんねえが、噓うそだけはつかねえ……。何であいつは生きてやがる？」

　優樹の側そばに立った虎司は、高橋と優樹に交互に視線を送りながら立て続けに疑問をぶつける。

「……あたしにもわからないよ。でもね、虎くん。彼は少し……昔の彼とは違うんだよ。あたしを見たって殴ったり蹴けったりしないし、白髪犬とも罵ののしらない……」

　そんな優樹の言葉に、虎司は歯を打ち鳴らして抗議した。

「今がどうだろうと、俺おれはあいつを許せねえ。殺してやるって気はだいぶ失せたけどよ。あいつがあいつだってわからねえくらいに顔面ぐしゃぐしゃにしてやる。んではらわたはみ出させてやんねえと。あん時は諦あきらめたけど、団長と同じくらいの目に遭わせてやる」

「……やめてほしいな、虎くん」

　優ゆう樹きが困ったように首を振るのを、今だけは丸い目を細くしながら虎とら司じは見ていた。

「……全く、俺おれは金を借りにきただけだってえのに、どうしてこんなことになってんだ。首切れ猿さる顔と木刀持ちのちびっこいのは喧けん嘩かするわ、ろくでなしが生きてるわ、とんでもねえ日だ……んで団長、これからどうするつもりだ？」

「高たか橋はしくんを六課に連れて帰るよ。ここしばらくそうしてたし」

　虎司は不服そうではあったが、何も言わなかった。

「で、猿顔とちびっこいのって誰だれ」

「知らね」

　虎司は普段よりやや素っ気ない口調で答えると、自ら高橋に近寄った。むろん、警けい戒かいは怠らない。じりじりと近付いて、大の字になって寝そべっている高橋の顔を覗のぞき込む。

　笑いも泣きもせずに空を見上げていた高橋は、虎司の顔が視界を遮さえぎっても何の表情も浮かべなかった。口を開けているために、折れてしまった歯の空くう洞どうが嫌いやでも目に付く。普通は血が多く出るはずなのに、ほとんど出血がないというのも妙な話だ。虎司は気にも留めなかったが。

「……いいか、団長の顔に免じて、今は殴らねえでおいてやる。でももし妙な真似まねしたら、殺してから食っちまうぞ。……ああ、でもお前はとんでもなく不味まずそうだ……食った途端に吐いちまうだろうなあ……。それに人食いは構わねえけど、二重雑種ダブルブリツド食いになったら、団長が泣くだろうし……」

　ぶつぶつと独り言を続ける虎司は、高橋を強引に引っ張り上げた。高橋は先ほどのように殴り掛かったりはせず、なすがままにされている。

「やっぱり、気にいらねえよ、団長」

　虎司は最後にそう呟つぶやいた。




「見事に失敗したわね、晃こう」

　浦うら木きに故意に逃がされた鈴すず香かは、倦けん怠たい感と共に集合場所に顔を出した。既に来ていた晃は憮ぶ然ぜんとした表情を隠しながら、今は布に包んである木刀で軽く地面を叩たたく。

「全くです。鵺ぬえの足止めには成功したのに、浦木や飯いい田だまで出てくるなんて考えていませんでした」

　見積もりが甘かった、と今さらながらに晃は反省をする。考えてみれば片かた倉くら優樹が関かかわってしまった以上、特高の重じゆう鎮ちんたちが出てくることは予想できないことではなかった。高橋の〝死体〟の奪取だけに標的を絞ればよかったのに、欲を出して彼女にまで接触しようと計画したのが間違いだったようだ。

「でも、よく飯田から逃げられたわね」

　特高の局長は、浦木のようにわざと逃がすという芸当ができるほど器用ではない。いや、敵を逃がすことなど、たとえ命令でも従わない。鈴すず香かは、飯いい田だというアヤカシをよく知っていた。

「僕ぼくもそう思いました。いちいち言うんですよ。『浦うら木きも主も貴様を生かせと言うが、俺おれはそうは思わん。ここで殺してやる』って」

「……彼はそういう男よ。言いたいことは言うし、やりたいことは何がなんでもやるわ。頭のいい方じゃないのが欠点だけど」

「そうですね」

　木刀を右手に持ったまま、晃こうは天を仰ぐ。

「……もう遅いかもしれませんが、片かた倉くら優ゆう樹きのことは諦あきらめましょう。高たか橋はしの奪取のみを目指して、少し派手に動いてみますか。その方が、まだ特高も手出しが難しくなる。これからすぐに計画を立て直して、明日の昼間にでも決行してみましょう」

「会いたかったんじゃないの？　片倉優樹に。一応は……」

「鈴香さん。僕は彼女の血けつ縁えん者というわけではありません。ただ、適当な名字がなかったから片倉の姓を名乗っているだけです」

　陳腐な言い訳をする。そう鈴香は思ったが、口に出しては言わなかった。

「昼間、片倉は堀ほり内うちと適当に多た摩ま川近辺を歩いている。高橋と一緒にいるのは、捕ほ縛ばく部隊の隊員が一人だけです。彼は人間だから、どうにでもなる。強行してみます」

　晃はもう明日の計画について考え始めてるようだ。だから鈴香は、これ以上片倉優樹の話題を出すのをやめた。

「でも、本当に高橋が生きていたなんてね。報告を受けた時は信じていなかったけど……見たんでしょ？」

「ええ、僕も少し驚おどろきました。彼は生きています。……生き返りが可能だなんて、あいつ以外にもいたんですね」

「でも、死体の大部分と脳が無事だったなら、ありえない話ではないわ……。とにかく、高橋だけでも回収しておかないと。保健所ならともかく[image: Ω]オメガサーキットに組み込まれたら、またあなたたちにとっても嫌いやな話になるものね」

「……ええ。ただ、僕は相あい川かわ虎とら司じに顔を知られてしまった。そして、彼もまた高橋幸こう児じの生存を知ったことでしょう。彼が六課に陣取るようなことがあれば、厄やつ介かいにもなりますが……」

　虎司のことを思い出すと、晃は少し嫌な気分になる。自己中心的で何も考えていないくせに、たまに的確なことを言ってのけるあのアヤカシが、晃は嫌きらいになっていた。

「……相川、ね。確かに帆ほ村むらの次くらいに片倉になついているけど、あまり六課には寄り付かないはずよ。どうして今日に限っていたのかしら」

「さあ、そこまでは。気の利くアヤカシじゃなさそうですから、僕や鵺ぬえのことなどすぐに忘れてしまうでしょう。片倉に報告するかどうかさえ、怪しいですからね」

「でも、六課に留とどまるようなことはないでしょう。だって、彼には明日学校があるもの」

　晃こうの眉み間けんに走る皺しわがさらに数本増えたのに鈴すず香かは気が付いたが、すぐにその理由を察した。生きた年数は十年、普通の子供なら学校に行っていてもおかしくない年だ。この子供らしからぬ少年は、心の底では〝平凡〟を渇望していることが鈴香にはわかっていた。

「あなたの希望にも、いつか光が差すわ」

「気休めはいりませんよ。奴やつを殺す前に僕ぼくの寿命が尽きてしまうかもしれない」

　晃は俯うつむくと小さな声で言った。

「僕は、何歳くらいで死ぬんでしょうね？」

　わかるはずのない疑問を、晃は口にした。彼の同種たちで、寿命で死んだ者はまだいない。二十年も生きる前に、殺されて死んだ。生きている者たちは、まだ全員十代だ。

　自分の寿命があと十年ではないことなど、証明できなかった。

「さあ。でもこれだけは言えるわ。若かろうと年寄りだろうと、アヤカシだろうと人間だろうと、死ぬ時は必ず死ぬわ」

「それでも、僕は今日も明日も明後日あさつても死にたくない」

　しばらく木刀の先端だけを見つめていた晃だったが、十秒後には顔を上げた。

「……では、鈴香さん。明日の計画を練ってみましょう」

　顔を上げた晃の目には、弱気を示す光は欠片かけらも残っていなかった。




　山やま崎ざき太た一いち朗ろうは、大おお田たの家を退出すると重い足取りで捜査第六課の前まで戻ってきた。大田は色々な話をしてくれたが、この状況を打破する方法には一言も触れてはくれなかった。

『一朗くん。君は片かた倉くら優ゆう樹きを信頼してはいないのか？　彼女は決して全能者ではないし、強そうに見えても実は、途方もない弱さを心の内に抱えている。だがそれを差し引いても、四半世紀という短い時間を生きた生物にしては知識も経験も豊富だ。君よりも優れた能力を持っていることは、君も認めざるをえないだろう。だから、彼女の好きなようにやらせてやればいい。苦しもうと傷付こうと、それは本人が望んでやったことだ。君は一度は優樹を止めた。優樹はそれを拒否したのだから、全すべての責任は優樹にある。優樹は果たすべき責任はちゃんと果たしてくれる。黙だまって成り行きを見ていたらどうかな？』

　大田真さね章あきは言った。だが、太一朗にはどうしても納得ができなかった。

（俺おれは、優樹さんが苦しんだり傷付いたりするのは嫌いやだ）

　太一朗がそう言うと、大田はため息をついた。

『一朗くん。それが優樹の生きる道だ。彼女の生と死は彼女だけのものであり、君がとやかく言うことなどできはしない。……僕か？　僕は優樹の判断力を信じている。それが他人から見ていかに愚かしい行動でも、優樹の選せん択たく肢しにけちをつける気はない。そして優樹が僕に何も言ってこない以上、僕の出る幕はない。僕は傍観者なんだよ、一朗くん』

　大田の言いたいことは、太一朗には理解できなかった。

（いったい、俺おれはどうすりゃいいんだよ……）

　それに対する大おお田たの答えは。

『それは僕ぼくではなく、君自身が決めることだよ』




「……よお、元気か。ザッキー」

　捜査第六課の扉とびらを開けた太た一いち朗ろうを出迎えたのは、床に座り込んでピーナッツを食べながらビールを飲んでいる虎とら司じだった。

「どうしたんだ、こんな遅くに。もう午前二時だ。終電はないぞ」

　部屋の中を見回して優ゆう樹きの姿がないことを確認すると、太一朗は一度自分の席に着こうとした。だが、すぐに虎司に言わなければならないことを思い出す。

「おい、お前未成年だろうが。ビールを飲むな、ビールを」

「しょうがねーだろ。缶かんコーヒーだの茶だのは全部飲んじまったし、自分で入れるのもめんどくせーし。……あー苦ぇ。団長はよくこんなもん飲んでるなあ……」

「そう思うなら飲まなきゃいいだろ」

「一度てめーで開けたもんを残したら、誰だれが飲むんだよ。もったいねえ」

　虎司は器用に唇くちびるの力だけで缶を持ち上げ、喉のどの奥に流し込んだ。

「……よし、飲み終わった。もう飲まねえぞ」

「だから、お前は未成年だから煙草タバコと酒は飲んじゃいけないんだ」

「んーなこと言ってもなあ……」

　缶の縁ふちを虎司が齧かじると、アルミの缶は穴を空けて分解され始める。

「……で、片かた倉くらさんはどこにいるんだ？」

「三階でろくでなしと一緒にいやがるよ」

　どこか忌々しそうに言う虎司の表情は、太一朗にさえわかるほど険しかった。

「高たか橋はしに会ったのか？」

「そうだよ……あー、気に入らねえ。団長もよくあんな奴やつに肩入れするよ……ま、団長のやりたいようにやりゃいいさ」

　解体されたアルミ缶と空からになった袋を持って、虎司は立ち上がった。

「俺は、明日学校があるから帰るわ」

「……待てよ、相あい川かわ。いったい何があったんだ？　どうしてお前はここにいるんだよ」

「んー？　団長に金を借りに来たんだよ。そしたら団長がいやがらなくて、鼻で追おうとしたら屋上で喧けん嘩かしてる首切れ猿さる顔と木刀持ちちびっこいのがいてな。そいつら追っ払ってから団長追ったわけよ。んで代よ々よ木ぎ公園に団長とろくでなしがいやがったから、二発ほどぶん殴って俺も膝ひざ裏うら殴られた」

「お前、要領の悪い喋しやべり方するな」

　相変わらず彼の説明はわかりづらかったが、とにかく太た一いち朗ろうは聞いた。

「……で、お前はこれからどうするんだよ」

「ああ？　肉買って帰って食って寝るわ。金も借りたし」

「そうじゃなくて、お前はあの高たか橋はしのことを放っておいていいと思ってんのか」

　虎とら司じは眠そうにあくびをすると、頭をかいた。

「放っておいていいに決まってんだろが。団長が大丈夫だって言ってんだし、このことは誰だれにも言うなっつってんだ。いったい俺おれに何をしろってんだ？」

「……高橋が片かた倉くらさんを……殺したらどうする」

　考えたくもなかったその言葉を、太一朗が口に乗せた途端虎司の目付きが変わった。彼の三白眼が、なぜか今は黒目の部分が多いことをこの時太一朗は知った。

「そうなったら、俺があのろくでなしを殴って殴って殴り殺して、責任持って俺の腹の中に全部入れてやるよ。……不味まずいだろうけどな」

　恐ろしいことを口にすると、虎司は太一朗を見上げた。

「……こうしてあらためて見ると、お前もあいつに負けないくらい不味そうだ」

「お前……人を食うのか!?」

　大おお田たから人間を食べるアヤカシがいることは聞いていたが、この相あい川かわ虎司が〝そう〟であるとは思いたくなかった。虎司のことは決して好きというわけではなかったが、嫌きらいでもなかった。この破天荒で陽気なアヤカシが〝人食い〟であるという事実は、太一朗にとっては衝しよう撃げきが大きかった。

「ああ、気にすんな。人間なんざ一度食えば充分だ。不味かった。牛だの鳥だの豚だの馬だの魚だのの方が美味うまい。……いや、あいつだから不味かったのかな。俺ぁ人間見るたびに不味そうだなって思うけど、もしかしたらこいつは美味いのかもしれねえなって人間もたまにいるな」

　虎司は太一朗の頭から足の先まで眺ながめた。

「お前は……筋肉が多いな。そんでもって骨太だ。骨はいくら硬くてもいいけど、肉はそこそこ柔らかくねえと食いづらいんだよなあ……こうして見ると、男よりは女の方が美味いって話は間違っちゃいねえかもな。肉の付き具合が違うし」

「……お前……」

　自分から二歩ほど離れた太一朗を見て、虎司は大口を開けて笑った。

「何だ、ザッキー。俺がお前のこと食うかと思ってんのか？　んなわけねえだろが。お前食ったら、団長が泣きそうだ」

　虎司は太一朗に近寄ってその肩を二度叩たたいた。

「んじゃ俺は帰るから、ザッキーもそう気にすんな。団長はろくでなしになんざ負けねえよ。団長に任せておいてうまくいかないことなんて、きっとこの世界にはねえさ」

　手を振ると、虎とら司じは部屋を出ていってしまった。取り残された太た一いち朗ろうは、しかたなく三階に向かう。

「……やあ」

　いつも太一朗が座っている場所に、優ゆう樹きが座っていた。あからさまに疲れた表情をして太一朗を見ると、困ったように目を逸そらした。

「自分がいない間に、いったい何があったんですか？」

　優樹から少し離れた場所に腰を下ろしながら、太一朗が問う。

「虎くんに聞かなかったの？」

「聞きましたよ、でもあいつの言うことはさっぱりわかりません。ただ優樹さんと高たか橋はしが代よ々よ木ぎ公園に行ったことはわかりましたけどね……」

　無表情な優樹の横顔を半ば睨にらみ付けるように、太一朗は言った。

「なぜ、公園に行ったんですか？」

「……わからないよ」

　本当だった。なぜ、高橋が公園に行きたがったのか、真の理由を優樹が知るわけがない。だが優樹の答えに太一朗は納得しない。

「わからないって、どうしてです？　実際行ったんだから、理由はあるでしょうが！」

　ほぼ怒鳴るような口調になった太一朗を、優樹は横目で見た。

「自分が責められているのを棚に上げておいて、相手を他ほかの件で糾弾するのは卑ひ怯きようだと思うけど……でも言うよ。……君は先生に会ってきたね？」

「………………」

　ごまかそうか、それとも認めるか。なぜわかったのか聞いてみた方がいいのか。考え込んだ太一朗が黙だまると、優樹は目を閉じて自分の頭を壁かべに預けた。

「ピーナッツと先生の臭においが、君から少しだけ漂ってくるからね……嗅きゆう覚かくはだいぶ落ちてるけど、これくらい近付けばわかるよ」

「……はい、行きました。そして高橋のことを言いました」

　開き直った太一朗は、立ち上がると優樹の正面に座った。

「それが、いいことだと思ったからです」

「……あたしとの約束、君はろくに守ってくれないんだね」

　責めようという口調とはほど遠い、静かな声だった。それが余計に太一朗の心に残っていた罪悪感を抉えぐる。

「まあ、別にいいけどね」

　そう言った後、優樹は何も言おうとはしなかった。三十秒ほど優樹を見ていた太一朗だが、たまらず口を開く。

「……でも、こんなことをいつまで続けても無意味じゃないですか」

「どんなに無意味なものでも、意味を見付けられる。人ってそんな生き物だよ。ああ……」

　自じ嘲ちようの笑みを口元に浮かべながら、優ゆう樹きは言った。

「あたしは人じゃなかったね……だから、こんなことを続ける意味も理由もよくわからないのかな……」

　優樹は天井を見ていた。しばらく太た一いち朗ろうの顔を正面から見ていない。見ると、辛つらく、哀かなしく、そして恐ろしくなる。それがわかっていたから、優樹は太一朗を見ようとしなかった。

「……自虐的なんですね、優樹さんは」

「ん？　やだなあ、自分で自分を虐待なんかしないよ。他人に虐待されたら、もっと嫌いやだけど」

　少しだけ明るい口調で言う優樹の視界を、突然太一朗の顔が遮さえぎった。彼が立ち上がって自分を見下ろしていることに気が付くのに、優樹は半秒ほどの時間を必要とした。

「……いきなりそういうことをしないように。驚おどろくでしょうが」

　首を回してから、優樹は下を見た。太一朗のあまり綺き麗れいではない大きなスニーカーが見える。

「自分のことを、見ませんね」

「……ああ、そうだね。たぶん君に対して後ろめたいことをしているって気持ちが、あたしの中にあるんだろうね」

　間違いではない。だが、事実の全すべてを語ったわけでもない。

「俺おれが、怖いんですか？」

　唐突に図星をさされた。優樹はそれを態度に出さないようにしながら、いかにものんびりとした動作で久しぶりに太一朗を見上げ、その顔を正面から見た。

　顔付きは、会った時と変わってはいない。

　意志の強そうな瞳ひとみも、あの時のままだ。

　だが、何かが違う。その瞳の奥には、あの時とは違うものが混じっている。優樹にはそう感じられてならなかった。

「……怖くは、ないよ」

　噓うそだった。優樹は、彼が恐ろしくてたまらなかった。その表情も、雰囲気も、何もかもが。

　口では否定しながら顔を背けようとする優樹に、太一朗はこれまでにないほどの怒りを感じた。胸の奥辺りで、怒り以外の〝何か〟も急速に芽生えてくる。

「うう……！」

　一声唸うなると、太一朗は優樹のすぐ頭上の壁かべを殴り付けた。もともと頑がん丈じようではなかった壁はそれだけで数センチほど凹へこみ、優樹の白髪頭に薄うす汚よごれた塗料と破片を落とす。そうでもしないと、優樹自身にその矛先を向けてしまいそうになっていた。

「……拳こぶしが痛むよ」

　ただそれだけを言うと、優樹は再び視線を落とした。

　その夜、二人の視線が再び交こう錯さくすることはなかった。




　空、暗イ空。

　星ノ見エナい、空。

　白ガイて、泣いタ夜。

　……とらガイて、赤ガ出タ。

　歯、ガ痛イ。

　……とてモ、痛イ。

　歯、ダケじャナイ。

　……何かガ、痛イ……。

　痛イだケじャナイ……。

　……何ダロう……。




　早朝、優ゆう樹きは太た一いち朗ろうとも高たか橋はしとも会わずに六課を出た。顔を会わせづらかった。

（もう……駄だ目めかな……）

　渋しぶ谷や駅へと向かう途中、優樹はそんなことを考えていた。昨夜、代よ々よ木ぎ公園に行くまでは間違いなく尾行があったし、高橋の存在を虎とら司じや大おお田たにまで知られてしまった。

　自分のくだらない〝心〟を慰なぐさめるために高橋をかばっていては、周囲に多大な迷惑をかけることになるかもしれない。いつまでも堀ほり内うちや浦うら木きを欺き続けることにも限界がある。

　だが、とも思う。自分が高橋を突き放したら、彼はどうなってしまうか。予想は簡単に付いた。優樹は結局、彼を守る義務も理由も自分の心の中に見付けることはできなかったが、それでもできる限りのことはしよう。そう思っていた。

　今日は堀内と共に委員会に出頭し、〝高橋の死体捜し〟の途中経過を報告しなければならなかった。報告する事項など、あるわけがない。

　迷走する思考を一つにまとめるため、優樹は道の片隅に寄ると立ち止まって空を見上げた。空は、優樹の心とは対照的に美しく澄すみ切っていた。




　優樹が霞かすみヶ関せきに向かっている頃ころ、太一朗は座り込んでいる高橋の口の中を見ていた。ビニールの手袋をはめ、無理やり口を開けさせて折れてしまった歯を調べる。上の前歯三本が歯茎から欠けており、その周辺の糸切り歯もぐらぐらしている。少し衝しよう撃げきを加えれば、簡単に落ちてしまうだろう。

「……柔らかいもんしか食べられないな」

　太一朗の言葉に、高橋は何の反応も示さなかった。口を開けさせる時も、抵抗しようともしなかった。

「今、何か食ったら歯茎にしみるのか？　俺おれは歯を折ったことはまだないから知らんが」

　返事がないことはわかっていたが、太た一いち朗ろうは高たか橋はしに話しかけた。できる限り話しかけてほしい、と優樹に言われたからだ。そんなことを律りち儀ぎに実行している自分に太一朗は少しあきれる。

「……おい、お前わかってんのか？　お前のせいで、俺も片かた倉くらさんもとんでもない苦労をしょい込んでるんだぞ」

　太一郎が指を抜いても、高橋は自分から口を閉じなかった。しかたなく太一朗は、顎あごを持ち上げて閉じさせてやる。唾だ液えきに塗まみれた手袋を取りながら立ち上がると、太一朗は自然と高橋を見下ろす形になった。

　この男がいなければ、自分はまだ優樹とうまくやっていけたような気がする。残り少ない自分の出向期間を、こんな馬ば鹿か馬ば鹿かしいことに費やさずに済んだはずだ。

「……お前なんか、大嫌きらいだ」

　もしこの場に優樹がいれば、そういった太一朗の口調と表情に間違いなく戦せん慄りつを覚えただろう。太一朗は、高橋に対して怒っていたわけではない。怒りや憎しみとは既にかけ離れた、確固とした意思。

　それは。




　嫌イ、嫌イ。

　タくさんニ、言ワレタ。

　ソノ反対ハ、言ワレナカっタ。

　ダカら。

　……赤くナっタ。

　とてモ、赤くナっタ。

　白モ、言っタ。

　でモ白ノ嫌イハ、タくサんと違っタ。

　……白モ赤くナっタ。




　太一朗は壁かべに立て掛けておいた散弾銃を持ち上げた。装そう塡てんされているのはゴム散弾なので、殺傷能力はない。だがジャケットの下にぶら下がっている拳けん銃じゆうには、十六発のソフトポイント弾が入っている。

　今は、優樹がこの銃を恐れる気が太一朗にもわかった。この引き金を引くのは、簡単なことなのだ。天井ばかり見ている高橋の目に数発撃うち込むことくらい、誰だれにでもできるだろう。

　そうすれば、彼は間違いなく死ぬ。

（死ぬ……）

　自分がとんでもないことを考えることに気が付いて、太一朗はぞっとした。

　確かに、自分は彼を殺すことができる。そんなことは許されるわけがないのだ。

（誰だれが許さないっていうんだ、こんな奴やつを殺したからって……）

　一人、いた。片かた倉くら優ゆう樹きは、何と言うだろうか？

（……俺おれは何を考えている？　そんなことできるもんか！）

　頭を勢いよく振ると、太た一いち朗ろうはこの部屋から出ようとドアに近付いた。その時、彼の常人よりは優れた感覚が、ほんの少しの違和感を察知した。

　ドアの向こう、廊下に何かがいる気配がする。小さいが足音までもが聞こえ、それが複数人いることまで太一朗にはわかる。自分にわかるくらいなのだから、相手は素人なのだろうか。そんなことを考える余裕まで、太一朗にはあった。

　散弾銃を腰の位置で構え、太一朗は不届きな侵入者を待った。彼らが新聞の勧誘者や受信料の集金人であるという可能性を、太一朗は考えなかった。見た目からして何のテナントも入っていないこのビルに、そんな連中が入ってくることは皆無に等しい。第一、玄関の扉とびらには鍵かぎがかけられているのだ。それを勝手に外して入ってくるということ事態、尋常ではない。

　もしこの扉が開いた時は、容赦なく撃うつ。太一朗は散弾銃と共に覚悟を構えて静かに待った。

　何十秒か経たった頃ころだろうか。いきなりドアが外れて太一朗の方に飛んできた。警けい戒かいしていた太一朗ではあったが、さすがにこれには意表を突かれた。それでも反射的にドアを避よけることができたのは、太一朗だからこそだろう。

　だがドアを避けると同時に、腰骨を強打されて太一朗はよろめいた。いつの間にか背後に回り込まれていることに気が付いた太一朗は、持っていた散弾銃を右手一本で器用に半回転させて後方に向けた。両足に力を入れると、迷うことなく引き金を引く。

　室内に銃声が響ひびいた。無理な体勢で、その上片腕一本で撃ったために、太一朗はその反動に耐えられず前のめりに倒れる。咄とつ嗟さに左手を床に突くことで完全に倒れ込むのを防ぎ、すぐさま腕を屈伸させてその勢いで立ち上がろうとする。

　だがその後頭部に硬い何かが振り下ろされ、太一朗は意識が遠とお退のいていくのを感じた。




　赤。嫌きらイナひとカラ赤ガ出た。

　ひと。……人。

　ああ、人ダ。

　……人ハ、嫌イダ。

　人ハボくヲ嫌う。

　ボくハ人を嫌ウ。

　赤ガタくサん出ルと。

　人ハ動カナくナル。

　……ソうダ。

　ボくハ、タくサん赤ヲ出しタ気ガスる。

　ボくモ、赤ヲタくサン出シた気ガすル。

　……ああ、そウダ。

　モう一度、やッテミヨう。

　タクさん赤ヲ出しテミよウ。

　やリ方ハ、ちャんと知ってル。

　……そウ、コウスるんダ。




　部屋の中には、四人いた。床に倒れている人間と、自分を見ている人間が三人。高たか橋はしは拳こぶしを作ると、無造作に前進して立っている人間の顔を殴り付けた。背格好も性別も、誰だれであるかも高橋は認識していなかった。

　ただ、人間だから殴り付けたのだ。鼻の骨と血を落としながらも倒れないそいつの足を軽く蹴けり付け、仰あお向むけに倒れたその額ひたいに踵かかとを落とした。額と共に脳までも踏み砕き、大量の血と肉がフローリングの床を滑るように広がっていく。

　動かなくなった。高橋がそう思う前に、二人の人間が自分に襲おそいかかろうとしていた。何か叫んでいたが、高橋には理解できていなかった。

　一人が正面から、もう一人は背後に回り込もうとしている。高橋は迷うことなく正面の人間の顎あごを殴り付けた。単純な身体能力では、高橋の方が圧倒的に上回っているのだ。避よけることもできずに倒れるそれを放っておき、後ろを振り返る。

　その高橋の頰ほおを、最後に残った人間が棒で殴り付けた。

　痛かった。昨日トラに殴られた時に折れかけた歯が、何本か落ちた。

　それだけだった。高橋は顔を傾けただけで、一歩も揺らぎはしなかった。

　棒を簡単に奪い取ると、高橋はまず腹部に一いち撃げきを加えた。腹を押さえて膝ひざを突つくその顎を、さらに下から棒で突き上げた。のけぞって倒れるその人間の腹に、再度棒を下ろす。

　三度目には、もう皮ひ膚ふと肉が割けてその中身が見え始めていた。吐き気がするほどの異臭が室内に広がっていたが、高橋はそんなことには構わなかった。

　さらに三度殴り付けると、今度は中身の中身までが出始めた。

　高橋はしばらくその様子を見ていたが、棒を床に投げ捨てて周囲を見回した。




　面白くナい。面白クなイ。

　赤ハタくさン出て、動かなクナっタけド。

　何カ、面白クナい。

　……前ニ、トても楽しカッたのがイタ。

　タクサンたくさん殴ッたら、オなかの中ガ出テきて。

　たくさんたくさん殴ったら、顔ガ崩レた。

　白ガ、赤ニナった。

　ぼくノ手も、赤ニなった。

　……ああ、白ダ。

　白を赤くスルと面白イんだ。

　ぼくハ、白ガ嫌きらイだ。

　白モぼくヲ嫌いだ。

　嫌いナ人ヲ叩たたイてモ、ソれダけだケど。

　白ヲ叩くと、トても面白イ。

　楽シイ。

　嬉うれしい。

　白ハ、ドこニいルンだロう？

　ぼくハ白が嫌イナのに、白ノこトを思ウとトてもいイ気分になル。

　とても、ふしぎだ。

[image: ]




　高たか橋はしは部屋を出ると、階段を下りて違う部屋に入ってみた。物がたくさんある部屋だったが、彼の捜す〝白〟はいなかった。だが、何となく〝白〟の気配が残っている。その気配がもっとも漂ってくる物体である机に近寄ると、高たか橋はしは思い切りそれを蹴けり上げた。その威力で机が割れ、机に載っていた物品全すべてと引き出しが床に落ちた。

　落ちた物を眺ながめているうちに、高橋は自分の物を見付けることができた。自分と〝白〟の血が付いた刃物だ。そう、これで〝白〟がよく斬きれる。

　たくさんたくさん、楽しくなれる。

　もう一つ、帽子を見付けた。昨日、被かぶった覚えのある物だ。

　何となく被ってみると、とても自分に似合っているような気がした。

　高橋は笑っていた。邪気の全くない、どこか可愛かわいらしいとも言える笑顔だった。

　その体には大量の返り血が付いていたが、高橋にはどうでもいいことだった。




「う……」

　ひどく痛む後頭部を押さえながら、太た一いち朗ろうは意識を取り戻した。手にぬるぬるとした液体が付いたが、それが血であることくらい見なくともわかった。右手に持っていた散弾銃を杖つえ代わりにして立ち上がった太一朗は、まだはっきりとはしない意識を何とか回復させながら部屋を見回した。

　自分以外には、誰だれもいなかった。床に残っているのは彼自身の血だけだ。だがそれでも、部屋の中に残った異臭までは消えていない。その臭においの強さが、ここで何かがあったことを明らかに強調していた。

（ここに誰かが来たことは間違いない……でも、それよりも！）

　太一朗は自分の携帯を捜そうとして、六課に置いてきたことを思い出し急いで部屋を出た。走ろうとすると思いのほか足がふらつくが、何とか六課に辿たどり着く。開け放たれたままの扉とびらから室内に飛び込むと、すぐに荒らされた様子が見て取れた。

　正しくは一角のみ、優ゆう樹きの机だけが荒らされていた。スチール製の古い机は二つに裂け、本や新聞、バインダー、引き出しや冷蔵庫の中身まで床に落ちている。

　何とか冷静であろうと心を静めた太一朗は、優樹の机を無視して自分の机に近付き、その上に置いてあった携帯電話を手に取った。

　そこで太一朗は一いつ瞬しゆん迷った。先に優樹に連絡すべきか、それとも彼の上司か。

　本当に一瞬しか迷わずに、太一朗は緊急捕ほ縛ばく部隊長、赤あか川がわの持つ携帯電話の番号を押した。相手が出たのを確認すると、声も聞かずに喋しやべり始める。

「隊長、山やま崎ざきです！　大変なことが起きました！」

　受話器の向こうで、ほんの少しの間沈ちん黙もくが流れた。

『……どうした、山崎。何かあったのか？』

　聞き慣れた赤川の声を聞いて、太一朗は内心でほっとする。だが、何と説明していいかわからず、一瞬黙だまり込んでしまう。

「……ああ、隊長。えーっと……高たか橋はしの奴やつが生きていたんです！」

　結局、それだけしか言えなかった。

『……何……？』

　赤あか川がわは太た一いち朗ろうの異常な発言に対して、最初はそれだけしか言わなかった。

『片かた倉くら巡査部長は、そこにいる……わけはないな。いたら、彼女がかけてくるはずだ。……お前は、今冷静じゃないな。少し落ち着け。そして、お前の理解している範はん囲いで説明してみろ』

「あ……はい……何日か前……片倉さんと代よ々よ木ぎ公園に行ったら、死んだはずの高橋が生きていたんです。……すぐに知らせればよかったんでしょうが、片倉さんに止められてました。で、今日、自分が高橋を見てたら、誰だれかが来て自分を殴って気絶させました。……目を覚ましたら、誰もいませんでした」

『それが何分くらい前のことか、だいたいでいいからわかるか？』

「……時計を見ていなかったので自信はありませんが、二十分くらいだと思います」

『そうか……わかった』

　赤川は短く答えると、五秒ほど黙だまり込んだ。

「……隊長、あの……すいません。こんな重要なことを黙っていて……」

　優ゆう樹きに言われたからといって、高橋の存在を隠していた太一朗にも責任はある。そう思って太一朗は言ったのだが、それに対する赤川の答えは平然としていた。

『……お前は、上位者である巡査部長に従ったのだから、別に咎とがめはしない。お前もようやく命令に従えるようになったらしいな。……肝心なところでは私の言うことを聞きそうにないが』

　命令。太一朗は優樹にそんなものをされたことはない。優樹は『命令をする権利があたしにはある』と言ってはいたが、実際に『命令』として口に出したことはなかった。

『頼むよ』。優樹が口にしていたのは、そんな言葉だった。決して強制されたわけではない。太一朗は自発的にその言葉に従い。

　そして自発的に反抗した。

　そんな太一朗の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、赤川は話を続ける。

『山やま崎ざき。お前は今六課にいるな？』

「……はい」

『では、お前はそこから動くな。私はこれから巡査部長に連絡をとる』

「待ってください、隊長！　高橋はここにはいないんです！　自分で出ていったか、連れてかれたかは知りませんが、早く見付けないと……」

『……そうだな。だがお前は人を殴ることはできても、人を捜すことはできない』

　赤川は断言すると、少し声の調子を落とした。

『高橋の精神状況は、お前が見た限りではどうだった』

「……おかしかったです。前みたいに、やたらめったらゆ……片かた倉くらさんを殺そうとはしてませんでした……が……」

『そうか……とにかく、お前は動くな。そしてこのことは、まだ誰だれにも言うな』

「どうしてです？　高たか橋はしのことはどうするつもりですか！」

『……いいか、山やま崎ざき。高橋はもう死んでいる。それが生きていたというだけでも、私は驚おどろいているんだ。……私も死体を確認したんだからな。その死体が街中を徘はい徊かいしているとして、そんなことをいったい誰が信じるんだ？　次に、一度死んだアヤカシに対してもう一度令状が出ると思うか？　令状がない限り、隊を動かすことはできん』

　儀ぎ礼れい的な手続きのことを口にした上司に、太た一いち朗ろうはかっとなった。彼は赤あか川がわを尊敬していたし、口はうるさいが『正しいこと』を貫いてくれる警けい察さつ官だと信じていたのだ。

「隊長！　何でそんなことを言うんですか！　今さら令状だなんて……」

『落ち着け、山崎！』

　太一朗の鼓こ膜まくが破れそうなほどの大声が、受話器から轟とどろいた。普段から号令のために声を出している赤川は、太一朗よりはるかに大きくそしてよく響ひびく声を発することができた。

『……高橋がまだ何もやっていないうちは、事態を内々に処理できるんだ』

「もう、何かやってたらどうするんですか！」

『……高橋の死体を管理していた特別保健所の責任、それを知っていて隠していた人間たちの責任が問われる。巡査部長は懲ちよう戒かい免職で済むと思うが、その後が問題だ。アヤカシに対する法律の締しめ付けを要求する声がどこかから上がってくる。三年前と同じだよ……また相あい川かわや帆ほ村むら辺りが怒り出すだろうな』

　一度言葉を切ると、赤川は諭さとすように言った。

『……わかるか、山崎。高橋がもう何をしようとしまいと、充分に事態は悪い方向に進んでいるだろう。そしてお前が動くと、もっと事態が悪くなる可能性が高い。お前は、力でしか物事に対処できないからな。巡査部長に任せておいた方が、大事にならずに済むんだ』

「……隊長は、それでいいんですか？　片倉さんに全部大変なこと押し付けて、それで何の緊急捕ほ縛ばく部隊ですか！」

『言ってくれたな、山崎』

　赤川の声は低かったが、そこに怒りの成分は混じっていなかった。

『私は、私にできることをやる。そして、お前は動くな。これは命令だ！』

　その言葉を最後に、電話は赤川の方から切られてしまった。太一朗は左手に持ったその携帯電話を思わず強く握り締しめる。

　ぺきり、という軽い音と共に、哀れな携帯電話は使い物にならなくなった。




　片倉優ゆう樹きは霞かすみヶ関せき内閣府の十五階で、委員長の土つち谷やの愚痴を堀ほり内うちと一緒に聞いていた。

「……何の進展もなしか。お前の鼻は、ただの飾りか？　犬のくせに役に立たん」

「はあ、どうも」

　堀ほり内うちに〝見せる〟ために、優ゆう樹きは土つち谷やに蔑さげすまれていた。よくあることなので優樹は気にもせずに帽子を深く被かぶり直したが、意外なことに堀内が口を出した。

「片かた倉くらさんは頑がん張ばってくれています。私こそ彼女の後を付いていくだけで、何もしていません」

　優樹は、不思議そうに堀内の方を見た。社交辞令なのだろうが、まさか自分がかばわれるとは思ってもみなかった。

「少し一緒に行動しているうちに、情でも移ったか？　堀内くん」

　いかにも嫌いや味みったらしい口ぶりで、土谷が堀内を睨にらみ付ける。土谷の正体を知っている優樹は内心でおかしく思いながらも、表情には出さずにいた。だが、胸ポケットに入れておいた携帯電話が場違いな着信メロディを奏でた時は、自分でびっくりして思わず姿勢を正した。

「……何だ、その音は。だいたい、何の曲だ、それは？」

「さあ、何でしょう……」

　そういえば四月の半ば頃ごろ、太た一いち朗ろうが『着メロを設定しましょう』と優樹の携帯電話をいじっていたことを思い出した。それ以降電話は一度もかかってこなかったので、優樹はその着信メロディを聞いたことがなかったのである。

（こんなのだったのか……）

　やけに激しく明るい曲調のそれに、優樹は一いつ瞬しゆんあきれる。だがすぐに電話を取り出した。

「もしもし……」

『……私だ』

　それだけで、優樹は相手が赤あか川がわであることを理解した。そしてひどく明るい大きな声で、

「あー、どうもどうも。お元気ですか？」

　と返した。土谷が不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをしかめてみせる。

「……声が大きいぞ、外でやれ。もう戻ってくるな」

「はは、じゃそうしますわ。堀内さん、また後で」

　優樹は土谷に内心で感かん謝しやしながらも、部屋を出た。エレベーターに向かいながら、小声で電話に口を寄せる。

「……で、どうしました」

『君の方が状況を理解しているかもしれないが、高たか橋はしがいなくなったと山やま崎ざきから連絡があった』

　表情も変えず、声もあげずに外面だけは平静を装ったが、優樹は自分が混乱しそうになっていることを感じていた。

「赤川さん……ちょっと待ってくださいね、落ち着きますから」

　優ゆう樹きは電話を持っていない方の手で軽く自分の頰ほおを叩たたき、続いて額ひたいを撫なでた。そして最後に腕時計の文字盤ばんに触れると、再び電話口の赤あか川がわに話しかけた。

「落ち着きました……じゃ、赤川さんの知っていることを教えてください」

『ああ、山やま崎ざきの伝聞なのでだいぶわかりづらいが……六課に侵入者があり、山崎を気絶させた。山崎が意識を回復した時には、もう誰だれもいなかったそうだ。正確な時間は不明だが、それから既に二十分以上は経過しているだろう』

「……太た一いちくんは無事ですか？」

　幸いなことに誰もいないエレベーターに乗り込むと、優樹は壁かべに寄りかかった。

『ああ、何かまた勝手に動き出しそうな気配だったから、一応釘くぎは刺しておいた。……効果があるかどうかは不明だがな』

「そうですか……すいません、赤川さん」

『気にするな』

　それだけだった。赤川大だい介すけという人間と、片かた倉くら優樹という二重雑種ダブルブリツドの間には、それだけで全すべてを済ませられるほどの信頼関係が構こう築ちくされていた。

『君に、任せていいんだな？』

「はい、そちらには絶対に迷惑はかけません」

『少しくらいなら、かけてもいいさ。……それに、君の方がだいぶ辛つらいだろう。手を貸したいが、その方が君にとって迷惑になるんだな』

「……すいません……。でも、覚悟はしていたつもりです。……色々と」

『そうか』

　電話を挟はさんで、二人の間に沈ちん黙もくが落ちた。

『……これから、どうする』

　先に話しかけたのは赤川の方だった。

「走って渋しぶ谷やに帰りますよ」

『君の足の速さは知っているが、無理はするな。……体調は万全か？』

「実は、まだあんまり。……でも頑がん張ばりますよ」

『そうか……いつでも連絡はしてくれ。役には立てないが、な。しかし、本当にいざという時は……』

　優樹は、赤川にそれ以上言わせなかった。

「大丈夫、何とかしますよ。……じゃ、切ります」

『ああ、無事を祈っているよ』

　優樹の方から電話を切ると同時に、エレベーターが一階に到着して扉とびらが開いた。

　その瞬しゆん間かんから、優樹は走り出していた。




　取り残された堀ほり内うちは、アヤカシ嫌ぎらいの委員長とこの後どんな会話をすればいいのか困っていた。堀内はアヤカシが嫌いなわけではなく、研究対象としての魅み力りよくは感じている。だがこの土つち谷やは、ただ単にアヤカシを毛嫌いしている。さてどうしよう、と考えている間に土谷が口を開いた。

「……さて、堀内くん。高たか橋はしの死体がここまで見付からないと、君が言う高橋の蘇そ生せいということに、私も少々の可能性を感じるようになってしまった」

「はい」

　そうだ。高橋は生き返っている。片かた倉くら優ゆう樹きの真剣な捜し様を、堀内は疑っていなかった。かといって誰だれかが高橋の死体を持ち去ったことも考えられない。搬送は、内密に行われていたのだから。

　それに何より、堀内にはそう確信できる根拠があった。ただ、それをまだ口にすることはできない。何しろ特別保健所とは何の関係もないところで彼女がやった〝それ〟は、充分に責められるに値する行為だったから。

　テーブルを見ながらそんなことを考えていた堀内だが、急に土谷とは違う声が聞こえてきたので驚おどろいて顔を上げた。

「……生きた細胞の一部を脳に無理やり移植したら、脳の一部が動き出した。残った肺の部分を元の場所に移植したらどうなるのか？　試してみたかったんですね。私が言うのも何ですが、ずいぶんと突とつ飛ぴなことをなさるものですね。普通の研究者の発想ではないでしょう。その結果がこれですよ。まさか、高橋が本当に蘇生するとは思っていなかったでしょう？　言っておきますが、こんなことは前代未聞です。高橋幸こう児じという二重雑種ダブルブリツドだったからこそ、可能だったのでしょう。これで前例ができたからといって、調子に乗らないようにお願いしますよ。……それにしても、いったいあなたは何を望んでいるんでしょうね？」

　土谷がいたはずの場所には、土谷がいなかった。白はく濁だくした左眼を持つ瘦そう身しんの中年男性が、微笑ほほえみながら自分の方を見ている。

「この姿で、本当の人間に面と向かって会うのは久しぶりです。初めまして、堀内さん。私は浦うら木き良よし隆たか。特別高等治安維持局に所属するアヤカシです」

「……あ……あなた……委員長は……？」

「その辺りのことはお気になさらずに。世の中、人にはなかなか理解しづらい不思議なことはいくらでもあるのです。あなたが、高橋の死体に細工をしたように」

　堀内は、混乱する自分の心を静めようとした。自分の目の前にいるのがアヤカシである以上は、何が起こってもおかしくはない。

「理由は……この際置いておいて差し上げましょう。問題は、あなたが後先を考えずにそういうことをやってしまったため、余計な連中は動き出す、我々は人手を割かれる、あの方は困ってしまうと、混乱する事態が現在も進行中です。どこかの手先かと思って調べさせてもらいましたが、本当にあなたの独断だったとは、意外といえば意外でした」

「……あなたは……いったい何者……」

「おや、そう頭の悪くない人だと思っていましたが、一度言ったことは忘れないでいただきたいものです。私は浦うら木き良よし隆たかという名前のアヤカシですよ」

「そうじゃなくて……私が聞きたいのは……」

「残念ながら」

　浦木は立ち上がると、堀ほり内うちの前にあるソファーに近寄りそこに腰を下ろした。

「あなたが聞きたいことに、のんびりとお答えしている暇がありません。一回だけ、言います。[image: Ω]オメガサーキットに協力してください。あなたのように、そこそこ良心が残っているのにわりきれる人間の研究者は意外に少ないんですよ。極端に走るような連中が多くて、私としては人手が足りなくて困っていたんです。ああ、拒否する権利は一応差し上げましょう。まあ、その場合はすみやかに死んでいただきますが……」

　微笑ほほえんでみせる浦木を、堀内は見ていた。その目に先ほどの戸惑いや恐れはなく、ただ探究心のみが存在していた。

「……[image: Ω]サーキットとは、何ですか？」

　聞けば後には退ひけない。それでも、堀内は聞いてしまった。

「それは、もちろん教えて差し上げましょう……」

　浦木はその左眼めを瞼まぶたの上からそっと撫なでた。







[image: 第五章　心と体を削る音]






















　ドこニ行コう。どコに行こウ。

　どこに行くンダったッケ。

　ああ、ソうだ。白を見付けニ行クんダッた。

　白ハ、どコにイルんだろウ。

　……見付けニ行かなクてもいイか。

　ぼくガ白を見付ケラれなクても、

　白ハぼくを見付けてくレル。

　わかる。ぼくにはワかるンダ。

　あそこニ行けバ、きっト白が来てくれる。




　それは、ひどく異常な光景だった。

　麦わら帽子を被かぶった裸足はだしの青年が、白昼の明治通りを歩いている。白いＴシャツと色いろ褪あせたジーンズは、元の色がわからないほどに濃こい赤の斑はん点てんを大量に付けていた。手には鞘さやに入ったままのやや大振りなナイフを持っている。

　細ほそ面おもてで整っているといえなくはないその顔に浮かんでいるのは、笑顔だった。唇くちびるの端を柔らかく上げ、頰ほおを緩ゆるめ、目を細めている表情は、〝笑み〟としか表現のしようのないものだった。

　彼、高たか橋はし幸こう児じが一歩一歩ゆっくりと進むごとに、人波は割れて彼を避さけていく。汚い物を見てしまったかのように目を逸そらす者もいれば、珍しいものを見たような視線を送る者もいる。だが誰だれであっても、決して十秒とは見続けない。高橋が一歩進み、擦すれ違う者たちが一歩進めば、その距離は既に遠く二度と接点を持つことはない。

「……おい、そこのあんた」

『ナイフを持った血だらけの男が歩いている』──そんな通報を受けた警けい官かん二人が、高橋に声をかけた。どんなに控え目に見ても、高橋は間違いなく不ふ審しん人物である。そんな警告を受けても、高橋は迷うことなく歩き続けた。

「おい……」

　一人が高橋の肩に手をかけた。

　その瞬しゆん間かん、高橋はナイフを握った拳こぶしを適当に後方へと叩たたき付けた。狙ねらいも付けずに打たれた拳は、警官の胸に当たる。高橋に力を込めた気はなかったのだが、殴られた方はよろめいて周辺の通行人に倒れ込んだ。

「……お前……！」

　もう一人の警けい官かんが高たか橋はしの腕を摑つかんで捩ねじ上げ、ようとしたができなかった。高橋が腕を振ると、六十キロを超えるその警官の体は見物人の中に飛ばされていく。運と反射神経が悪かった数人が逃げ遅れ、警官の下した敷じきになって地面に倒れた。

「ふふふふふ……」

　高橋の口から呼吸音に似た笑い声が漏れ、彼がぐるりと周囲を見回すと野や次じ馬うまたちが引いていく。その人込みの中から、長身の男が飛び出してきた。山やま崎ざき太た一いち朗ろうである。歩みが遅く、ある意味目立つ高橋に追い付くのはそう難しいことではなかった。

　太一朗は高橋の側面に踊り出ると、彼の右膝ひざ裏うら辺りに手加減なしの脛すね蹴げりをぶち当てた。関節の繫つなぎ目を狙ねらったその攻こう撃げきは、高橋を一歩だけよろめかせることに成功した。

　一歩だけで充分だった。太一朗は、やや前かがみになった高橋の右胸、肋ろつ骨こつのない部分にあらかじめ抜いておいたベレッタの銃口を押し当てる。装そう塡てんされているのは、もちろんソフトポイント弾だ。貫通力が低く、確実に高橋の体内に残る弾丸。

[image: ]

　一発、撃うち込んだ。無理やり左手一本で撃ったため、さすがに反動に負けて銃口が浮いた。高橋の体もまた、撃たれた衝しよう撃げきで後方に仰のけ反った。麦わら帽子が道に落ちて転がって行く。そんなことには構いもせず、太一朗はその左腕に再度力を込めて、高橋の胸に開いた小さな穴の上にもう一度銃口を重ねた。

　また一発、撃ち込んだ。消音器と零ゼロ距離射撃のせいで発射音はほとんど周辺に漏れることはなく、その二発の銃声を聞くことができたのは撃った太一朗と撃たれた高橋自身だけだろう。

　さらにもう一発。

　ほぼ同じ箇所に三発の銃弾を受け、右胸から妙に少ない血を流し始めた高橋は後ろに倒れ込みそうになる。だが、彼も撃たれたままでは終わらなかった。三歩下がりはしたが結局は足と腹筋で踏み止まると、手を伸ばして太一朗の左腕を摑つかんだのだ。

　ぎしり、と小さな音を立てて太一朗の骨が折れ始める。

　それでも太一朗の指は動いて引き金を引いた。四発目は高橋の左胸に埋まっていき、撃たれた反動で高橋の手が太一朗から離れた。そして、今度こそ高橋は仰あお向むけに地面に倒れていく。

「ぐ……」

　太一朗もまた、膝を突いて左腕の様子を見た。痛みへの耐性が優れている太一朗は、冷静に意識を保っていた。真っ赤に腫はれ上がったその左腕は、もう少し摑まれていたら骨が完全に砕けていたかもしれない。腕の中で骨が重なり合い、表面の皮ひ膚ふが妙な形に盛り上がっているが、一か月もあれば完治できる。客観的に判断した太一朗は、その痛みに耐えながら右手で拳けん銃じゆうを持ち替え、再び高橋の方を見るために顔を上げようと……。

　そこに、汚れた裸足はだしが見えた。

　その足が上がって自分の顔を蹴ろうとしていること、そして避よけられないことも理解してしまった太た一いち朗ろうは、額ひたいでその足を受け止めながら自ら後方に引いて衝しよう撃げきを和らげる努力をした。

　額が割れ、血を道に撒まき散らしながら倒れ込む自分を自覚しながら、意識が朦もう朧ろうとしていくのを止められない。

　もどかしく感じながら、太一朗は空を仰いだ。

　太陽の光が容赦なく目を差し、やがて額から流れた血が目に入って視界がぼやけだした。その太陽を遮さえぎって誰だれかが自分を見下ろし、それが麦わら帽子を被かぶった高たか橋はしであることがなぜか太一朗にはわかった。

（俺おれは……俺は……）

　彼が意識を失うのに、そう時間はかからなかった。だがその間に、彼の心は高橋が何をやろうとしているのかを考えてしまった。

（こいつは、やっぱり優ゆう樹きさんを殺そうとしている……）

　優樹に対する負の感情の類たぐいは、今でも高橋は持っていない。いや、もはや誰に対しても、何の感情も持っていないのかもしれない。

　だが、高橋が命を失おうとも、失わなかったもの。

　それは、優樹だけに対する殺意。

（殺させて……殺させてたまるか……それならいっそのこと……！）

　薄うすれていく意識の中で、彼の心の底で生まれて少しずつ大きくなっていったものが、ついに表面上に浮かび上がった。

　そして、太た一いち朗ろうは動かなくなった。そんな太一朗をぼんやりと見下ろしながら、高たか橋はしもまた漠ばく然ぜんとした脳の中で色々なことを考えていた。




　……胸が、少し痛イ。

　穴が開いタ。

　でモ、赤ハあまリ出ナい。

　だから、ぼくハ元気だ。

　こいつをぼこボコ叩たたいて動かナくしてモいいケど。

　ノんびりしてたラ、白がぼくを見付けられなくなるかもしれない。

　はやく行こウ。

　白ガ待ってル。




「ふー……ふー……ふー……」

　笑おうとした高橋は、うまく笑えない自分を知った。

　その奇妙な笑い声を上げながら、高橋は歩き始める。

　目的のために。




　死者が二人、重傷者が一人。たった一人の二重雑種ダブルブリツドを連れてくることに失敗し、あげくの果てに多大な被害が出てしまった。自分たちが動くと特高の大物たちまで動いてしまうため、あえて部下たちだけにやらせてみたのがまたも裏目に出たようだ。

「最近は、失敗ばかりですよ……」

　片かた倉くら晃こうは、アイスコーヒーの中に入っている氷をストローでつついた。氷の塊たちがぶつかり合って軽い音を立てる。公園通りに面した所にある喫茶店に鈴すず香かと一緒に居座ってから、何分が経過しただろうか。

「うまくいかない時は、何もうまくいかないものよ……でも、どうするの？　もともとこの計画はあなたが言い出したことよ。私たちはどうでもよかったし、あなたたちの方でも反対者が多かったわ。よくわからない事態も起こったし……私の方から人手を出せればよかったわね」

　上うえ村むら鈴香は言いながら、飲み終わってしまったトマトジュースのコップをテーブルの端に置いた。こうして向き合っていると、二人は親子のようにも見える。

「いえ、そちらの手を借りると、僕ぼくの方でも色々と不都合があるので……」

「……そうでしょうね。じゃ、この辺りで切り捨てるか、初志を貫くか、あなたが決めなさい」

「成り行きを見て、臨りん機き応おう変へんに決めるというのはいけませんか？」

　高たか橋はし幸こう児じがいったい何を考えて自分の部下たちを殺して、どこに行こうとして渋しぶ谷やの人込みを進んでいるのか、見当が付かない以上どうしようもない。捜査第六課に残った死体と血は処理したが、臭においまで消す余裕はなかった。血の臭いから自分たちの正体がばれるとは思えないが、やや気になることである。だが首が半分切れた鵺ぬえのネジが、まだ渋谷をうろついていることの方がもっと気がかりだ。

　それに、あの片かた倉くら優ゆう樹きがどう動くのか。高橋をどう〝処理〟するのか、晃こうがもっとも興きよう味みを持っているのがその点だった。それだけでも、最後まで見届けたかった。組織の一角を担う者としては間違った判断かもしれないが。

「高橋の監視は引き上げさせます。僕ぼくがやってみますよ。僕だけなら、たとえ誰だれが出てきても逃げられますし。僕は、あの二人の結末を見届けたいんですよ」

「そう」

　鈴すず香かの返答は素っ気なかった。見た目通りの年しか経てないこの少年が、〝二重雑種ダブルブリツド〟にこだわる理由を知っていたから止める気はなかった。

「私は帰るわ。色々とやることが残ってるし。でも、一つ覚えておいてちょうだい。あなたが万が一にも死ぬようなことがあれば、クロスブリードは崩れるわ。そしてあなたの同胞も路頭に迷うことになる、それだけは忘れないでね。あんな連中の面倒を見る気はないわよ」

『あんな連中』という言葉に、晃は眉み間けんの皺しわをさらに深くしたが反論はしなかった。彼の同志は、鈴香とその仲間たちを一方的に嫌きらっているからだ。

「わかってます。その時は鈴香さんたちだけで頑がん張ばってください」

　溶けた氷と混ざってすっかり薄うすくなってしまったアイスコーヒーを最後まで飲み干すと、晃は壁かべに立て掛けてあった長い布袋を引き寄せた。

「……それがあれば、浦うら木きや飯いい田だに負けることはないでしょうけど……気を付けなさい」

「はい……あの、一つお願いがあるんですけど」

　立ち上がると、晃は少しだけすまなそうに言った。

「お金がないんで、僕の分も払っておいてもらえませんか？」

「付けにしとくから、ちゃんと返すのよ」

「はい……じゃ、行ってきます」

　小さな晃の後ろ姿を見送ってから、鈴香は一つため息をつくと伝票を取った。

「……交際費で落としたら、皆怒るかしらね」

　思考を晃から切り離すと、鈴香はそんな現実的なことを考えた。




　高橋は、代よ々よ木ぎ公園にいた。周囲には、誰もいない。誰もが、彼を見ると避よけていく。昔の高橋ならそんな人々を見たら自分から追いかけて殺しにいっただろうが、今の彼にはそんな気持ちは全くなかった。

　足の甲に付いた太た一いち朗ろうの血は乾き、その上から公園の土が高たか橋はしの足をさらに汚す。見渡す限り誰だれもいない公園を、高橋はのんびりと歩いた。

　そして、目的地に着いた、

　昨日の夜も、ここに来た。何日か前の雨の日にもここに来た。

　何か月か前の夜にも、ここに来た。

　覚えている。忘れはしない。

　ひしゃげたベンチに近付くと、高橋は構わずそれの上に座った。

　そして、待った。

　ただひたすらに。




「……いったい、どうなっているのかな」

　捜査第六課にやってきた大おお田た真さね章あきは、そう口に出した。もともと沈ちん黙もくを嫌きらう性質であり、彼の生の大半は一人であったためか、誰に聞かせるでもなく独り言の癖くせがついていた。

　壊こわれてしまった優ゆう樹きの机を見下ろし、片付けてやろうかとほんの少しだけ考えた大田はすぐにその考えを捨ててしまう。いったいどこから手を付ければいいのかわからなったし、優樹の私物をあさるのも少々気が引けた。大田はあまり他人のことを考えない性格だったが、こういうところでは気を回す。

　優樹や虎とら司じがここにいれば、その鼻を利かせていったいここで何があったのかを調べるところだが、残念ながら大田の嗅きゆう覚かくは普通の人間とたいして変わらない。この机を壊したのが高橋であることくらいしか想像が付かなかった。

　そして太一朗の机の側そばに行き、潰つぶれた携帯電話が落ちているのを見てから首を傾かしげた。

「さて、どうしようかな」

　大田は、優樹のことを心配しているわけではないし、進んで助けようとも思っていない。ただ彼は、優樹を見ていたかった。長く生きてきた彼にとっても、片かた倉くら優樹という存在は見ていて面白かった。そして今回の事態を彼女がどう解決するのか見ていたかった。

「……いや、解決するのは優樹じゃないか」

　大田が部屋を出ようと扉とびらに近付いた途端、その扉が開いた。

「……やあ、優樹」

　額ひたいに大量の汗を浮かべ、ドアに摑つかまることによりやっとのことで立っている、憔しよう悴すいしきった片倉優樹がそこにいた。大田を上目遣いに見上げ、大きく深呼吸すると一言だけ言った。

「……部屋の中はどんな様子ですか？」

「ああ、君の机が壊れているよ……三階の方はもう見たかい？」

「……ええ」

　床にはうっすらと血けつ痕こんが残っていたし、室内に残った血の臭においは控えめに推測しても、二人の人間が死ねるほどの強さだった。いくら血を拭ふいたところで、痕こん跡せきは残るのだ。やや血の気けが失うせている優ゆう樹きの前に、大おお田たは自分の腕を突き出した。

「摑つかまっていいよ。僕ぼくの方から君を支えるのは、君が嫌いやだろう？」

「……すいません」

　優樹は太いとは言えない大田の腕をすがるように摑んだ。ほとんど体重の全すべてを預けながら、何とか部屋の中へと足を踏み入れる。

「だいぶ疲れているようだね」

「……はい、内閣府から走ってきました」

「そうか、四キロくらいかな？　君が何分で駆け抜けたか興きよう味みのあるところだが、それは次の機会に聞くことにしよう。ソファーに座るか？」

「……私の机まで」

　大田に引き摺ずられるようにして、優樹は破は壊かいされた自分の机の側そばまでやってきた。落ちている引き出しの中身を見て、何が足りないのかすぐにわかった。神銀鋼製ミステイツクメタルのナイフと、昨日高たか橋はしに被かぶせてやった麦わら帽子。

　誰だれが持ち去ったのかも、容易に想像が付いた。

　すぐにその場を離れようとした優樹は、一番上の引き出しに入っていたはずの箱が床に転がっているのに気が付いた。一度大田から離れてそれを拾い上げると、そっと蓋ふたを開けてみる。中身が無事であることを確認すると、優樹はそれをどこにしまっておくか迷ったが、結局テーブルの上に置いておくことにした。側のソファーに寄り掛かり、大きく肩を動かす。

　そんな優樹の行動とは、全く関係のないことを大田は口にした。

「温くなってしまったが、ビールでも飲むか？」

　扉とびらが外れて確実に使い物にならなくなった冷蔵庫の中には、まだ無事なビールが何本か入っている。

「……いいえ、今はいいです……先生、一分でいいですから、ちょっと待っててください」

「ああ、構わないよ」

　優樹は目を閉じると、その脳を一時的に深い睡眠状態に陥れた。周囲や自分に何が起こっても目を覚ますことができないため、滅めつ多たにしない睡眠方法だ。

　そして一分後、目を覚ました優樹の疲れはだいぶ取れていた。四キロを短距離走と変わらない速度で走り続けたのだ。普通のアヤカシに比べれば持久力のない優樹の体にはこたえる。

「もう、いいかい？」

　一分前と全く同じ姿勢のまま、大田が聞いた。

「はい……行きますから」

　自分の足でしっかりと立った優樹は、すぐに部屋の外へ向かって歩き出した。

「では玄関まで送ろう」

　大おお田たもまた、ゆっくりと優ゆう樹きの後に続く。

「ありがとうございます……ところで、太た一いちくんを見ませんでしたか？」

「いや、今日は見なかったな。彼の壊こわれた電話がそこに落ちているけど、何かあったのかな」

「……腹の立つことでもあったんでしょう。彼は短気ですから」

　そう言った優樹の口調には、疲労以上の何かが感じられる。それを大田は追及しようとはしなかった。

「優樹、君が望みさえすれば、多くの者が君を助けてくれる。……君が一言、『玄関までではなく、高たか橋はしのいる所まで連れていってほしい』と僕ぼくに言えば、僕はそうする。彼がどこにいようと、探し出してみせよう。君が虎とらくんや夏か純すみに電話でもして、『少し力を貸してほしい』と言えば、学校があろうと台風が来ようと、彼らは飛んでくる。……そう、別に君は誰だれかが自発的に自分を助けてくれるのを待っているわけじゃない。君が本当に心の底から助けを求めた時、誰も助けてはくれなかったから、君は自分から誰かに『助けてほしい』とは言えなくなったのかな。もともと君は孤独癖へきがあるからね」

「……階段ですよ、先生」

　優樹はそう言っただけで、大田の言葉に何の反応も示さなかった。そんな優樹を見下ろしながら、大田は彼女と共に階段を下りる。その間にも、大田の話は続いた。

「僕たちはいい。君がどれだけの人物か知っているから、君が助けを求めなければ『ああ、大丈夫なんだな』と信じることができる。だが、君にどれほどの力があって、君が助けを求めなくても、君の力になって君を救いたいという妙な人間がいるということも、覚えておいてもいいんじゃないかな」

「……もう、玄関です。先生。じゃ鍵かぎをかけといてくださいね」

　大田の言葉に、優樹はろくに返事をしなかった。彼の言葉はいちいちもっともである気がする。だがそれでも、優樹は自分の友人たちに助けを求めたくはなかった。

　その理由が大田の言う通りであるかは、よくわからない。

　自分が本当に救いを求めた時、それは。

「………………」

　一度強く目を閉じると、優樹はドアノブに手をかけた。

「最後にもう一つ言っておこう、優樹。君の生と死は確かに君だけのものだが、君に何かあると少々悲しむアヤカシと人間がいることは、覚えておいても損はしないと思う」

「……知っていますよ」

　短く答えはしたが振り向こうとはせず、優樹はビルを出ていった。

「……では、君に敬意を表して、僕はこの出来事の傍観者であることをやめよう。今だけは、何も見ようともしないただの生ける屍しかばねだ」

　自分でそう言ってから、大田は自分に腹を立てた。

「何てことだ、僕ぼくがあんな奴やつと一緒だなんて……せめて部屋の片付けでもしよう」

　大おお田たは独り言を続けながら六課の中へと戻っていった。




　代よ々よ木ぎ公園という場所で何があったのか、片かた倉くら晃こうは詳しいことを知らない。ただ高たか橋はし幸こう児じという名の二重雑種ダブルブリツドが死んだことは知っている。そして、最後に彼と会話した人物が片倉優ゆう樹きであること。ただそれだけだ。

　ここで、片倉優樹は高橋幸児との因いん縁ねんに決着をつけられるのだろうか。

　彼ほどの犯罪者にして有害指定生物をかばうことなど、所しよ詮せん不可能と諦あきらめるのか。

　自分の立場を危うくしてまでも、彼を守り通そうとするのか。

　現実と理想の狭はざ間までいったい彼女がどんな決断を下すのかに、晃は興きよう味みがある。彼もまた、理想と現実の狭間に悩む者だったから。

　代々木公園内の歩道を歩きながら、晃は色々なことを考えていた。人間たちと擦すれ違っても気にもしなかったし、人間たちも晃のことなど気にもしなかった。

　だが、目の前から歩いてくる男が人間ではなくアヤカシであることにいち早く気が付いた晃は、立ち止まると木刀を持ち直した。

「……なぜ、お前がここにいる？」

　常に冷静であろうとしている少年は、誰だれが見てもすぐにわかるほどの動揺を見せていた。彼の前方五メートルほどの場所で立っているその男は、彼が誰よりも憎み、嫌きらい、殺したいと願っている生き物だった。

「私は、どこにでもいます。今回は、色々と不測の事態が起きましたから」

　浦うら木き良よし隆たかは笑って答えると、晃との距離を二歩ほど縮ちぢめた。晃は布を取り払うと、ゆっくりと木刀を中段に構える。

「……私の主は、あなたのことを高く評価しているのです。色々と問題点はありますが、改善の余地は充分にあると……」

　その言葉を最後まで言わせることはなかった。大きく一歩踏み込むと、浦木の胴に向かって突きを繰くり出す。

「……おっしゃられているのですが……私は少し疑問です。あの捕ほ縛ばく部隊の人間の方が、よほど役に立つと思うのです」

　浦木がいつ移動したのか、晃には見えなかった。目の前から浦木の姿は消えており、背後から声が聞こえてくる。

「その木刀も、困った代しろ物ものですし。あなたの技量が低いせいと、質の悪いレプリカであることが幸いです。それでさえ、私と相あい討うちくらいには持ち込めるのですから、恐ろしい木ですよ。オリジナルではなくてよかった。それがオリジナルであれば、あなたの技量でも私に勝ててしまいますからね」

　振り返って攻こう撃げきするか、それとも動かずにいるか。晃こうは熱くなった頭を冷やすと、自分のとるべき行動を考え始める。浦うら木きには自分を殺せない理由がある。それは彼の〝主〟の命令があるからだ。自分の敵に命を握られているのは惨みじめ過ぎるが、それさえも最大限に利用しなければ、〝彼〟には勝てない。

　まだ、死ぬわけにはいかないのだ。

「さて、主は三度の説得を私に命じました。これが一度目です。もう一度、[image: Ω]オメガサーキットの中に戻りなさい。悪い話ではありませんよ」

　晃は一呼吸すると、素早く三歩前進し、振り返って浦木を見た。浦木は動いておらず、相変わらず緊張感のない笑顔を向けている。

　人が近付いてくるのを察知した晃は、警けい戒かいしながら布袋を拾い上げて木刀をしまう。今、ここで戦っても勝つのは難しいし、当初の目的とは違うために何の益もない。

「で、どうです？　[image: Ω]サーキットに戻る気になりましたか？」

「僕ぼくは、あの計画を叩たたき潰つぶすためにクロスブリードを作ったんだ」

　見捨てられた同胞と異種の同志を集めて作り上げたクロスブリード。この組織が今の形になるまでにどれほどの労苦と時間を要したか、晃は今でも思い返すことができる。

　心の中に、死んだ同胞たちが何人も浮かんでいった。

「それは、自分の生を否定することですね、キマイラ。あれがなければ、あなたはこの世にいない。まあ、親に殺意を抱く子というのも一昔前はだいぶ珍しかったものですが……」

「僕には、親なんかいない」

　大きな瞳ひとみに強い意志を込めて睨にらみ返す晃を、浦木は楽しそうに見返した。

「さあ、今回は私の出番もここまでです。あなたは、あなたの見たい物を見に行きなさい。私は忙しいし、あの二人の結末を見届けたいと思うほど悪趣しゆ味みではありませんよ。ただ、あの二人をクロスブリードに引き込むことだけは、私の望むところではありません。その時は、私もあなたを殺す覚悟を持って戦わなければならない」

「……お前たちも、二重雑種ダブルブリツドは恐ろしいか……いや、違うね」

　何も知らない人々が通り過ぎていくのを横目で見ながら、晃は小さな声で言った。それでも、どこか熱に浮かされたように晃は一人で喋しやべり続ける。

「僕の口から[image: Ω]サーキットやお前たちのやろうとしていることが、片かた倉くら優ゆう樹きに知られるのが怖いんだ。彼女が知ったら、いったい彼女はどうするだろうね？」

「さあ、きっと何もなさらないと思いますよ。それに、あの方が知るべき時には知られてしまうことでしょう。……それに怖くはありません。あの方はどんな時でも私の希望であり」

　そこで浦木はわざとらしく言葉を切ると、にっこりと笑ってみせた。

「あなたの希望でもあるはずですよ、キマイラ。それとも、あなたが自分で付けた片倉晃という名前で呼ばれた方が嬉うれしいですか？」

「……僕ぼくの名前を知っているなら、名前で呼べ」

　浦うら木きは満足そうに頷うなずいた。

「その辺りが、主があなたを評価している点の一つですよ。他ほかのできそこないたちとは違い、あなたはキマイラと呼ばれることに若干の不快感を持っているが、自分がキマイラであること自体は否定しないのですから。あなたの同胞たちとやらは、キマイラと呼ばれると決まって『キマイラじゃない、人間だ』などとほざきますからね。笑ってしまいます」

　実際に声に出して笑う浦木に晃こうが言い返そうとしたその時、道端の茂みが音を立てて揺れた。そこから見たことのある猿さるの顔が突き出たので、晃は木刀を構えそうになった。

　首だけを突き出した鵺ぬえのネジは、そんな晃から不快そうに目をそむけた。

「……別に、今はあんたに用があるわけじゃないわよ、あたしは浦木に用があるの」

　荒い鼻息で茂みの小枝を何本か落とすと、ネジは首を辛つらそうに回して浦木を見た。

「大変よ、浦木。高たか橋はしが見えないの」

「……見えない？」

　浦木は顎あごに手をやった。『見失った』というのなら話はわかるが、『見えない』とはどういう意味だろう。

「何かあったかわかりますか？」

「わかんないわよ、ずっと見てたのに、突然見えなくなったの！」

「……なるほど、わかりました。ネジ、あなたは帰って局長に連絡を。局長が何も言わなければ、休んで首をしっかり繫つなげてください」

　ネジは一度だけ晃を苦々しそうに睨にらみ付けるとすぐに首を引っ込めた。音を立てて気配が遠ざかっていくのを確認してから、晃は浦木に向き直る。

「……僕の目の前で連絡を取り合うなんて、僕を馬ば鹿かにしているのか？」

「多少は馬鹿にしていますが。……困ったことに、また余計なおせっかいが出てきましてね。終幕は二人だけにしてやりたいようですよ」

　何のことだかわからなかったが、それを聞き返すこともできずに晃は黙だまっていた。

「いや、教えて差し上げますよ。あなたは人間ではありませんが、いつか死にゆくキマイラには……いや、親切ではありませんね」

「いったい、お前は何が言いたいんだ！」

　思わず大声で怒鳴ってしまった晃は、慌てて周囲を見回した。だが、彼の目に付く範はん囲いには誰だれもいない。安心したのも束の間、すぐに当然の疑問に思い当たった。この昼間の代よ々よ木ぎ公園に、天気がこれほどよいにもかかわらず人の気配が全くないというのはおかしすぎる。先ほどは、まだ人が歩いていたのだ。

「気が付いたようですね。……とあるアヤカシが、人間たちをこの場所から遠ざけているのですよ。私はアヤカシで、あなたは人間まがいですから効き目が遅いようですけど。強い意志を持っていればこの場に佇たたずむことくらいはできますが、高たか橋はしを見付けるのは不可能でしょうね。ずっと見張っていたネジでさえ、『見えなく』なってしまったのですから」

「……どういうことだ？」

「空うつろ木ぎ、ですよ。名前くらいは知っているでしょう？」

「空木……！」

　知らないわけがない。晃こうが殺さなければならない相手は、かつて一度は死んだアヤカシである。そのアヤカシを殺すことが可能な武器を作ったのが、その空木なのだ。昔から空木という名前を名乗っていたわけではないらしいが、詳しいことは鈴すず香かも教えてくれなかった。

　そして、彼が持っているこの木刀も、空木が作った物だ。手に入れたのは偶然に近かったが、これがなければ晃はここまで生き延びることはできなかっただろう。

「会いたい、と思いましたね。我が主を殺せる武器を作ってもらおう、などと都合のいいことを考えているんでしょう。しかし、空木に会おうと思って会うことができる存在など、数えるほどしかいませんよ。会ったところで、助けてもらえると思ったら大間違いです。現在の空木はまさに屍しかばねですからね」

　浦うら木きは空を見上げた。どこから見ても隙すきだらけであったが、晃には打ち込むことはできなかった。この場から離れたくて、たまらなくなってきたのである。これが空木の力であるとしたら、あまりにも強大だ。

「そろそろあなたにも影えい響きようが出てきたようですね。私もだいぶ帰りたくなりましたよ。さすが空木、主が一目置くのもわかります。そしてあの空木に、何も言わないでもここまでやらせてしまうあの方はもっと偉大だ。そうは思いませんか、片かた倉くら晃？」

　そう言って晃のいた方向を見た時には、既に彼の姿はいなかった。

「さすが、逃げる技術は私よりは上なだけのことはありますね。気が付きませんでした。……せっかく私が初めて名前を呼んであげたというのに、それを聞かないで去るとは、なかなか無礼者ですね」

　浦木は最初からこの場を去るつもりだったので気には止めていないが、空木が何を考えてこんなことをしているのかだけは少し気になった。そして、彼の愛する〝主〟にもう一度敵対する気があるのかどうか。それに、確か優ゆう樹きが〝隔離〟と名付けたこの力が、いったいどの程度の範はん囲いにまで有効なのか。

「……これからも、色々と努力しなければならないようです。……どこかで聞いているんですか、空木？　聞いていなくとも勝手に言いますが、私の主は今のところはあなたに復ふく讐しゆうする気はないようです。その理由は、私などでは図りかねますが……いつか、我々の同志になっていただけることを、期待します」

　見えない空木に一礼すると、浦木は歩いてその場を去った。彼が自らの足で歩いてその場を去ることが、どれだけ深い意味を持っているのか、それを知っているのは浦木だけであった。




　そして、終末の舞台は完成した。




　片かた倉くら優ゆう樹きは、臭においを追わなくとも高たか橋はし幸こう児じがどこへ行ったのかわかっていた。六課に侵入者があったことは気になるが、それはもう放っておかなければならないことだった。今は高橋のことだけしか、優樹には考えることができなかった。

　自分の立場も、自分の友人たちのことも全すべて、今だけはどうでもよかった。

　そのためか、周囲に人の気配が全くないことに気が付いたのは、代よ々よ木ぎ公園の中に走り込んでからしばらく経たった時だった。この天気、この時間帯で全く人がいないわけがないのだ。一度立ち止まって見回してみるが、本当に誰だれもいない。

（まさか……空うつろ木ぎさんが？）

　そんなはずはない、と考え直してまた走り出そうとした。だが、ある桜の木の前を通り過ぎた時、視界の隅をそこに寄りかかる人影がかすめた気がした。だがあらためて振り返っても、そこにはただ木があるだけだ。

「空木さん！　……いるんですか！」

　優樹は誰もいない公園の中、周辺にある桜の木に向かって大声で叫んだ。こんな方法では空木に会えるわけがないことは、わかっていた。空木が〝自分がここにいる〟ことを明らかにしてくれない限り、優樹には空木を見付けることなど不可能なのだ。

　諦あきらめた優樹は、もう走ろうとはしなかった。今まで急いでいたのは、高橋が誰かを傷付けるのを恐れていたからである。周囲に人がいない以上、その心配はない。

　ゆっくりと歩き出しながら、優樹は一度帽子を脱いで白髪頭をさらした。手袋を外し手首にはめていた腕時計も外すと、コートの内ポケットにまとめて入れる。コートを脱いで肩にかけると、優樹はふと空を見上げた。雲の全くない空を見ると、もう夏が近いことをあらためて思い知った。

（ああ、五月も終わるんだ……）

　五月が終わる。今日が何日か、それを数えるのも忘れてしまっていた。今日が五月二十七日であることを思い出した優樹は、あと四日で会えなくなる山やま崎ざき太た一いち朗ろうのことを頭に浮かべた。

　しかしそれは、一いつ瞬しゆんですらないわずかな時間だった。

　彼女が捜していた人物を見付けることができたのだから。

　崩れたベンチに腰掛け、麦わら帽子を被かぶった青年。手には見覚えのあるナイフを手にしてぼんやりと空を見上げている。その服や顔、髪の大半が赤く、それが血であることなど、考えなくともわかった。

　帽子とコートを道の端に置くと、優樹は一度大きく深呼吸をした。これから先、高橋が何をしようとしているのか、それはわかっていた。

　三年前に初めて会ったあの時から、高たか橋はし幸こう児じは片かた倉くら優ゆう樹きをその手で殺すことしか考えていなかった。今さら、彼が自分への殺意を失ったと考えたこと自体が間違っていたのだろうか。

　彼と自分の関係は、殺す者と殺される者。ただそれだけでしかなかったのか。

（……死にたくはない、けど……）

　けれど、自分が生き続けている限り、彼は自分を殺そうとする。どちらかが〝死〟という終末を迎えない限り、この関係に終止符は打たれることはないのか。

　だが目の前にいる青年は、一度死んだ。それなのに、またここに座っている。

　自分を殺すために、彼は死をも克服したのだろうか。

「ふー……ふー……ふー……ふー……ふー……」

　それは、呼吸音でありながら笑い声であった。近付いてくる優樹に気が付いたらしく、奇妙な笑い声を漏らしながら立ち上がる。笑うたびに、彼の左胸から数滴ほど血が流れ優樹の嗅きゆう覚かくを刺激した。

「やあ、高橋くん……」
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　優樹が声をかけると、高橋は顔を彼女に向けて微笑ほほえんだ。




　やっぱり、白はここに来てくれた。

　そうだ、どんな時でも、ぼくは白のことばかりおもっていた。

　ぼくは人が嫌きらいで。

　人もぼくを嫌いで。

　白もぼくを嫌いで。

　でも、白はこうしてぼくを見付けることができる。

　だから。

　白は、人とは違う。

　そんな白が、ぼくは。




　ナイフの鞘さやを落として、ゆっくりと自分に近付いてくる高たか橋はしがいた。優ゆう樹きはそんな彼を見ながら、まだ覚悟を決めていなかった。

　自分がどうすべきか。選せん択たく肢しはいくつかあった。そのどれもが、実行すること自体は難しくない。だが、実行しようとする優樹の心にはあまりにも辛つらいものばかりであった。

「高橋くん……」

「あー……し……し……」

　意味のない文字の羅ら列れつを言葉にしながら、高橋は急に速度を上げて優樹に突進してきた。ナイフを高く振り上げて、優樹の胸めがけて落とす。今までの緩かん慢まんな動きが噓うそのような素早さだった。

　優樹は一歩下がってそのナイフを避よけた。一度振り下ろされたナイフは標的から外れたことを知ると、今度は下から突き上げるように優樹の腹部へと伸ばされた。その攻こう撃げきに合わせて、優樹はナイフを持つ高橋の手首を左手の甲で打った。一歩進み、体を縮ちぢめるようにして高橋の懐ふところに入ると、右掌しよう底ていを彼の弱点である右胸に打ち込もうとする。

　打ち込むことができなかったのは、血の臭においしか漂ってこない彼の体から、唯一違う臭いがそこに存在したからだ。

　血に混じって、優樹の嫌いな銃の臭いがした。

（高橋くん……撃うたれたの……誰だれに？）

　普通の警けい察さつ官なら、狙ねらうとしたら足を撃つだろう。よほど慌てていたのか、それとも。

　高橋の右胸が、骨と皮ひ膚ふに守られていないことを知っている人間。それに該当する人物を、優樹は一人しか知らなかった。

（太た一いちくん……高橋くんと戦ったの!?）

　もしそうだとしたら、彼の安否が気になる。高橋の全身を彩るこの赤の中に、太た一いち朗ろうのものが混じっているとしたら。

　戦いの最中に、戦い以外のことを考える。それが身の危険を招くということは何度も経験しているはずなのに、優樹はまたもそれをしてしまった。

　高橋は手首を打たれてもナイフを落とすことはなく、すぐにもう一度振り上げて振り下ろしていた。それは、優ゆう樹きの左肩口に深々と突き刺さる。

「ああっ……！」

　痛覚を遮しや断だん、しようとした時に、高たか橋はしの左拳こぶしが優樹のこめかみを殴り付けた。頭がふらついたところで、向こう脛ずねを蹴けられてバランスを崩す。

「ふー……ふー……」

　高橋の呼吸が背後から聞こえてくる。

　左肩に刺したナイフを軸にして優樹の背中に回り込んだ高橋は、彼女の背中を押してうつ伏せに地面に這はわせた。倒れた背骨を右足で踏み躙にじり、左足で優樹の左肘ひじを踏み付けて固定する。

　この時の高橋の表情は、優樹が見たこともないほどに歓かん喜きに溢あふれていたが、彼女はそれを見ることはできなかった。

　そして高橋はあらためてナイフを両手で握り、肩の半ばまで刺さっていたそれを、まるで鋸のこぎりを挽ひくかのようにゆっくりとゆっくりと動かし始めた。

　優樹の奥に向けて。

「うう……ああ……！」

　刃が、自分の体の中に食い込んでくるのを感じながら、優樹は何とか痛覚を遮断することができた。だが痛みは遮さえぎることができても、悪夢のような現実は続いていた。ナイフは優樹の腕の肉をたやすく切断すると、細い鎖さ骨こつにまで到達していた。それさえも簡単に通り過ぎ、肩関節を裂こうとしている。骨を切り進んでいく音までが、優樹の耳に届いてきた。

「おお……！」

　優樹は自由になる右腕で地面に手を突くと、筋量増幅ブーストを開始した。膨ふくれ上がった右腕で思い切り地面を叩たたき、高橋がバランスを崩したところで何とか体を起こして立ち上がる。二、三歩ほど前のめりに進んだところで、優樹はやけに自分の体のバランスが悪いことに気が付いた。

　恐る恐る自分の左腕を見ようとする。

　見えなかった。首を左に傾けて視線を落とすと、そこには何もなかった。異常に綺き麗れいな肉の切断面、流れ落ちる血と骨こつ髄ずいさえも見えそうな骨の切り口が見えた。

「ふー……」

　倒れていた高橋が立ち上がると、何か細長いものを拾い上げて高く掲げて見せた。

　それは、先ほどまで優樹の左肩に付いていた彼女自身の左腕だった。
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　山やま崎ざき太た一いち朗ろうは走っていた。その左腕と額ひたい、そして後頭部には応急手当てがなされている。意識を取り戻すとすぐに近くの薬局に駆け込んで包帯などを買い、うろたえる店員に警けい察さつ手帳を見せて手当てをしてもらったのだ。この時ほど、自分が警官でよかったと思ったことはない。

　高たか橋はし幸こう児じがどこにいるか。それは太一朗にもわかっていた。高橋の行く場所など、そこしかありえないのだ。

　代よ々よ木ぎ公園。高橋幸児が一度死に、片かた倉くら優ゆう樹きと再会した場所。

　そこに行って自分が何をすべきか、もう太一朗は決めていた。

　ホルスターに入れてあるベレッタにはあと十二発のソフトポイント弾が残っている。これだけあれば、充分だ。

　代々木公園に入った太一朗は、なぜ誰だれもいないのか少しだけ不思議に思った。だが、そんなことを気にする余裕もなく、歩道を走り続ける。

　一週間くらい前にも、この道を通った。優樹と一緒に。自分は花見をしたいと言い、優樹が桜は嫌きらいだと言い……。

「……う……」

　今まで走り続けてきた太一朗だが、急に足が進まなくなった。走る速度そのものは普段よりだいぶ落ちているが、まだ走れるはずだ。それなのに、足が重い。痛いわけでもないし、疲れているわけでもない。

　ついに立ち止まってしまった太一朗だが、それでも前方を見み据すえた。この先に、高橋がいる。もしかしたら、優樹もいるのかもしれない。それを思うと、ここで止まるわけにはいかないのだ。右手で足を触ってみる。まだ限界ではない。

（……なぜ動かない！）

　一歩を無理やり踏み出そうとした時、歩道の脇わきに生える桜が揺れた気がした。ついその方向を見てしまった太一朗は、この場にはあまりにも場違いな存在を見た。

「う……空うつろ木ぎ……か……？」

　四月に会った時と、全く同じ姿だった。桜の木に寄り掛かり、足を地面に投げ出している。その足先が地面に埋まっていることさえ同じだ。

「……う～……」

　頭が揺れた。苛いら々いらしそうになるほどの遅さで顔が上がる時、あまりにも長すぎる髪に隠された目を一いつ瞬しゆんだけ太一朗は見た。一度見た時と同じように、光を失った瞳ひとみだった。

「お前か……お前が、俺おれの足を動かなくしているのか……！」

　空うつろ木ぎは何も答えようとはしない。ただ、後頭部を桜の幹に預け、動こうともしない。それはほんの一分程度のことだったが、太た一いち朗ろうには十分以上の時が過ぎたように感じられた。

「……空木……！」

　太一朗が叫んだ瞬しゆん間かん、今までどうしても動かなかった足が噓うそのように前へ進んだ。突然のことに、太一朗はたまらず前のめりになって転んだが、何とか左腕をかばう。起き上がって振り返った時には、もう空木の姿は見えなかった。

（無む駄だな時間を使った……）

　立ち上がり、また駆け出した太一朗の心の中では、もう空木のことが忘れ去られていた。少し彼が事情に詳しければ、ここに空木がいたことと周辺に人がいないこと、そしてなぜ〝隔離〟された場所に自分が入ることができたのかを繫つなげて、状況を理解することができただろう。しかしもはや、太一朗は空木のことなど考えようともしなかった。

　誰だれがいようと、どうであろうと、彼は自分のやるべきことを既に決めていたのだから。




　左腕一本の重さはどれくらいなのだろうか。高たか橋はしが持っている自分の左腕を見ながら、優ゆう樹きはそんな場違いなことを考えていた。少し体重が軽くなったようだが、喜べる事態ではない。出血は止めて、痛みも感じないようにすることはできる。それでも、優樹は〝視覚的な痛み〟を感じていた。

　肉や骨が切断されるなど、何度も経験したいことではない。

「ふー……おー……あ……」

　高橋は優樹の左腕を楽しそうに振り回しながら声を発している。切り口から血が点々と飛び散り、土へと染み込んでいく。そうやって十回ほど回すと、突然それを本来の持ち主である優樹に投げ付けた。

　回転しながら自分に向かって飛んでくる自らの左腕を、優樹は避よけられなかった。避けようと思えば避けられたのだが、つい右手で受け取ってしまう。それは以前に持った右手首よりはるかに重く、受け取った時に腕の切り口を見てしまったため、少しだけ優樹はうろたえた。

　前進してきた高橋の左拳こぶしが、優樹の頰ほおに向かって飛来する。体を半回転して避け、攻こう撃げきを返そうとするが、自分の左腕を右腕で持っている以上手は使えない。左脛すねで高橋の腹部を狙ねらう。

　あまり脂肪の付いていなさそうな腹に、優樹の脛蹴げりがめり込んだ。三歩下がった高橋の頰を、今度は足を高く上げてその甲で蹴り付ける。左腕を地面に捨てて右手を自由にすると、左右にふらふらと揺れながらも倒れない高橋の顎あごを、掌しよう底ていで打ち上げる。

　三十センチほど宙に浮いた高橋は、背中から歩道に落下してそのまま三メートルほど滑っていった。後頭部からベンチの残ざん骸がいに突っ込み、そのまま動かなくなる。

　高橋の被かぶっていた麦わら帽子が、彼の頭から地面に落ちた。

「う……」

　優ゆう樹きは、その場に座り込んだ。ただでさえ前の怪け我がが完治していないのに、少々無理を続けてきたのがたたってきたようだ。神経融合ブレイクができればいいのだが、痛覚を遮しや断だんしながらだとうまくできない。

（……でも、これからどうすればいいんだろう……）

　離れたところで倒れている高たか橋はしは、もはや優樹の手には負えない。やはり、特別保健所辺りに連絡するしかないのか。

（……でも、それは……）

　物音がしたため、優樹の空回りを続ける思考は中断された。顔を上げると、高橋がベンチの破片を押しのけて立ち上がるところが見えた。優樹の掌しよう底ていによって顎あごがずれたのか、奇妙に歪ゆがんだ顔になっている。それでも、彼の目を見ればわかった。

　やはり、高橋は笑っていた。狂ったような残酷な笑みではなく、本当に穏おだやかな〝心〟で笑っていたのだ。

　麦わら帽子を拾って被かぶり直すと、優樹に向かって歩いてくる。

（……何が、楽しいんだろう……）

　自分を切り刻むことが、そんなに楽しいのだろうか。どの攻こう撃げきも急所を外れているからまだ生きているが、それは優樹なればこそだ。普通の人間なら、もう動くことができないだろう。

（……？　外れている……まさか……）

　高橋が目前に迫っていたため、優樹は立ち上がって彼と対たい峙じしなければならなかった。優樹は呼吸を整え、まだ動く右腕の具合を確かめる。筋量増幅ブーストのせいで少々負荷はかかっているが、まだ無理がきく。指を回し、手首を回し、肘ひじを回し、肩を回し、動くことを確認すると、優樹は高橋を見た。

　右手にナイフを握り締しめ、高橋が歩いてくる。肺から、まだ血が流れ続けているが、それは微量だ。そう、彼はそこから以外はどこからも血を流していなかった。優樹が蹴けった顔からも、地面を滑った時にできた擦すり傷からも。

　それが何を意味するのか、優樹には考えている暇はなかった。高橋は、もう目の前にいた。彼がナイフを振れば充分に攻撃できる範はん囲いに優樹がいるというのに、なぜか彼は攻撃してこようとはしなかった。笑ってはいるが、どこか霞かすんだ瞳ひとみで優樹のことを見ている。

「……高橋くん……気が済んだら……もうやめようよ……あたしは痛いし……君だって痛いでしょうが……。何で君が生きているかは知らないけど……せっかく生きているんだから、もう少し違うことをしなよ……」

　それは、正しく優樹の本心だった。高橋の身に何が起こったかはわからないし、彼が自分を憎んでいたこともわかる。だが、これでは本当にどちらかが死ななければ終わらない。

「……君が誰だれも殺さず、傷付けないんだったら、あたしは君が二度と……」

「ああ……」

　返事なのか、ただの唸うなり声なのか、判別しづらい音が高たか橋はしの口から出た。それに気を取られた優ゆう樹きは、彼が持っているナイフから気を逸そらしてしまう。

　高橋は歯の欠けた口の中を見せながら笑おうとし、笑おうとしながら。

　ぶら下げたままのナイフを、突然下から突き上げて優樹の左太ふと腿ももに刺し込んだ。

「ぐ……！」

　予期していなかった攻こう撃げきに優樹がよろめく。その胸の中央辺りを殴られ、優樹は仰あお向むけにひっくり返った。起き上がろうとする前に、高橋は腿に刺したままのナイフを柄まで押し込んだ。腿肉だけではなく、大だい腿たい骨こつさえ貫通し、刃の先端が十センチほど地面に埋まる。

　地面に縫ぬい付けられた形になった優樹は、強引に足を動かそうとした。その顎あごを、サッカーボールのように高橋が爪つま先さきで蹴けり付ける。何とか首を傾けて掠かすめる程度で済ませたが、それでも顎にひびが入って口の中が切れた。

　上半身だけでも起こそうとする優樹の胸に、高橋が腰を下ろした。

　左手でナイフを押さえ、右手で拳こぶしを作ると。

　高橋は優樹のこめかみを殴り付けた。首が持っていかれそうな衝しよう撃げきと共に、もっと深刻な事態が優樹を襲おそった。脳に強い衝撃を受けたせいで神経への集中が途切れ、今まで遮しや断だんしていた痛覚が戻ってきたのだ。

　左腕の切り口が。刺された腿が。その他ほかの小さくはない傷たちが、一いつ斉せいに優樹の神経を痛めつけ始める。あまりの激しい痛みに気さえ失うことができず、それは拷ごう問もんのように優樹を苦しめた。思わず目を閉じてしまうが、何も見えなくなったところで自分の身を襲っている苦しみまで閉ざすことはできない。

　もはや痛覚を断とうということにさえ思考が回らず、優樹の口から、長い長い叫び声が放たれた。

「うああああああおおおおおおおおうううううう！」

　近くで聞いた者が耳を塞ふさぎたくなるようなその悲鳴を止めたのは、高橋の拳だった。口の部分を殴り、無理やり止めさせる。

　殴った手が、優樹の血で赤くなる。その手でさらに額ひたいとこめかみと頰ほおを殴り付ける。

　白髪頭が、優樹の血で赤く染まっていく。




　これだ、これだ！

　これがぼくのやりたかったことなんだ！

　白が、赤くなっていく！

　ぼくの手も赤くなっていく！

　そうしたら、白は他の人たちみたいに動かなくなる。

　………………。

　動かなくなる。

　………………。

　白が動かなくなったら。

　ぼくはどうしようか？

　ぼくは白を動かなくするために、ここにいるけど。

　ぼくは白が動かなくなったら、どうすればいいんだろう？

　他ほかの人を叩たたいても切っても。

　こんなに楽しくはなれないだろう。

　……ぼくは嫌きらいだから、白を叩いているのか？

　そうじゃない気がする。

　じゃあ、なんなんだろう？

　どうして、ぼくは白だけを。




　高たか橋はしが殴るのをやめたことに気が付くのに、優ゆう樹きは三十秒ほどの時間を要した。何があったかはわからないが、相変わらず胸の上には高橋の重みを感じて立ち上がることができない。それでも何とか自分の神経系に集中し、痛覚を遮しや断だんした。

　目をゆっくりと開けると、高橋がぼんやりとした表情で血に塗まみれた自分の手を見ていた。その血の全すべてが、優樹のものである。そうやってしばらく手を見ていた高橋だが、今度は優樹の顔を見下ろした。優樹もまた、高橋の顔を見ていた。

　お互いに、ひどい顔をしていた。顎あごや頰ほおの形が変形し、血に塗れている。歯が何本も欠けている高橋は、優樹よりもさらに崩れた顔をしていた。

　そうやって優樹を見ていた高橋だが、やがてのろのろと彼女の顔に手を伸ばした。それが殴ろうとしているわけではないことを知った優樹は、とりあえずその手の行く末を見ようとした。もう、動く気にもなれなかった。

　高橋の手は、優樹の赤くなった白髪頭に触れていた。その手が前後に動いていることを知った優樹は、彼に頭を撫なでられているのかと錯さつ覚かくした。

　それが錯覚ではないことを知っているのは、高橋だけだった。




　ああ、これが白の頭だ。

　赤くなって、とてもきれいに見えるけど。

　白は白のままでもきれいな気がする。

　……ふさふさしてて、柔らかくて。

　ぼくとは、違う。

　ぼくは白じゃなくて、白はぼくじゃないんだから。

　それはあたりまえだ。

　どうして、ぼくはそんなことをおもうんだろう。




「高たか橋はし……くん……」

　優ゆう樹きが痛む口で何とか声をかけると、高橋は白髪頭から手を離して表情を変えた。彼のかなり歪ゆがんでしまった顔では、どんな表情でも変わりはなかった。だが、優樹にはしっかりと理解できた。

　彼が、自分に向かって微笑ほほえみかけていることが。




　そうだ。やっとわかった。

　ぼくは、白が嫌きらいだった。

　嫌いで嫌いで、本当に嫌いで。

　誰だれよりも嫌いだった。

　嫌いすぎて、わからなかったんだ。

　ぼくが。




　麦わら帽子が飛んだ。




　小さな音が聞こえた。

　突然、高橋の体がぐらりと揺れて自分の上から滑り落ちていった理由を、優樹はすぐに理解することができなかった。だが、立ち上がった高橋の耳から血が出ているのと、彼が見ている方向に誰かがいるのを知った優樹はすぐにわかった。

　右腕一本で銃を構えている山やま崎ざき太た一いち朗ろうが、そこにいた。

　彼は無表情に前進すると、棒立ちになっている高橋の右胸に向けてさらに三発の銃弾を撃うち放った。狙ねらいはほとんど逸それることなく、肺の穴の数がさらに増える。

「太一くん……」

　その後に続いた優樹の言葉を、太一朗は聞いていなかった。声が聞こえないほど激げつ昂こうしていたわけではない。彼の耳には届いたが、心にはその声は届かなかった。血に塗まみれた優樹、その優樹の側そばに立っている高橋を見た時でさえ、太一朗は冷静だった。

　自分が冷静である理由を、太一朗は知っていた。

　それは、高橋幸こう児じに対するひどく明確な〝殺意〟だった。

　太一朗は一度銃を下ろすと、最後の力を振り絞って駆け出した。倒れている優樹を無視し、高橋のすぐ近くにまで接近すると、銃のグリップで彼の右胸を打ち付けた。

　あっけなく倒れた高たか橋はしの右目に、銃口を突き入れる。彼の眼球が潰つぶれたような手て応ごたえがあったが、太た一いち朗ろうは何の迷いもなく。

　引き金を引いた。

　銃声はほとんどなかった。




　優ゆう樹きは動こうとしていた。だが、地面に自分を固定しているナイフを抜くだけでも大変な力を要した。地面からは抜いても、骨まで貫いているナイフそのものは抜けなかった。腿ももに刺したままで何とか立ち上がる。




　引き金を引くことは簡単だった。ただ引くだけでいい。

　引き金を引くために必要なもの。それは引き金を引くわずかな力や指ではない。

　それは、覚悟だった。

　撃うった、その結果がどうなるか。

　太一朗にはわかっていた。

　それでも、彼は引いた。

　覚悟があった。

　少なくとも、この時は。




　一。

　二。

　三。

　引き金を一度引くたびに、高橋の頭が震ふるえた。彼の脳の中で、肉が裂かれている。

　右目に向かって三発撃った後、太一朗は高橋の右胸、心臓が存在するであろう場所に銃を向けた。肋ろつ骨こつの間をぬって、骨のない場所を的確に突く。その真上に、銃口を置いた。

　四。

　五。

　今までの出血の少なさとは違い、彼の胸から血が噴ふき出す。心臓に二発撃ち込むと、最後に太一朗は左目に銃口を差し込んだ。

　六。

　七。

　八。

[image: ]

　銃弾を撃ち尽くして拳けん銃じゆうを抜くと、高橋の目から涙のように血が流れ出し始めた。




「太一くん……」

　名前を呼ばれても、太た一いち朗ろうは振り返らなかった。彼女が歩くのに人の助けがいることも知っていたが、彼は手を貸さなかった。その手が振り払われることはわかっていたし、今彼女の顔を見ることはできなかった。

「……まだ、生きてます。でも、これは致命傷です。絶対に」

　震ふるえのない声で、山やま崎ざき太一朗は言った。

「高たか橋はし幸こう児じは死にます。自分が殺しました」

　それだけ言うと、太一朗は高橋の体から五歩離れた。死後痙けい攣れんなどではなく、高橋はまだ自分の意志で動いていた。彼以外の血で汚れた両手を伸ばして、何かを求めるように振っている。

　それに触れようと手を伸ばしたのは、優ゆう樹きだった。

　優樹は高橋の傍らに跪ひざまずくと、右手で彼の左手を握った。左腕のない優樹には、それしかできなかった。




　……見えない。

　……何も見えない。

　……何も感じない。

　でも、ぼくの手を誰だれか握っているのだけはわかる。

　冷たくて、ぬるぬるしてる。

　ああ、白の手と、白の血だ。

　……ぼくは、もう動かなくなるんだな。

　……どうせなら、白にやってほしかったのに。

　ぼくの嫌きらいな人にやられた。

　嫌いやだなあ。

　白がやってくれればよかったのに。

　そうすればきっと。

　………………。

　ああ、そうだ。

　一つ、白に言っておこう。

　ぼくは。

　白が。




　高たか橋はしの口が動いていることに気が付いた優ゆう樹きは、彼の口に耳を寄せた。それが彼の遺ゆい言ごんになることは、もう明白だった。

「ゆ……ゆ……」

　口から大量の血が吐き出され、優樹の耳を汚した。

　結局、聞き取れたのはそれだけだった。




　優樹の背中を見ていた太た一いち朗ろうは、いったいこの後、彼女に何を言われるのかを考えていた。

『なぜ殺した』と恨まれるのだろうか。憎まれるのだろうか。

　それでもいい。

　それでもいい。

　何と言われようと、高橋幸こう児じは殺すつもりだった。高橋が生きていようと死んでいようと、優樹は彼の存在に縛しばられている。

　ならいっそのこと。

「……太一くん」

「はい」

　銃をしまうと、太一朗は直立不動の姿勢をとった。殴られても、なじられても、優樹の気がすむならそれでいい。

　何をされようと、どんなに無残な姿を見ようと、自分が片かた倉くら優樹という存在を好きだという事実だけは、変わらないのだから。

「……あたしの左腕拾って、六課に置いてきて」

　優樹の口調は震ふるえていたが、それだけははっきりと聞こえた。言葉に混じって、優樹が泣いている音が聞こえた。

「……それだけ、ですか」

「……ああ、それだけだよ……」

「自分に、何か言うことはないんですか」

「あるよ」

　太た一いち朗ろうの方を見ようとせずに、優ゆう樹きは言った。その声は少しかすれていた。

「君が人殺しでも……アヤカシ殺しでも……あたしは君のことを嫌きらいにはなれなかったと思う……でも……」

　一つしかない優樹の手が、もう二度と動くことのない高たか橋はしの顔をそっと撫なでた。

「ダブルブリッド殺しにだけは、なってほしくなかった……！」

　それは、叫びと嗚お咽えつが入り交じった、優樹の心の底からの叫びだった。

　この時、太一朗は本当に、優樹の本音を聞いたのだ。




　太一朗が去った後、優樹は高橋の頰ほおの上に手を置いた。




　悲しくても、時間は過ぎる。

　辛つらくても、いつかは必ず立ち上がらなければならない。

　高橋の顔に付いていた血をハンカチで拭ふいてやると、優樹は麦わら帽子を拾って彼に被かぶせてやった。

　そして、優樹は立ち上がる。

　左肩の付け根と顔に付いた血を拭き、腿ももを血ち塗まみれのハンカチで縛しばると、傷口を隠すようにコートを羽は織おった。

「空うつろ木ぎさん……どこかで聞いているんでしょう……？　あなたの心遣いに感かん謝しやします。そして、もう少しだけ、甘えさせてください。彼を……荼だ毘びに……付したいんです……その間だけ、まだここに人を近付けないでください……」

　最初は大きな声だったが、最後に行くに連れて優樹の声は小さくなっていった。それに対する空木の返事はなかったが、優樹は了解してくれたのだろうと思うことにした。

　風もないのに、木が一いつ斉せいにざわめいた。




　アヤカシの死体を許可なく埋葬することは、特とく遺い法で禁じられている。どれくらいの罪なのだろうと考えながら、優樹はガソリンの缶かんを傍らに置いた。ガソリンを買って戻ってくる間、優樹は代よ々よ木ぎ公園内では誰だれとも擦すれ違うことはなかった。

　空木に感謝しながら、優樹は高橋に最後の別れを告げようとした。麦わら帽子の上から、彼の頭を撫でる。

「……その帽子は、君にあげるよ……気に入ってくれてたみたいだし……」

　もう泣くつもりはなかったはずなのに、自然と涙が溢あふれてくる。それを優ゆう樹きは、無理に止めようとはしなかった。

「……おかしいね。君のことは嫌きらいだし、君はたくさんの人を殺したけど……やっぱり悲しい……はは、あたしって本当に嫌いやな奴やつだったんだね……君の言う通り偽善者だ……君に嫌われるのも当たり前だね……」

　優樹はコートを脱ぐと、離れた場所に置いた。再び戻ってくると、優樹は涙を拭ふかないまま缶かんの蓋ふたを開けてその中身を高たか橋はしにかけた。ガソリンの臭においを優樹は決して好きではなかったが、嗅きゆう覚かくは遮しや断だんしなかった。

　中身を全すべてぶちまけてしまうと、優樹は口で右腕の袖そでを上げた。火傷やけどの痕あとがだいぶ消えたその腕を眺ながめると、優樹は迷うことなく高橋の胸の上に手を置いた。

　右手の体温をゆっくりと高めていくと、やがてガソリンに引火し、高橋の体はすぐに炎に包まれた。優樹自身の腕もその炎に巻かれたが、彼女は微動だにしなかった。







「……さよなら、高橋くん」

　それが別れの言葉だった。
















　時間は過ぎていく。それは決して止まることはない。戻ることもない。

　何をしなくても。何をしていようとも。










　五月三十一日







　山やま崎ざき太た一いち朗ろうは、三か月間使っていた机と椅い子すを見た。もう、何も残ってはいない。私物はあまり持ち込まなかったし、銃器や対特とく遺い生物戦用防ぼう護ご服は既に緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊に送り返した。

　太一朗がこの捜査第六課でするべきことは、あと一つしかない。上司である巡査部長に挨あい拶さつをしてこの部屋を退出することだ。それをしてしまえば、もう彼はこの部屋にいることはできない。ここに再び来る理由もない。

　太一朗は、挨拶すべき上司の背中を見た。片かた倉くら優ゆう樹きはソファーに座ってコーヒーを飲んでいた。珍しく缶かんコーヒーではなく、サイフォンを使っていれたものだ。

　あれから、優樹と会話をしていなかった。左腕を抱えて六課に帰った太一朗を、大おお田たが出迎えた。彼は何も言わずに優樹の左腕を受け取ると、太一朗を無理やり追い出して帰らせた。

　赤あか川がわに電話をしたが、ただ怒られただけだった。自分のやったどの行為に対して赤川が怒ったのか、太一朗はよくわからなかった。

　その翌日に六課に行っても、誰だれもいなかった。その次の日も、そのまた次の日も、誰もいなかった。そして、今日に至ってしまった。

「……優樹さん」

　その背中に、太一朗はためらいがちに話しかけた。こうして会話をするのも、今日が最後になるのだろうか。そんな不吉な考えを振り払い、太一朗は優樹の小さな背中を見る。落ちた左腕は元通りに付いているが、それがただ包帯と糸で繫つなぎ合わされていることくらい太一朗にもわかった。

「うん」

　返事はあった。ただそれだけだった。振り返ってはくれない。『何かな？』とも問い返してくれない。

「三か月間、お世話になりました」

「うん」

　それ以上の返答はなかった。静かな室内に、ただ優樹がコーヒーを飲む音だけが聞こえる。その後ろ姿を見ると、まるで自分が拒絶されているような錯さつ覚かくを太一朗は覚えた。

　いや、錯覚ではない。間違いなく、自分は拒絶されているのだ。優樹のただ一人の同種、高たか橋はし幸こう児じを殺したことにより。

「……自分は……」

「別に、君が間違ってるとか思ってないよ」

　優樹の淡々とした言葉は、逆に太一朗の心を追い詰めていった。まだ口汚く罵ののしられる方が、太た一いち朗ろうの気は晴れただろう。こうやって、優ゆう樹きは全すべての負の感情を内側に向けているのだ。

「……確かに、自分は自分のしたことを間違っているとは思っていません」

　高たか橋はし幸こう児じを自分の銃弾で殺したこと。そのことについては、太一朗は後悔もしていなければ反省さえもしていない。自分のやったことを間違っているなどとは思わない。

　ただ、そのことで優樹の心を苦しめているのが太一朗にとっては辛つらかった。

「でも、間違ってようとそうでなかろうと、自分の許せないものは許せないってはっきり言ったらいいでしょう。俺おれがあの高橋を……」

「許せないって言ったら、どうなるのかな」

　優樹が太一朗の言葉を遮さえぎる。

「あたしが君のことを許せないからって、事態はいい方向に進むのかな」

「……進もうと進むまいと、感情ははっきり出した方が、お互い気が済むでしょう」

「気、ね」

　わざとらしく区切って言葉を放った優樹の肩が震ふるえていた。それが笑いによる震えだということに、太一朗はしばらく気が付かなかった。

「君の気ってのは、意外に簡単に済むんだね」

「………………優樹さんは済まないんですか」

「別に……」

「その〝別に〟とかいう物の言い方はやめてもらえませんか！」

　太一朗の声が荒くなった。その勢いで優樹に歩み寄り、正面に立つ。そんな太一朗の行動を見ても、優樹は何の反応も示さずにテーブル上のコーヒーカップに視線を注いでいた。

「言いたいことがあるなら、はっきり言ってください！」

「言いたいことは、ない」

　ゆっくりと優樹が視線を上げて太一朗を見た。高橋に殴られた痕あとが色濃こく残っているその顔には、太一に対する何の感情も浮かんではいなかった。ただ、空虚であった。

「君に言いたいことは、何もない」

　きっぱりとした口調でもう一度言うと、優樹は再びコーヒーカップを持とうとした。その右手首を、太一朗がいきなり摑つかんだ。

　この時太一朗は、優樹の手にある異常な火ひ脹ぶくれに気が付いたが、それでも力を緩ゆるめなかった。

「……離してくれないかな」

「離さなかったら、どうするんですか？」

　優樹は、自分の手首を摑んでいる太一朗の大きな手を見た。いつものような嫌けん悪お感や拒絶感は湧わいてこない。ひどく投げやりな気分だった。

「……やれやれ」

　それだけ言うと、太一朗の掌てのひらに包まれている皮ひ膚ふ内の血管を破裂させた。人間にしてはやけに冷たい血が太た一いち朗ろうの手をあっというまに深紅に染め、溢あふれた血がテーブルの上に染みを作る。

　思わず手を離してしまった太一朗を見て、優ゆう樹きは

「離さなかったらこうするんだよ」

　と静かに言った。血で汚れた手首とテーブルをティッシュで拭ふくと、優樹は自分で傷付けた手首にも構わずに右手でコーヒーカップを持った。出血は止まっていても、皮ひ膚ふが裂けた生々しい傷口が、火傷やけどの上にそのまま残っている。

「手、汚れたから洗っておいで」

「……どうして、こんな無茶なことやるんですか。あなたの力なら振り払うとかできたでしょうが」

「自発的に離してもらった方がありがたいからね」

「あなたは……あなたはいったい何を考えているんですか！」

　この質問は、この三か月の間に何度かしたことがあった。いつも『さあね』だの『わからない』だのという曖あい昧まいな答えしか返ってこなかった。

「君はどうなのかな？　自分が何を考えているかを考えたことはあるのかな？」

　優樹の発した反問に、太一朗は一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。だが、すぐに彼は自分の心の中にその答えを見付けることができた。彼の〝思い〟はそれほどに強いものだった。

　そしてその〝強さ〟は、一歩間違えばひどく危険な代しろ物ものだった。

「今は、あなたのことを考えています。あなたが苦しんでいないか、あなたが……あなたが俺おれのことを嫌きらってはいないか……そんなことばかり考えています」

　熱にうなされたようにまくしたてる太一朗に、優樹はほんの一瞬だけ視線を送った。だがそれはあまりにも短い時間だったので、太一朗にはわからなかった。

　そして、優樹は大きく息を吐くと一言。

「そう」

　とだけ言った。そのあまりにもそっけない言葉に、太一朗の顔が歪ゆがんだ。それは彼が今まで誰だれにも見せたことのない、そして味わおうとしなかった感情、〝絶望〟を表現していたが、優樹は太一朗を見ていなかった。

「あなたは……」

『自分を嫌っていないのか』。そう言葉を続けようとした太一朗であったが、ついに自分の心に気が付いてしまった。今、たとえ優樹が『嫌っていない』と答えたとしても、自分がその言葉を信じられないことに。

　自分が好きになった人を、自分が信じることができない。それはあまりにも辛つらく、そして哀かなしいことだった。

「……もう、いいよ。山やま崎ざき太一朗くん」

　その言葉が、二人の最初の出会いに終わりを告げた。
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　そして、優ゆう樹きは一人になった。




　五月三十一日の太陽が沈んでいく。五月が終わろうとしている。

　窓から差し込むその夕ゆう陽ひを、優樹は見た。いつもと同じ夕陽でしかない。それなのに、今日だけはひどく赤く見える。心境がどうであれ、瞳ひとみに映るものは何も変わりはしないというのに。

　優樹は座り続けていた。酒もコーヒーも飲まず、ただひたすらに座り続けていた。

　意外と、心に受けた衝しよう撃げきは少なかったような気がする。最後まで彼は、自分のことを嫌きらいにはならなかったのだ。

　だから、優樹にとってはこの別れは決して苦しいものではなかった。

　だが、太た一いち朗ろうの気持ちを考えると。

（………………）

　考えることができなかった。

　優樹は酒を飲もうとして、立ち上がる。




　その訪問者は、突然に現れた。




　部屋の扉とびらが開け放たれた時、優樹は自分がどれほどぼんやりしていたか知らなかった。誰だれかが来れば、足音やその気配を優樹の鋭えい敏びん過ぎる感覚が捉とらえられないわけがないのだ。しかし優樹がたとえその感覚を最大限に増幅させていたとしても、訪問者の存在を察知することはできなかっただろう。

　訪問者は、そんな〝存在〟だった。

　優樹が扉の方を見た時は、もう扉は閉められていた。

「いつまで、ぼんやりしている」

　やけに低く、そして他者を圧倒するほどの力を内包した男の声が優樹の背後から聞こえてきた。優樹が振り返ると、テーブルを挟はさんだ向こうにあるソファーに一人の男性が座っていた。

　奇妙な人物だった。黒いコート、黒いスーツに黒いネクタイ、靴くつに手袋。全身黒尽くめだ。ただワイシャツだけが白い。その服全体から漂ってくるのはクリーニングから返ってきた直後の匂においであり、彼が普段はこれらの服を着用していないことが優樹には想像できた。

　彼は、全く素す肌はだを見せていなかった。顔でさえも。彼の顔には、木製の仮面が着けられているのだ。漆黒の鬼の仮面。目を見開き、大きく口を開け、二本の角つのを生やした鬼の仮面。それは男の耳をも隠していた。彼の肉体がはっきりと露ろ出しゆつしているのは、短くて硬そうな黒い頭髪だけだった。

「何か、俺おれを見て言うことはないのか？」

　男が自分を凝ぎよう視ししているのはわかった。仮面の目の部分には穴など開いておらず、彼がどうやって周囲を見ているかはわからない。だが、それでも刺すような視線を優ゆう樹きは感じていた。

　しばらく優樹は目を瞬しばたかせていたが、その後すぐに口を開いた。

「こんにちは」

　それだけ言うと、優樹はソファーに座り直してその訪問者と相対した。

「……お前は、どこの誰だれかもわからん侵入者に、いちいち挨あい拶さつをするのか」

　男の声には、優樹を咎とがめるような響ひびきがあった。優樹はその男に対して苦笑で返す。

　片かた倉くら優樹とは、そういう人物であった。どんなに哀かなしかろうと苦しかろうと、他人に対してうろたえるような姿を見せることはない。だから優樹は、ついさっきまでの〝感情〟を全すべて心の奥底に押し込めて、普段通りの自分に戻っていた。

　常に感情を押し込めている、〝いつもの自分〟に。

「そういうわけじゃないですけど。あなたはノックはしなかったけどちゃんとドアから入ってきたから、一応は侵入者じゃないですよ。これでちゃんと名前と用件を言って穏おん便びんに帰ってくれるなら、お茶の一杯でも出しますよ」

「お前のその喋しやべり方はいったい誰の影えい響きようだ？　シームルグか」

「人に質問ばかりしないで、名乗ってはくれませんか？」

　鬼面の男は、膝ひざの上に置いていた手を胸の前で組んだ。

「名前など、他人が勝手に付けるものだ。俺が自ら名乗ったことなどない」

「では、あなたのことを人は何と呼ぶんですか？」

　面のせいで表情は見えないが、優樹には男が薄うす笑わらいを浮かべたような印象を受けた。

「偉大なる〝主〟」

　優樹はあきれた表情を顔に出し、そして笑ってみせた。

「たいそうなお名前で」

「その通り。俺はたいそうな男だからな」

　今度は薄笑いではなく、〝主〟は声に出して笑った。

「俺の呼び名は名乗ってやったわけだ。お前の名前も聞いてみようか」

「もうご存じでしょう」

　この突然の来訪者に、優樹はなぜか敵てき愾がい心しんやそれに似た感情を持つことができなかった。自らを〝主〟と名乗るこの尊大な男は、少なくとも優樹には害意を持っていないことはわかったからだ。

「この俺おれが聞いているんだ。答えろ」

　その声はひどく高圧的で、反問を許さぬ響ひびきがあった。優ゆう樹きはその問いを無視したかったが、なぜか答えてしまった。それだけの力を、鬼面の男は持っていたのだ。

「片かた倉くら、優樹です」

「そうか」

〝主〟は一人で頷うなずくと、優樹にその鬼面を向けた。

「片倉優樹、お前はこの世界を変えたいと思ったことはあるか？」

　前置きも何もないその問いを聞いた優樹は、少しだけ白い眉まゆを上げた。

「ありませんね」

　すぐに答えを返した優樹の頭に、〝主〟が手を伸ばした。優樹が避よける間もなく、白髪頭がその手で包まれる。頭を鷲わし摑づかみにされた優樹は、微動だにしない。動かしたくても、動かないのだ。その膂りよ力りよくは、優樹などはるかに凌りよう駕がしていた。

「本当にそうか？　お前はこの世界に不満を持っていないのか？　他人の思惑にばかり利用され、自分のやりたいことすら見付けることができず、ただ優秀な犬として生き、死ぬ。お前が生きているのは、そんな世界だ」

　畳み掛けるように〝主〟が言葉を発し続ける。

「この世界を支配しているのは、人間たちだ。お前は本当にそれでいいと思っているのか？　人間はお前に何をした？　お前を苦しめた人間の数を、お前は数えられるか？　お前が生きてきたたった二十五年の歳月で、人間がお前から奪った物を数えられるか？　お前に人間が与えた物は何だ？」

〝主〟の声の調子はだんだん大きくなっていったが、そこまで言った後で急に声の調子を落とした。

「……お前は、もっと貪どん欲よくになっていいはずだ」

　優樹の動揺が、〝主〟の手に伝わってくる。

「あなたは……」

　もう少しだ。もう少しで、〝これ〟の心を引き寄せることができる。

「あなたは、この世界を変える覚悟を持っているんですね」

　優樹の声が、〝主〟の耳じ朶だを打った。その台詞せりふはまるで棒読みで、感情の欠片かけらもこもってはいなかった。

「私は、この世界にそれなりの不満はありますが、『変えなければならない』とまでは思いません。それほどの覚悟も持っていません」

　彼の言葉は、優樹が心の奥底では考えていたことを容赦なく指摘している。しかし、優樹は苦しみの全すべての原因を〝世界〟に押し付けることはできなかった。

　この〝世界〟には、嬉うれしいことも楽しいこともあったのだから。

　その優ゆう樹きの内心を笑うように、〝主〟は言葉を紡いだ。

「些細な幸福にすがって、自分を見ようとしないのだな、お前は」

　頭を摑つかまれたまま、優樹は〝主〟の鬼面に視線を向けた。

「あなたは、この世界が嫌きらいなんですか？」

「そうだ。俺おれはこの世界が気に入らん。だから変えてみせる。俺には、その力がある。お前が俺に力を貸せば、世界を変える日はそう遠くはなくなる」

〝主〟が、両手で優樹の頭を摑む。〝他者〟に触れられるのは嫌いやでたまらないはずなのに、なぜか今は平気だった。優樹は『世界を変える』などという途方もない話よりも、そのことの方がはるかに気になった。

　会ったことなど一度もない。だが間違いなく、自分はこの男を知っている。そして彼もまた、自分のことを知っている。

　今まで、一人しか知らなかった親と同等に。

「一つ、聞きたいことがあります」

「何だ」

「あなたは、私の父親ですか？」

　白髪頭を摑む手の力に、ぐっと力がこもった。

「妙なことを聞く」

「それはお互い様ですよ。肯定か否定か、どちらかしてくだされば結構です」

「なぜ、そう思う。お前が、俺を父だと思う根拠はどこにある？」

「どこにある、と思いますか？」

　自分の頭ず蓋がい骨こつが軋きしむ、みしりという音を優樹は聞いた。

「親に似ない子は鬼の子、と人間は言うらしいな。なるほど、確かにお前は〝鬼の子〟だ」

　不意に〝主〟が右手を優樹の頭から離した。そしてその人差し指で、ゆっくりと優樹の右の眼球を撫なでた。その〝主〟の指の動きを、優樹は押さえられた右目で感じていた。

「冷静だな。俺が力を入れれば、その目玉は潰つぶれるぞ」

「また生えてきますよ」

　そう言うと、優樹は笑ってしまった。この〝主〟という男は、自分が会ってきたどのアヤカシよりもはるかに強いことが優樹にはわかった。彼は今から一秒後にでも自分を殺すことができる。そのはずなのに、優樹の心はひどく平へい穏おんだった。

　彼は自分を殺さない。そんな奇妙な錯さつ覚かくが優樹の中にはあった。

　もし、彼が自分を殺そうとしたら、自分はどんな態度をとるのだろう。どんなに優樹が全力を出しても、たとえその姿を〝人〟でなくしても、この男から逃げ切れる自信はなかった。戦おうという気さえおきない。

　その優樹の心を見透かしたかのように、〝主〟が言う。

「死ぬのは、怖いか？」

「ええ、怖いですよ。とても痛いんでしょうね……死んだことがないからわかりませんけど」

　数日前に死んだ、正しくは殺された同種のことが、優ゆう樹きの脳裏に浮かぶ。

　彼は死の最後の瞬しゆん間かん、いったい何を考えていたのだろう。

「痛いぞ」

〝主〟が、その鬼面を優樹の顔に近付けた。

「心臓を抉えぐられるより、もっと痛い。アヤカシに即死はありえん。はらわたは全部抉られる。首は切り離される。心臓や脳は完全に叩たたき潰つぶされる。……そこから先は覚えていないが、残った部分は燃やされて、灰は各地にばら撒まかれた」

　手を通して、〝主〟の強烈な負の感情が優樹に伝わってきた。それは〝ヒト〟に対する凄すさまじいまでの怒りと憎悪だった。

　そして、〝主〟の次の一言は、優樹の心に残酷なまでに一いち撃げきを加えた。

「片かた倉くら優樹。お前はお前の愚かな弟が人間に殺された姿を見たな？　お前の末路があれとは違うと、お前は断言できるか？」

　黒く塗られた仮面の目と、優樹の瞳ひとみが正面からぶつかった。作り物の目の向こう側にある瞳を、優樹はなぜか垣間見ることができた。

〝誰だれか〟に似ていた。

「…………それはどういう意味ですか？」

　問い返したのは、自分の気持ちを落ち着かせるためだった。〝主〟の断片的な言葉と自らの体験を統合すれば、答えは既に出てしまっている。

　それでも、聞き返さずにはいられなかった。

「聞きたくはないだろう。だが、教えてやる。お前の好きだったあの人間が殺した高たか橋はし幸こう児じは、俺おれの血が半分入っているお前の弟だ」

〝主〟の指が、少しだけ優樹の眼球を押した。

「噓うそだと思うか？　その根拠はあるか？　俺の言葉が事実である証拠など、お前にはいくらでも見せてやれるぞ。奴やつとお前と、そして俺との遺い伝でん子し配列とやらでも見せてやろうか？　人間どもの一部には、お前と高橋が血けつ縁えん関係にあることを知ってた奴はいたんだぞ。誰もお前には教えてくれなかったか？」




　そうだ、うちのめされろ。

　この因果を呪のろってみろ。

　この世界の在り方を心の底から疑ってみろ。

　お前は誰を恨む？

　あの愚直な男か？

　高たか橋はし幸こう児じの生き方か？

　それとも、お前の目の前にいるお前の父親か？

　……この世界にお前を産み落としたお前の母親か？

　誰だれでもいい。

　誰でもいいんだ。

　その心に、俺おれが入り込んでやる。

　お前が、俺と共にしか生きられないように。

　この世界を変えることしか、考えられないように！




「……あなたは、私の父なんですね」

　優ゆう樹きの言葉は全く震ふるえていなかった。

「やけにこだわるんだな。お前は、親が恋しいのか？」

「さあ、どうでしょう」

　優樹は首を振ろうとしたが、その頭は相変わらず〝主〟に固定されているために動かせない。

「そろそろ、離してもらえませんか？　その指で目を触るのもやめてくれると嬉うれしいんですが」

　何の動揺も見せない優樹を、少しだけ〝主〟は不思議に思った。彼女が自分の神経系をしっかり制御しているのはわかる。だが、ここまで冷静でいられるほど、優樹は〝情〟に薄うすい性格だっただろうか。

（なるほど、な）

〝主〟は、優樹のもう一つの性格を思い出した。優樹は悲しかろうと苦しかろうと、それを自分の内側に向ける。外側に開放しようとしないのだ。たいていの人間は、そこまで自分の精神を圧迫してしまうことはできない。

　それができるぶん、確かに優樹は強いと言えた。

「お前は、誰も恨まずに生きようとしているな。誰かを憎み、恨めば、そこから多くの感情が生まれていく。お前はそれが嫌いやか。ずいぶんと綺き麗れい事ごとが好きなようだな」

　一呼吸置くと、〝主〟は嘲あざけるような口調で言い放った。

「偽善者だな」

「はい、自分でもそう思いますよ」

　自分がいつも感じていたことをあっさりと指摘され、優樹もまた嘲あざ笑わらった。

　自分自身を。

「なら、本物の偽善者になってみろ。この世界の、アヤカシと人間が呼ぶ連中を、人間から助けてみろ。人間どもが、お前の半分同類に何をしているか、知らんとは言わせんぞ。嫌か？　なら、アヤカシから人間たちを守ってみたらどうだ？　まだまだ、人間を食うアヤカシはたくさんいるぞ。骨も残さずにな」

〝主〟の指が、するりと優ゆう樹きの右瞼まぶたの下に入り込んだ。その途端、今までまったく表情を変えなかった優樹の顔が、無残なほどに歪ゆがんだ。

〝触れられる〟のはともかく、〝入れられる〟ことだけは耐えられなかった。

「ほう、ここで初めて抵抗するか。たとえ〝他人〟ではなくとも、誰だれかがお前の中に入ってくるのは恐ろしいか」

　自分の右手首を摑つかんで引き剝はがそうとする優樹の手を、〝主〟は面白そうに見た。

「だが、お前程度の力では、俺おれの足元にも及ばんぞ」

　指を第二関節まで入れると、〝主〟はわざと優樹の眼球を撫なでるように動かした。大おお雑ざつ把ぱに見えて繊せん細さいなその指の動きは、優樹の神経を全く傷付けてはいなかった。血は一滴も流れてはいない。その代わり、優樹の額ひたいからは大量の汗が噴ふき出ていた。

「さて、お前はどうするんだ？　お前をいいように使う人間どもと共に生きて俺の敵になるのか、それとも俺の片腕になってアヤカシの世界を作るのか」

　優樹の腕が、膨ふくれ上がっていた。最大限の筋量増幅ブーストでさえ、〝主〟の腕を一ミリたりとも動かすことはできなかった。

「うう……」

　小さく唸うなり声を上げた優樹の頭を、〝主〟の左手が撫なでた。その耳に鬼面の口を寄せ、優しく囁ささやいた。

「お前の生き方を、今ここで選ぶがいい。最初の二重雑種ダブルブリツド・フアースト」

　その瞬しゆん間かん、あらゆる恐怖が優樹の心から消えていった。眼球を撫でられていることさえ、心地よいと感じられるほどに。

　ひどく、安らいだような気分だった。




　この人は、あたしの父親みたい。

　疑いたかったけど、疑えなかった。

　ああ、そうなんだなって、思えてしまった。

　傲ごう慢まんで不ふ遜そんで強大で。

　本当のことは言わないけど、噓うそもつかない人。

　……人じゃなくて、アヤカシ。

　でもそんなことはどうでもよかった。

　この人は、人間が大嫌きらいで。

　でも、それでいてとても冷静で。

　復ふく讐しゆうの方法を選んでいる。

　ただ高たか橋はしくんのように殺すだけじゃなく。

　……高たか橋はしくんがあたしの弟？

　この人の子供で、母が違うあたしの弟？

　たった一人の同種で、お母さん以外の……あたしのたった一人の家族。

　そうだったんだ

　もう、いないのに。

　この世界のどこにもいないのに。

　殺したのは……。

　殺したのは……！




　もう大丈夫だろう。そう思った〝主〟は優ゆう樹きの瞼まぶたから指を引き抜き、頭から手を離した。ここまで〝心〟を込めて〝説得〟したのは初めてだ。優樹は、自分の良き右腕として働いてくれるだろう。そうすれば、自動的にあのシームルグや空うつろ木ぎ、そして優樹に心酔している若いアヤカシたちもまた、自分の下に引き入れられる。

（浦うら木き、これがこの子の正しい使い道だ）

「どうした、答えてみろ。片かた倉くら優樹」

　優樹はもう汗をかいていなかった。筋量増幅ブーストは中断されており、腕の太さも元通りになっている。手の甲には異様なまでに血管が浮き上がっており、それは優樹の手の小ささと合わさって不気味な手になっていた。

「私は……」

「俺おれと来るがいい。お前はこのまま、ただ生きて死ぬことはないんだ」

「……お父さん、とあなたを呼ぶのは、あまり気が進みません。かといってあなたのことを〝主〟と呼ぶのも嫌いやです。だから私はあなたのことをあなたと呼びます」

　優樹は、鬼面の内側にある〝主〟の目に視線を合わせようとした。

　もう会うことのないかもしれない父親の顔は、やはり見えなかった。




「私は、あなたと共に行くことはできません」

　しっかりとした口調で、片倉優樹は断言した。




「そうか」

　拒絶したら、間違いなく頭を割られるかと思っていた優樹だったが、〝主〟はあっさりと答えた。ソファーから立ち上がると、居丈高に優樹を見下ろす。

「つまり、お前は俺の敵になるんだな」

「いいえ、それは違います。私は、あなたの味方にも敵にもなりません」

　優樹もまた立ち上がって〝主〟と相対した。身長の足りない優樹は、〝主〟の顔を見るために首を上げなければならなかった。

「私は偽善者ですが、全すべての人や全てのアヤカシを助けられると思っているほど、傲ごう慢まんではありません。私は、私と私の数少ない友人たちが平へい穏おんでいてくれればそれでいいんです。……薄はく情じようなようですが、それ以外のことまで頭と力が回りません。正直な話、あなたが私や友人たちにとんでもない危害を加えない限り、あなたは私の敵ではありません。そして」

　優ゆう樹きは一回拳こぶしを握り締しめると、すぐに力を抜いた。

「あなたのやりたいことが、私には理解できない」

「一つ、言っておく。自らの立場を曖あい昧まいにすることは、決して得策ではないぞ。誰だれの味方にも敵にもならないということは、お前にはある意味で敵しかいないことになる」

　優樹はしばらく〝主〟を見上げていたが、ふっと肩から力を抜いて床を見た。

「……それでもいいですよ。その時には、周りに迷惑をかけない程度に逃げます」

「逃げて、逃げて、最後に死ぬか？　つまらん生き方だ」

「私の行き方をつまらないと言えるほど、あなたは充実した生き方をしているんですか？」

　ぎしり、という奇妙な音が鬼面から聞こえた。

「……この俺おれに、そこまで偉そうな口を聞いた奴やつは、久しぶりに見た。その褒ほう美びに、お前にいい物をくれてやろう」

〝主〟の発している気配が、急に禍まが々まがしいものへと変化した。優樹が顔を上げると同時に、〝主〟の左手が顎あごを万力のように固定する。顎のひびはまだ塞ふさがっていないはずなのに、なぜか優樹は痛みを感じなかった。

「その代わり、お前も俺にくれ」

　声を出すことも、動くこともできなかった。〝主〟の右手が再び優樹の右目に伸びる。

「痛くないようにしてやろう」

　それだけ言うと、〝主〟は人差し指と中指を根元まで優樹の瞼まぶたの中に入れた。そのまま指を回し、器用に眼球だけを優樹の神経から切り取っていく。先ほどと同じように、血は全く出ていなかった。

「………………っ！」

　痛覚を遮しや断だんしているわけでもないのに、痛くはなかった。それでも、優樹は痛かった。

　心が、痛かったのだ。

〝主〟が、自分の右目から指を引き抜いていくのを、優樹は左目で見ていた。その指には、白く、赤く、黒い色の丸い物体がつままれている。

「気にするな、ちゃんと代わりをやる」

〝主〟が手首を返すと、その指の間から優樹の眼球は消えていた。その代わり、手品のように違うものが出現していた。

　やはり白く、赤く、黒い、三色で彩られた丸いもの。ただし優樹のそれより数倍は大きく、細くて赤い糸のようなものが二、三十本ほどその球体の周辺に蠢うごめいていた。

「最初はごろごろしてるだろうが、すぐに馴な染じむだろうよ。何しろお前は」

　自分の鬼面がよく見えるように、〝主〟は優ゆう樹きの左目の前に自分の顔を持ってきた。その面の右目からは、なぜか赤いどろりとした液体が流れ出していた。

「俺おれの子なんだからな」

　そう言うと、〝主〟は持っていたそれを空っぽになっていた優樹の右眼がん窩かに突っ込んだ。

　優樹は叫んだ。声が出ない代わりに心の中で叫んだ。

　その叫びを聞くことができた者はいない。




「終わりましたか」

「ああ」

　しきりに右目を撫なでる〝主〟を、浦うら木きは見ていた。彼が愛する二人の間に何があったのか、いかに浦木でもわかりようがない。

　ただ結果のみは理解できた。

「やはり、引き入れるのは無理でしたか」

「もうあれのことは気にするな」

「埋め込みました、ね」

『埋め込まれた人間』の末路を、浦木は知っている。それゆえに優樹のこれからが楽しみであったが、同じ意味での彼の愛する〝主〟の変化にも注目したかった。

「そうだ。あれが制御できないところからゆっくりと侵食していく。どれくらいの時間がかかるかわからんが、一年は絶対にもたん」

「……それは、よいことです。こちらも人間の協力者が一人増えました。これで高たか橋はしの死体を回収できればよかったのですが……」

「気にするな、空うつろ木ぎが手を出した以上はそうなるだろう。…しかし、あれが本当に動き出す日は近いのか……しばらくは目が離せんな」

「はい」

「そうして、お前たちの仕事も増える」

「はい」

　浦木は跪ひざまずいて、〝主〟の命令を待った。

「クロスブリードとか名乗る連中を、そろそろ本格的に相手をしてやれ。やり方はお前と飯いい田だに任せる。三角はまだ殺すな。役に立ちそうな連中だからな。……行け、浦木」

「はい」

　浦木が去ってからも、〝主〟は右目を触り続けていた。左の目よりだいぶ小さいその眼球は、眼窩の中でぎちぎちと揺れながらも、この座に定着しようとしていた。

（馴な染じみが早い……さすがだな）

　空いている左手を高々と中空に差し上げると、〝主〟は拳こぶしを握った。

　その拳が振り下ろされる先に何があるのか。

　それを知るものは、〝偉大なる主〟のみ。




　片かた倉くら優ゆう樹きは、自分の右目を瞼まぶたの上から撫なでていた。左に比べてかなり大きいその眼球は、瞼を下から押し上げ、優樹の顔を少々奇形にしていた。

　自分がどんな顔をしているのか、自分の右目の色は何色なのか。優樹は初めて知りたいと思った。だが鏡かがみを見ることなどできない。

　ここに誰だれかがいれば、きっと答えてくれるのだろう。

　誰もいない。

　それを望んだのは、自分自身のはずだ。

　それなのに、今ほど誰かに側そばにいてほしい時はなかった。

　自分の身勝手さに嫌いや気けがさしながらも、数少ない友人とたった一人の家族が脳裏をよぎっていく。

　そして最後に浮かんだのは、優樹のことを好きだと言い、優樹も嫌きらいではなかった人間。

　異母弟を殺した人間。

「うう……」

　優樹は唸うなり声を上げた。惨みじめで愚かで小さな自分を許せないがために、思わず漏らしたその声は、やがて嗚お咽えつとなって部屋全体に広がっていった。

　自分が、もし〝主〟と名乗るあの鬼面の男を受け入れていたら、こんな惨めな気分にはならなかったのだろうか。

　そう思った自分の心を、優樹はすぐに否定した。優樹は後悔もすれば反省もする。自分の決断に自信を持てなくなることもある。それでもこの時だけは違っていた。優樹は自分の決断を「間違っていない」と思い込むことで、ぐらつきそうになる心を支えようとした。

　あれほどあらためさせようとしていた山やま崎ざき太た一いち朗ろうの考え方を、自分が実践しようとしていることに、優樹は心の底からあきれ果てた。

「ふふふ……」

　声に出して、自分の浅はかさを笑い飛ばした。

　それなのに、目からは涙が出ていた。

　自分のものではない右目からは涙が出ず、優樹は左目のみで泣き続けた。

　そして、そんな自分を笑った。

　泣きながら、笑った。




　片かた倉くら優ゆう樹きと山やま崎ざき太た一いち朗ろうの、運命の転換点はここで終わる。

　転換した二人の運命の行き先が、再び交こう錯さくする時は果たしていつなのか。

　知る者は、いない。
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　あとがき







　何かが始まれば、終わりはいつか必ず来る。

　しかし、それはいったい『いつ』なのだろうか。




　そんなわけで第四巻です。この本が皆様のお手元にある時は秋でしょうが、私が書いていた時は夏真っ只ただ中でした。家にいると猫ねこがまとわりついてくるので、ノートパソコンを持って放浪してみました。図書館、喫茶店、ファーストフードなどを放浪した結果、結局は家に戻ってきてしまいましたが。

　ノートパソコンって便利なんですけど、その取り扱いに気を遣わないといけないのが、私には辛つらいところです。ウィンドウズを終了させようとすると五分経たっても終了画面のまま動かなくなる時があって苛いら々いらします。やけになって電源を無理やり切ったりしてましたが、友人に怒られ自分の所業を反省しました。でもやっぱり、電源を無理やり切ってます。幸いにもまだデータは飛んでいません。いやあ、よかったよかった。

　こんなかわいそうなパソコンを担いで友人たちと旅行に行ってみたりしました。色々とありましたが、友人が額ひたいを割って流血したこと、帰りの新幹線でシューマイを買えなかったことを嘆いたら横よこ浜はまの友人が後日買ってきてくれたことが印象的でした。

　……いや、他ほかにも色々ありましたけどね。こういう出来事の方が結構心に残るもので。




　さて前回のあとがきでドリームキャストについて語ったところ、「プレイステーションのゲームもやりましょう」というお手紙を複数頂いてしまいました。うーん、やっぱり世間一般の人々はＰＳの方が好きなんですね。いや、私もやってますけど。

　私は確かにＤＣを愛していますが、他のゲーム機も好きです。ＰＳ２も買いましたし（専用ソフトが一本しかないけど）、時たまとんでもなく面白いゲームが出るＮ64（親指の皮が剝むけるほどやり込んだゲームもありました）も侮れない。それにスーファミやＰＣエンジンだって、私の心の中ではまだまだ現役です。

　今回もゲームのことばかり書いてしまいましたね。では次回のあとがきでは、ＭＳＸ特集を組んでみましょう。……冗談ですよ。

　色々と書きましたが、次回もまた私の作品を読んでもらえれば幸いです。


中なか村むら恵え里り加か
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中なか村むら恵え里り加か

１９７５年生まれ、東京出身。『ダブルブリッド』で第六回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉を受賞。４巻執筆前にＰＳ２を購入。ゲームと執筆スケジュールに追いまくられて多忙な日々を送る。もちろん締め切り前になれば、自主的に禁ゲームをしている……ハズ。
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イラスト／たけひと

１９７７年生まれ。京都精華大学を退学後、イラストレーターとして活躍中。ゲームと古典ＳＦをこよなく愛す関西人。
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